
Title 日清戦後の恐慌と綿糸紡績業(二) : ｢産業資本確立期｣にかんする一考察

Author(s) 長岡, 新吉

Citation 北海道大學　經濟學研究, 16(4), 25-116

Issue Date 1966-12

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/31154

Type departmental bulletin paper

File Information 16(4)_P25-116.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



日清戦後の恐慌と綿糸紡績業(ニ〉

一一一「産業資本確立期Jにかんする一考察一一一

長 間 新 士
ロ

日次

第1節問題の意義と限定

第2節 目清戦後の「景気変動jの概観

第3節戦後恐慌と綿糸紡績業の動向

I 統計的観察

E 戦後第1次恐慌と綿糸紡綴業

[1J 明治29年秋以降の金融逼迫と外国貿易の動向

(2J 綿糸紡績妻美における「過剰生産jと恐慌(以上本巻第2号〉

班 戦後第2次恐慌と綿糸紡績業(以下本号)

CIJ 明治32年の禁気回復と綿糸紡績業

(2J 明治32年末以降の金融運jfiと外国貿易の動向

(3J 綿糸紡績業における r;曇剰生産」と恐慌
w 綿糸紡績業における「過剰生産Jと織物業
第4節綜括と展望

〔付表〕

111 戦後第2次恐慌と綿糸紡績業

C 1 J 明治32王手の景気回復と綿糸紡績業

明治31年上半期に綿糸紡績業を中心に恐慌状態におちいったことによっ

て，同年下半期経済活動はとみに沈表し，少くとも翌年上半期まではほぼ同

様の状態がつづいた。こうした経済活動の沈衰と明治31年 6月日銀が財界救

済措置のーっとして政府の委託による償金の一部をもって公慣の買入れを

行ったこと(潤年10月初日まで約3.870万円の公償資取。日銀による公開市場操作の犠
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矢)1)とによって， 31年 4… 5月に環点に達した金融運退も下半期にl土L、ると

ようやく緩和の傾向を示しはじめ，すでに第5閣にみたように，市中金利;主

6月以降低落していった。すなわち，同年8月東京においては

不援の結果，大に資金の需要を減殺せしに政府の公皆買入巨額なりしを以て

金融緩和に赴きJ2)，大阪においても「政府に於て公置買入の継続せられしと

一般商工業不接なりしとに国り前月に引続き金融益々緩和するに至 13)った

のであり 9月以降もその趨勢に変化はなかった。もっとも，同年10月まで

は金利は相対的になお高い水準にあったとみてよく(前掲第5図参照)，した

がって，綿糸紡績業の経営困難を緩和するまでにはいたらず，紡績会社の経

営困難と部分的破綻の結果として綿糸相場が同年 10月まで急落の一途をた

どっていったことはすでにみたとおりである。

ところで，明治32年にはいると商況は一層不振をきわめ，東京においてとく

にそれはひどく 1月「昨年来の不景気は新春に入りても少しも回復せられ

きるのみならす却て一層の不況となり各荷品共概して取引極めて沈静と

なり， 2月も「依然として不振を極めJ5)，3月も「市場は何れも甚た沈静」の

であったO 大阪においてはのちにふれるように若手様相を異にするが，大勢

において変りはなく，たとえば2月「壊して不握j1)， 4月「益々不況にして

商品の荷動悪しく一度銀行の抵当となりたるものハ容易に出庫するを見ず不

景気の兆候i主主主々甚たし戸と報ぜ、られているO かくて， 32年にはいるや資金

需要はとみに減退し，金融はさらに緩慣となり，金利は一層低落し銀行ば

遊資の増大に悩むという状況を呈することとなる。すなわち，東京に?礼、て

は2月「金融ハ日ヲ逐フテ緩和ニ赴キ……市中銀行何レモ遊金ノ処分ニ苦ジ

ミ卒先シテ預金利子ノ引下ケヲ決行ジタルモノサヘアノレニ至リJ9)，3月「金

融愈々緩1昆各銀行相霞テ利子ヲヲi下ケタレトモ資金ノ需要増加セサルノミ

ナラス去pテ預金ノ増加ヲ見ノレニ至J10) リ， 4月「金融ハ前月来ノ大勢ヲ逐ブ

テ益々緩和ニ赴J1D いたので、あり，大阪においても 2月「中旬以後金融ハ日

日ト緩和ニ赴キ金融モ低落ノ一方J12) となり 3月下金融ノ緩和益々甚シ

グa歩ハ日ヲ逐フテ低下ニ就キ各銀行ハ競フテ其得意先ヲ争ブエ杢リ棉花米
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章受ノ輸入ニ対スル資金ノ註額ニ上リシニ拘ラス幾多ノ資金ハ空シグ庫中ニ埋

4月も「金融ハ依然緩和ノ大勢ヲ逐ヒ…没セラレJ13) るとし、う状態を塁し，

…銀行家ハ不杷変業務ノ関散ヲ嘆コ J14) つような状況であった。15) この間の

金利の急速な鑑落は，後掲第7関に示されてL、るO もっとも， この関によれ

ぽ東京・大阪いずれにおいても金利は32年 9月まで一貫して下降線をたどっ

ているが， 32年下半期にはいって以後の金利の銭落をも上半期のそれの継続

その理としての不況の一層の深刻化の反映とみては誤りになるのであって，

mは以下の行論のうちに自から明らかとなるはずであるO
さて，明治31年下半期から32年上半期にかけての不況も32年下半期にはい

『明治三十二年日本銀行統計年とりあえず，ると様相を変えてくるO いま，

報』の東京・大較における 6月以降の各月の商況にかんする記述の主要部分
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を摘記してみるとつぎのとおりである。16)

〔東京]

品によりては多少景気を挽回せし

ものありしも春来の不景気なりし

か為充分なる仕入をなさざりしを

以て少しもQ覚ましき荷動なし

8月

一般の蕗品は依然売行穣めて惑く

・…諸商家は極めて閑散なり

7，EJ 

綿糸の取引益々盛況を是し諸商品は未た濃

かに活気を曇するまでには奈らざるも種類

によりては粉々引立たんとするの模様あり

一般の硲況粉々回復の兆あり8，EJ 

米倣下落の結果，地方向きの荷動き少なく

但々綿ネル綿織物等は大に引主主ち活発の模

様を廷し月末に至り冬物の集散粉々繁忙な

り

多少荷動きを増加しi溜って市場は

給活気を墜し相場も一般に騰貴せ

り

9月
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i務況は此月に入りてより益々活気

を現はし物{船主概して昂騰するに

主り特に輸入品を以て最も然りと

す

10月
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11J号 取引頗る活発に行はれ市場は近年 諮商業一般に景気付き貨物の荷動き物儲の

稀有の好況なり 騰:素顔る活発なる商状を呈し始めたり

12月 年末なるにも拘らす市場は甚た不 久しく好況なりし線糸も漸く不況を塁し主主

振なり つ金融逼迫の結果帝人の思惑心を抜き黒死

病の発生と相須って商況を不振に陥らしめ

商品の集散極めて減少したり

記述はあまりにかんたんにすぎ，こまかな動勢はもとより知りえないが，以

上からわれわれは32年下半期において経済活動がしだいに活発となり不況

局面から徐々に脱却して景気回復期をむかえ， 32年12月にいたってふたたび

商況不振の状況を呈するにいたったおおまかな動きを読みとることができょ

うO 明治32年末以降の動向については C2 Jでとりあげるので，ここでは32

年11月までの景気回復局面のみを対象とするが，この間の景気回復過程にか

んし，以上の引用文からわれわれはさらにつぎの事実を読みとることができ

るO すなわち，荷況の回復は東京よりも大波が早く(大阪は6月以降，東京は8

月以降)，そして大阪における蕗況活発化は綿糸，綿織物の市況間復に主導さ

れたものであったということ，これであるO 商況間復は大阪が東京に先行し

たということは，大阪が9月末から「繁忙ノ生ヲ現ノリし，以後「次第ニヲi

締ワヲ告ケJていったのに対し，東京はそれよりやや遅れ10月中旬以後「趨

勢ヲ一変シ下旬に入リテハ頗ノレ繁忙ヲ告ヶ」ていった巾という金融市場の動

勢にも反映しているのであるが，ともかく，以上の事実は十分注目に備するO

というのは，すでにかんたんにふれたように，そしてのちにもやや詳しくみ

るように明治 32年における景気田復には生糸を中心とする輸出貿易の拡大

や， E3銀の金利引下げ，外債募集契約の成立なども主要な契機となっていた

のであるが，それらとならんで，あるいはそれ以上に， 32年とくにその下士氏

期における綿糸紡績業〔あるいは広く線工業〉の好調が，この景気回復に決定的

で重要な役割を演じていたことを，このことは物語っていると思われるから

である。したがって，まず以下，明治32年における綿糸紡績業の動向を検討

し，紡緩業が前年の苦境から脱却し32年下半期の好況へと推移していった経

過と原閣を明らかにしていこう。
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すでに前掲第3図にみたとおり，明治31年3月以降翌年10月まで急落の一

途をたどった綿糸相場は，その後しばらく70円前後の水準で、推移し， 32年6

月からしだいに上向線をたどり 8月以降とくに急速に上昇するO しかし，

同閣によるとそれ以前に31年11月， 32年2月のごとく一時相場が上昇してい

る時点があるo 31年11月のそれは，間図の綿糸輸出曲線が同年10月から11月

にかけてかなり急角震に上昇していることに示されているように， 10月中旬

以後綿糸の「香港向の売行顕はれJ18lI勅績業漸く盛況を呈J19lするにいたっ

たことの表現であった。また， 32年2月のそれも，やはりこの時期の対清綿

糸輸出契約の急、増と関連していた。すなわち， u東洋経済新報Jはこの間の
事矯をつぎのように伝えている。 I天津牛荘解氷後初航海に輸出すべき我田

劫綴綿糸の約定は頗る盛んなる由なるが聞く所に拠れば三井物産会社の特約

船摂外|丸四千接，中越丸五千俵の塔載約定成り清荷景徳和， '1宣泰号及内外1窓

会社等の分は三千俵にして外に郵船会社汽船玄海丸(天浮行〉肥後丸(牛荘

行〉を合ぜば約三万俵に遠すべし布して上海及香港等も亦去十四日 [32年2月

14日〕即ち陰暦正月五日の初商内は頗る野況を呈し相場は年末に比し上海に

て三三四南高，考委港にて五六弗高を示し取引は総計一万数千俵に上りたる程な

れば昨今先物の約定注文続て到着し三井物産会社，内外棉会社，半田商屈及

清商恰生，恰和，鼎輿，茂泰，文発等にて約十二万俵に及ぴたりと云へぽ之

に前記の三万俵を加ふれば来四月迄の輸出約定高は合計約十五万俵に達せる

ものなり今仮に当業者多数唱道するが如く本年全年の輸出高を三十五万俵

とするも其四割以上は既に約定済となりしものにして更に昨年金年の輸出総

高約サ五万俵に比すれば其約定高は既に六割以上の多額に達したるものと

すJ20l032年2月から 3月にかけて綿糸輸出曲線(第3図)¥土かなり急、角度に

上昇しているのであって，以上の引用文に示されている事実は統計的にも確

認、できるのである。

要するに，綿糸紡績業は明治31年末から32年上半期にかけてまず綿糸輸出

の増大によって従前の苦境から脱しつつあったのであるO しかし，それはた

んに輸出の拡大にのみよるものではなく，たとえば「近来に至りては輸出手
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合相応に行はれ立大波近県の織物業漸く気色立ち綿糸の需要大に増加したれ

ば今や持れの会社にても其四五月填迄の製糸は大抵売尽す有様となり前途或

は品不足を告くるやも計り難き模様J21lと報ぜられているごとく，園内の綿

糸需要の増進もその一四となっていた。さらにまた，この時期の原樟価格と，

石炭価格の低落(前掲第4図参照〕および金融緩捜・金科器落が前年来の紡績

会社の経営不振をいちじるしく緩和し，それはそれでまた前年の苦境から脱

却する一因となっていたのである。

第15表綿糸 1楓当紡績会社営業費の変化

項 日 31 上 31 下 32 と

月 Fヨ 同

利 ，自b、

ネ土 債 矛日 怠 .347 .310 ー293

火災保険料 .279 .352 .420 

半、| 1.044 1.253 1.126 

職 工 食 銀 8.533 8.335 7.507 

石 炭 4.104 3.164 2.317 

工場消耗費 2.572 2.314 2.130 

{多 終 費 .600 .674 .537 

i霊 iき 費 .827 .670 .66ヲ

荷 ユ、左巴e. 費 .729 .750 .719 

念 敷 料 1.092 .146 .068 

言者 税 金 .213 .274 .258 

逮 A口L lヱミh 費 .014 .010 .012 

旅 費 .143 .229 .175 

支!古及出張所費 .075 .113 .054 

雑 費 .812 .850 .782 

メ口λ 計 23.507 I 23.894 I 19.670 

保i考: If東洋経済新報J第139号による。

第15表は明治31年上半期から翌年上半期にし、たる 3期の全紡績会社の綿糸

I梱当平均営業費の変化を示したものである。これによっては年中のそれに

比し32年と半期の営業費がかなり減少しており，しかも，それが主として金利
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負担，石炭価格，賃銀部分の減少にもとづくものであったことが知られよう。

もちろんこの営業費は 1梱当のそれであるから綿糸生産高の増進(前掲第3図

綿糸生産高曲線参照〉をも考患にいれなければならないが(例えば労働強化等によ

ってそれが実現された場合)，炭価，金利の低落はこの期の特徴的現象であるか

ら，営業費の減少はこれらに主としてもとづくものであったことはほぼ疑い

ない事実である。そして，このことは逆に，明治31年における紡績会社の経

営困難に，金利負担の増大や炭儲・賃銀の騰貴が決定的な影響をおよほして

いたことを示してもいるのである022〉

ともかく，このようにして，明治32年にはし、ると綿糸紡療薬はとみに復調

の色をこくしてきたので、あって， 32年2月にはいるとほとんど有名無実とな

っていた前年12月の紡速の操短c1カ月 4昼夜休業〉決議は2月25日には正式

に取消されるにし、たった023〉そして，事実，後掲第23表を前掲第12表と比較

すれば明らかなごとく，明治31年雨期に比し32年上半期の紡績会社の経営内

容はかなりの好転をみせているのである。したがって， 32年上半期は商況は

なお一般に沈滞していたとはL、え，紡績業の中心地大阪では東京とは若干様

相を奥にしていたとみなければならないのである。

しかし，綿糸紡績業の復調も32年上半期，少くともら月頃まではまだ本格

的とはし、えなかった。一時騰貴を示すとはし、え綿糸相場はまだ低位に{亭迷し

てい 1:)のである。それが本格的となるのは6月以降のことであるO

明治 32生f.6月以降は，景気回復への客観的諸条件がほぼ出揃った時期で、

あった。第1は，前年からつづいた金融緩髄・金利低落の趨勢が，前年10月，

12月につづいて 2月10臼， 3月11臼， 4月12臼， 7月28日とあいつく、、日銀の金

利引下げによって一層顕著となったことであり，第2は 6月政府のロンド

ンにお;ナる第 1回4分幸IJ付英貨公債1，000万ポンド(約9，700万丹〉の募集契約

したことであり，第3は 6月以降生糸輸出が顕著な増進をみせるに

いたったことである。

1の金融緩慢・金利低下についてはすでにふれた。第2の外債募集は，

従前「戦後経営jの財源中公債に求むべき部分を閣内で募集できず預金部お
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よび償金部からの信入れで支弁してきており，これらのi償還の必要もあって

明治32年度‘にはぜ、ひとも 1龍円余の公債募集を実現しなければならず，しか

もこれまた圏内ではとうていおぼつかなく結局ロンドンでの外壁募集となっ

たものでありω(これ除横浜正金銀行が外国銀行4行とシンジケートを組織して引受

けたもので，正金によるわが国外貨公債募集の鳴矢とされている)25ヘこれは，当初の

予想、ほどではなかったにしろ，ともかく景気回復への一つの刺戟剤となりえ

た。第3の生糸輸出の増進は，いうまでもなく 1899年欧米の資本主義が盛況

局面にはいり脊{多品たる絹織物に対する需要が急速に増大したことによるも

のであったが，より直接的には，米商戦争終結によってアメリカの市況が急

速に回復したこと，学毛不況による毛織物の価格騰貴が絹織物の需要を大き

くよびおこしたこと，フランスにおける博覧会の準舗のため需要が増進した

ことなどに起因していた026)32年の生糸輸出額は62聞6百万円 (5.9百万庁)で

前年より価額で49%(数量で23.%)増加した。輸出総額も明治31年の 165.8百

万円から32年の214.9百万円へと増進(輸出増加に対する生糸の寄与率は425'1>')し，

32年 8月， 10月には輸出超過を記録している〔後掲第8図参照〉。生糸輸出のい

ちじるしい増進がみられるにいたったのはお年下半期にはいって以後のこと

であり(後掲第16表参照)，この生糸を中心とする32年下半期における輸出貿易

の増進は，製糸業を中心に輸出産業全般に活況をもたらしていくとともに，

輸入超過を減少させ，さらにさきの外資導入とあいまって日銀の正貨準備を

増加させ〈後掲第8図参照)，景気回復への素地をつくっていったのであるO

しかし 「八月九月の間金融は依然緩慢を告け生糸綿糸を始め諸般の輸出

貨物引続き好況を呈し地方一般の収入を増加したるの捺久しく不況に沈みた

る米穀は天候の不良を気構へ十月に入て頓に其錨格を騰貴し是より市場追々

活気を呈し株式市場は特に盛況を呈しJ27)たと報ぜ、られているごとく，以上

の諸経済事象が全般的な景気回復へとつながっていったのは8-9月以降と

りわけ10，11月のことであり， しかも，そうしfこ全般的な景気回復局面は，

すでにふれたように，明治32年6月以降の大阪およびその周辺の綿工業〔主

として綿糸紡績業〉の本格的な市況田復によって先行され，東京をふくめた全
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国的な商況回復がそれに追随する形で生じたものだったのであって，綿糸紡

績業の景気回復に果した先導的役割をやはりわれわれはここで見落すわけに

はいかないのであるO

明治32年2月から3月にかけて急増した綿糸輸出額は 4月に減少するが

5月以誇ふたたび増加し 10月まで250万円から280万円の間を上下する高い

水準をたもっている(前掲第3図〉。いうまでもなく，これは清屈の綿糸市況の

好況によるものであった。「上海勧績市場は去月〔明治32年5月〕末四川地方よ

りの先物注文到達し気配頗る引締り......近来更に他地方よりの注文続々入り

込み二十手十六手共に売行頗る宜しく相場追々 しJ28)I去月日月〕廿

九日印度為換俄かに引緩みたる結果として囲JlI筋は俄然買煽りたれば投機の

質物も続々現われ市場益々好況を是しJ29) た。綿糸の対南輸出はかくて増進

し，加えて，さきの大阪の商況の記述にもみえるように，綿織物の市況も活

発となって綿糸の閣内需要も増大し綿糸相場は6月以降上向線をたどり，

とりわけ8-9月以降顕著な騰貴を示す。 r東京経済雑誌Jの「大阪糸綿木
綿取引所商況Jも9月の相場の上昇について下今回斯く綿糸が予想外の珍高

値を現はしたるは，近来綿糸の支那輸出盛況を呈するに加へて，内士thまた綿

ネー/レ木綿等の市況恢復せし為め綿糸の売行あり，内外共に糸況一変を来せ

し上原料綿花昂騰せしこと，綿糸総貴の原因となり，所謂の自然の結果より

主主に至りしこと勿論なりJ30) と述べている。

こうして，明治32年8-9月は「商工業は依然萎燦不掻を極め，紡績去さを

除くの外は離して秋風落莫の感J叩あったにもかかわらず「久しく萎際不援

の間に経過したる紡績糸は近時盛況の機運に向ひ，殊に自今は支那各地の商

況引立ち，同国への輪出引常に盛況にして続々纏りたる約定出来し，清高は

今後益々進んで質入れんとの模様あり，加ふるに内地又た今や綿糸需要の季

節に際会し其売行少なからず，現品払底の徴あるのみならず，会社は過般

売行女子況なるに乗じて十一月位迄の先物をなし指て加へて孟買には雨量少

なかりし為め非常に綿作に被害を蒙り，相場は非常に騰貴し，米綿又た之に

藤びき昂騰せしより，綿糸の相場は破竹の勢を以て昂進し，近来稀なる盛況
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を呈し，定期八十八円，輸出八十九円乃至八十円，市中現物売行区々にして

相場をなさず，市して今後一層高見越を抱くもの多き模様J32l となった。か

くて，紡績会社は「当季には各社何れも相当の利益あり，久振に可なりの配

当をなすを得ベく，株券の如きも前日には紡績会社とさへ云へば鼻で扱ふ姿

なりしに，今は段々望手あり，相場漸次騰貴し，額面を抜くもの少なからざ

るに至J33l ったので、あるO 明治32年下半期にはし、って以後の紡績会社の収益

増加については上半期のそれが不明なので比較はできないが前掲第13表の32

年下半期の各社紡錘 1本当利益金からある程度うかがうことができるし鐘

紡ほか大企業・中堅企業5社の場合には後掲第23表のごとく 32年下半期は前

期に比し収益は倉敷紡をのぞきすべて増大しており，配当率は銭紡が開ーで

あるJまかはみな著増しているのである。なお， 32年下半期にはいってからの

紡績会社の収益増加には前述の対清輸出の増進，国内綿糸需要の増大にもと

づく綿糸相場の上昇とならんで，前掲第4閣に示されているごとく石炭価格

が32年 8月まで下降線をたどり 10月まで 1万ポンド当日円台の低水準にとど

まっていたこと，および紡績女工賃銀も32年にはいり 9月頃までは横ばし、に

なっていたことの彰響も見落してはならなし、。つまり，これらもこの景気回

復期における綿糸紡績業の好況の実体的基礎の一つをなしていたのである。

さて，明治 32年6月以降上昇に転じた綿糸相場は， 10月には最高 97円45

銭・最低90円と 5月に比し20丹方騰資するにいたったが，この頃になるとさ

きにふれたとおり綿工業のみならず荷工業一般が景気回復の様相を呈し，株

価も，たとえば東京取引所株7月212円40銭， 9月226月90銭， 11月227円，

日本郵船株 7月69円30銭， 9月70円70銭， 11月73円90銭というように上昇

し汗〉株式市場は東京，大波とも 10月から 11月上旬にかけて「前途愈々好

ないし「好況J3おとなって前年来の不況からほぼ完全に脱却したので

あった。それとともに32年10月頃から全国的に経済活動が活発化していくに

つれて，金融もまた繁忙となり 9月まで低落の一途をたどった金利は10月

以降上昇に転ず、る(後掲第7図参照)0 32年上半期の金手IJの低落は，前年から

の不況によるものであったが，下半期にはいって紡績業がまず本格的に景気
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回復局面にはし、り，生糸輸出の増進とあいまって経済活動は徐々に活発化し

てきたにもかかわらず， 32年8-9月頃の紡績業についてたとえば「近時紡

の輸出盛況にして，本年上半期季開に於て既に十六万梱の輸出をなし

尚ほ其後多数の輸出あり，紡緩業者は何れも資金に余裕を生じ，今は伎の昨

年勧業銀行にて借入たる資金は利率の高きより不平を訴ふる位の好境遇とな

りしが，この紡綴業の盛況紡績業の復活こそ当地〔大阪〕金融を緩和し，財界

を平隠、ならしむるに呉って力あり J37) と報ぜられているごとく，また，同時

期の製糸金融にかんし「毎年生糸季節には日本銀行より直接に製糸地方に対

して融通する金額は大抵二千万河内外なりしか本年は生糸輸出量例年に比し

約三四割の増加なるにも拘らず非常に小額にして僅かに一千万円の融通を為

したるのみ是れ本年は金融緩和なりしか故に多少地方銀行より資金の供給あ

りたることと生糸の売行き頗る活発にして従て出荷すれば従て輸出せられ資

金一所に停滞せず終始鞍転其効用を増したることとによって資本の需要を減

したるは事実なり J38) とされているように， 32年下半期にはいっても 9月ま

では綿糸・生糸の市況回復そのこと自体が資金の頗調な回転を可能ならし

め，景気回復の動向は金利の i二昇にまだむすびついていなかったのであるO

しかし， 10月以降事態は一変するO それにはたしかに商工業一般の景気関

複によって金融市場に対する資金需要が急速に増大したことにも一半の原関

った。だが，tこんにそれのみによるものではなく，明治32年11月下旬の

株価の「暴落j39〉につづく 12月の商況不振をもたらした10月以降の金融の繁

忙と金利の上昇は，この間の外関貿易の動向と密接な関連を有しており，そ

れは，以上にみた綿糸紡績業に先導された景気回復局面にはらまれてきた矛

盾が，さらにいえば戦後第1次恐J慌期に一時的動揺を経験しただけで、間もな

く景気回復期にはいったことによって，一層累積されてきた戦後好況期以来

の日本資本主義の諸矛麗が，外国貿易の影響を媒介にしてしだいに顕在化し

つつあったことの間接的表現にほかならなかったのであるO

1) 日本銀行調査局了日本金融史年表~ p. 33 

2) r明治三十一年日本銀行統計一年報Jcr金融史資料~ 19) p. 330 
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3)向上 p.334 

4)-8) r明治三十二年日本銀行統計年報J (向上)p.872 
9)-11)向上 p.362 

12)-14)向上 p.370 

15)ここでは東京・大波のみについてみたが，それ以外の地域の潟況，金融情勢も防長

行通信録』第171号~第175号の各月中「各地金融J欄の記述iこしたがえばほほ同様

であった。

16) r明治三十二年日本銀行統計年報Jc~金融史資料j 19) pp.372-373による。

17)引用筒所は向上 p.369， p. 371 

18) r明治三十一年日本銀行統計年報J (向上)p.340 
19)向上 p.334 

20) ~新報J 第116~ま(明治32 ・ 2 ・ 25) r紡績綿糸輸出の好況J
21) ~新報J 第117号(明治32 ・ 3 ・ 5) r紡綴業回昼夜休業の廃止J
22)ここでとくにわれわれの前項 [2Jの分析との関連で，明治31年上半期の営業費中
に占める金利，職工賃銀，石炭儲格部分の比震のおさ，および金利低落の傾向を示

しつつあったとはいえ31年下半期においても金利部分が営業費中にきわめて高い比

震を占めている事実に注意すべきである。

23) 同行報J第117号(前掲)r紡績業四昼夜休業の廃止J
24)滝沢夜七・前掲蓄 p.568参照

25) 日本銀行調査局・宮古掲蕎 p.35 

26)滝沢直七・前橋護 p.565参照

27) r明治三十二年日本銀行統計年報Jc~金融史資料Jj 19) p.367 

28) u"新報』第127号〈明治32・6・15) r上海紡緩i市場の好況」
29) ~新報J 第128号(明治32 ・ 6 ・ 25) 1上海綿糸m場益々好況J
30) ~雑誌』第996号(明治32 ・ 9 ・ 16) r取引所務況j
31)-33) ~雑誌』第995号(明治32 ・ 9 ・ 9) r大阪経済雑草立J
34)前掲『日本の景気変動J上巻「愛要統計表J p.83 
35)-36) r明治三十二年日本銀行統計年報J(~金融史資料j 19) p.374 

37) ~雑誌J 綾田5号(明治32 ・ 9 ・ 9) r大阪経済雑草且」
38) ~新報J 第137号(明治32 ・ 9 ・ 25) r生糸貿易の好況と資金の需要J
39) r明治三十二年日本銀行統計年報Jcr金融史資料c~ 19) p.374 

(2) 明治32年末以降の金融逼迫と外国貿易の動向

大阪においては9月末から，東京においては10月中旬以降金融がしだいに

繁忙となり，従前の金融緩慢の状況に一定の変化が生じてきたことについて
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はすでにふれた。 11月にはいると「商、況瀬ク盛ニ米ノ出廻モ益々多カリシヲ

以テ金融ハ前月来ノ繁忙ヲ承ケテ重量モヲi緩ミヲ告ケスj(東京)， I商況活動

ノ結果…・ー下旬ニ入ルヤ形成一変、ン頗ノレ緊縮ケ……一時ハ貸出拒絶ノ有様ヲ

主主シj(大紋)， 12月にも東京では「資金ノ需要益々増加シ未曾有ノ繁忙ヲ告

ケj，大阪も「大勢ハ国ヨリ東京ト奥ルコトナjかった01〉

こうして， 明治均年の末にいたって金融市場の動勢は一変したのである

が，それは一つには上記の引用文にも明らかなように経済活動の活発化にと

もなって金融市場に対する資金需要がし、ちじるしく増大したことによるもの

であった。しかしたんにそれにのみ原閣があったわけてはなく， 11月大阪

において「一時ハ貸出拒絶ノ有様ヲ皐シタJのはa銀の「利子引上ニ驚Jい
たためとされているように 2)日銀が 11月初日，同 27日， 12月四日と矢つぎ

ばゃに金利を 1庫ないし2鹿引上げ，貸出警戒の措置を講じたことにもよる

ものであった。この日銀の金利引上げは，一つには明治 32(1899)年 10月に

勃発した議開戦争のためイギザスをはじめヨーロッパ諸問の金利が暴購し，

ヨーロッパへの正貨流出の危険が生じたためでもあったが，いま一つには後

述のごとく， 32年11月からわが国の外国貿易はふたたび入趨に転じ，正貨流

出=日銀正貨準備の減少が生じたためで、あり，少くとも12月以降の金利引上

げは後者に主としてもとづくものであった03〉

ところで， 32年末に逼迫状態を呈した金融の動向も翌年1月から 2月にか

けて一時小康をとりもどす。前年末の金利騰貴のため商況不振におちいり資

金需要が減返したためと，資金の回収が比較的順調にすすんだためで、あっ

た。しかし 4月以降事態はふたたび一変するO この間の動勢をど，まず，東

京，大阪の金利の変動を示した第7図によってみてみよう O

東京，大阪いずれにおいても，金利は明治32年9月まで低落の一途をたど

る。この下降線は，前掲第5図の31年 7月以降の下降線につながるものであ

り，前年下半期以降の金融の緩慢化を表現しているO ところが，商況がしだ

いに好転し全国的に景気田復の色が濃くなってきた10月以降金利は上昇に転

じ，とりわけ11月から12月にかけて急騰する。そして，翌33年 1月から 3月
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第7菌東京・大阪における金利の変動
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備考~金融事項参考書J より作成

にかけて上昇線は鈍化ないしは若干下降ぎみに横¥t:¥、となり，この期間金融

情勢は一時小康を呈していたことを明瞭に示している。しかし的線は東京，

大阪いずれにおいても 3月から 7月にかけてふたたび鋭くと昇し，以後34年

8月ないし10月頃まで金利は 3銭2麗前後の高水準を持続しているO つまり

この図から，われわれは，明治32年4月以降金融はふたたび逼迫し金融市場

が不騒な情勢を呈するにいたったことを推測できるのである。それで1ふそ

れはなにに涼閤していたか。ふたたび，ここでr日本銀行統計年報Jから引
用しよう 04〉

〔東 京〕 〔大 仮〕

3月 本月ハ諸税金ノ:徴収潟区額ニ上リタル 諸鉄道会社ノJム込ニ要スノレ資金ノ需要

ヵj二ニ月末ニハ本支金庫ノ検交アリ立 ト本支金!車検主主主月ナノレトユヨリ給々 繁

正貨ノ流出益益感ニシテ本行金利ノ引 j亡ノ状況ヲ示シヌ外国叉去るノ逆勢々

上サへ之アリシ等ニテ中旬以後ノ:金融 主主シク遂ニ本行金利ノ引とアルニ三三 1)

ノ、著シク引締リタリ 市場一般ニ警戒セリ

4月 前年以来引統キタノレ巨額ノ輸入ハ本月 一般ノ資金ノ応!J反遅々タルノミナラス
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エ入ジ更ニ増加シテ未曾有ノ金額ニ達 綿花ノ入荷ト総糸ノ停滞トニ図リ資金

シ正貨ノ流出益々姦シクシテ遂ニ本行 ノ|濁定セノレモノ漸ク多ク銀行ハ前途ヲ

再度ノ金利引上アノレニ至ワ瓦ツ商品不 気構ヘテ貸出ヲ渋リシニ際シ本行再度

捌ノ;為メ資金ノ停滞スルモノセ少カラ ノ金利引上アリシヲ以テ一層害警戒ヲ段

ザリシヲ以テ下匂ユ入リテハ金融益々 ニシ月末ニ!匂フニ|滋ヒ臼一日ト緊縮ノ

引締リヲ告ヶ蕗工業ハ一般ニ資金ノ欽 度ヲj営シタ 1)

乏ニ苦メリ

5月 金融01締リノ結楽一般ニ資金ノ新需要 宿業依然、不採ニシテ資金ノ需姿起ラス

起ラサリシヲ以テ警戒中小康ヲ示シタ み又一方ニハ外国貿易粉々回復ノ色現ワ

レテ……銀行家ノ、大ニ警戒ノ念ヲ緩小

康ノ状況ニテ越月シタリ

6月 貨物ノ停滞，有価証券ノ下落等ヨワ資 初旬ハ・…υ 金融ヲl緩ミノ姿ナリシカ茶

金ノ関収捗々シカラス中旬ヨ 1)大ニ遥 後清留事変ノ;影響ニテ当地主要製品タ

迫ヲ会ケタリ ノレ紡綴糸大打撃ヲ受ケ之ニ対スル資金

7月 経済界ノ前途尚ホ大ニ警戒スベキモノ

アリテ本行ハ更ニ金利ノ引上ヲ目指行、ン

北清毒事件ハ大ニ我綿糸，燃寸等ノ輸出

ヲ持容スノレ所アリ労々以テ金融界ノ、兎

角隠ナラサノレカ如キ鋭プリ

ノ融通益々閤難ヲ告ヶ銀行ノ警戒存じ

厳重トナリタリ

外濁貿易ノ否運トi育関毒事件ノ;益々 重大

ニ赴キシニ因リ各銀行ノ内情ハ益々警

7戎ヲ厳ニセシモノ、主日シ

ここには金利が上昇線をたどっているお年7月までの部分を摘録したが，

金融は 3月から徐々に引締りの傾向を示していたことがこれによって知られ

る。ところで 3月から引締りの傾向をみせ 4月以降金利の高騰となって

あらわれた金融逼迫の主要な原因を上記の引用文にしたがって整理すれd，

つぎの三つとなる。

第u土，前年末からの商況不振が， 3月頃から市場における滞貨の増大と
なって現われ，それが銀行の貸出回収を困難ならしめ銀行資金の運用をいち

じるしく阻害したことであるO 第 2は，外国貿易の逆調=輸入超過額の激増

が正貨流出→日銀正貨獲備の減少となってあらわれ，これに対し日銀が相つ

いで金利を引上げ貸出を厳重にしたことが銀行の貸出警戒・市中金利の上昇

を促かしたということである。そして第3は， ~ヒ清事変の影響である。
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以上のうち，原因の第1は，上記引用の『沼本銀狩統計年報Jの記述からも

ある程度うかがわれるように，この期の綿糸勅績業の動向と深い関連がある

ので後段であらためてとりあげることとし，また，第3の北済事変の影響はお

年6月以降のことで 4-5月の金融逼迫・金利高騰とは関係がなL、から，こ

こではとりあえず¥第2の原因についてより立入った検討を加えてみよう O

まず，第8図によって，明治32年から34年にいたる 3年間の商品と金銀の

輸出入高および臼銀正貨準備の推移をみよう O 本国は前掲第6閣につながる

ものであるO

本留に明らかなとおり，明治29年から31年までほとんど毎月輸入超過を記

録していた外国貿易は， 32年にはL、ると出超に転じ， 5月から 7月までは事会

130 

日制)

lO() 

IJ 

第 8~ 商品・金銀輸出入高.f3銀正貨準館高〔明治32-34年〕

/1帆 n州
~ 、ー

~;7銭翰11l

(明治32年〉 (明治33年〕

備考:U金需虫善事項参考書Jより作成。

一一句一一ーー---

(明治34年〉
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出の減少によって入超となっているが， 8月以降ふたたび輸出は増進し，輪入

は年初以来増加の一途をたどっているにもかかわらず8月， 10月にはかなり

の額の輸出超退を記録しているOこの輸出増加は，前述のごとく，主として欧

米向生糸輸出の急増によるものであった。ところが，商品輸出入高の動向は

明治32年末から逆転する。商品輸入部額は向年12月から急増し，とりわけ翌

33年4月をピークにその前後3カ月顕著な増加を示す。それに対して輸出は

32年11月以降月を追って急減し，若干波動はあるが翌年9月まで低位(1，500 

百万円前後〕に停迷しているO かくて， 32年12月以降毎月多額の草食入超過とな

り，とりわけ33年2月-5月に巨額の輸入超過を記録するにいたった (2}j 

1，047百万円， 3月1，495百万丹， 4月1，929百万円， 5月1，011百万円〉。つまり，本図の

商品輸出入予言の推移から，われわれは，明治32年末から貿易は逆調に転じて

お年上半期(とりわけ3月， 4月〉に輸入超過額が激増し，それは輸入の急増と

輸出の急、減とによるものであったことを知ることができるのである05〉

以上の外国貿易の動向は，間じ第8留の金銀輸出入高の推移にも反挟して

いる。明治31年 7 8月を例外とし明治30年末からほぼ毎月輸出超過となっ

ていた金銀は， 32年にはいるとわずかながら入超となり 3月から6月頃ま

ではかなりの輸入超過を示す。これは年初の商品輸出超過と 6月の外壁募集

によるものとみることができる。しかし 9月以降金銀はふたたび輸出超過

に転じ，商品輸入超過額の激増にともなってお年3-4月には巨額の金銭の

流出が生じている。ここで32年10月の金銭輸出額の増加端正貨流出には，さ

きにふれたとおり，南阿戦争の影響によるヨーロッパにおける金利の暴鵜が

作用していたとみてよいが，明治33年にはいって以後のそれは，この期の貿

易のはげしい逆調から推して，輸入超過額の激増に主としてもとづくもので

あったとみてまず間違いなL、。

ところで，正貨流出が増すにつれて日銀正貨準備も減少しはじめるO 第8

関の日銀正貨準備高を示す曲線は明治32年初頭から金銀の輸入増加に賠応し

て上向線をたどるが，32年11月をピークに以後下降に転じ，とりわけ翌33年4

月から顕著に低落する〈明治33年1月105.0百万円， 2月102.8百万円， 3.Ji96.6百万円，
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4月88.6百万円， 5月84.0百万円， 6}j 79.0百万円〕。

以上のように，輸出の急減と輸入の急増とによる輸入超過の激増によって

明治33年上半期(とりわけ 3 4月〉に巨額の正貨が海外に流出し，それに

ともなって日銀正貨準備高は減少の一途をたどるのであるが，それて、;之，そ

の註額の輸入超過をもたらした外国貿易の逆調はなぜ生じたのであるか。

まず，輪出の急激な減退について。この時期のわが国輸出貿易の大宗が生

糸であった事実から推して， 32年末以降の輸出の急減は生糸輸出の減少によ

るものであることはほぼ察しのつく事柄なのであるが，事実，それはそうで

あった。第16表左欄にみるように，生糸輪出額は明治32年10月に一つのピー

クに達して以後減少の一途をたどり， 33年4月 6月には 100万円台にまで

落ちているO そして前年8-10月には4言語以上に達していた輸出総額中に占

める生糸輸出額の割合は， 33年 3-6月には 1割ないし2割にまで減少して

いるのであるO 明治32年下半期と33年上半期とを比較すれば，輸出は総額に

おいて 3，217万円の減少となっているが，同期間の生糸輸出の減少額のそれ

に占める比率は76%(輸出減に対する生糸の寄与率)であって，この間の輸出減

少が主として生糸輸出の減少によるものであったことがここから知られるの

であるO

この明治32年末以降の生糸輸出の減少には，アメリカにおける「大統領改選

の騒擾戸と「農作不良]lという偶然的要因も作用していたが，主たる原因

は明治 32(1899)年秋以来ニューヨ{グ金融市場が逼迫傾向を示し(12月ボス

トンの1銀行支払{停止)， 33(1900)年にはいってアメリカ経済が恐慌状態におち

いった幻ことによって生糸市況がし、ちじるしく悪化したことにあったc たと

えば F東洋経済新報』の伝えるところによれば， 1900年 S月中のアメザカに

おける企業破産件数は947件，資本金問にして2，377万ドルでこれは前年同期

より件数で366件増，資不金額で1，995万ドノレ増となっているが「其増加した

る所以は士会種の事業に亙れることと生糸輸入業者にして九十七万二千八百じ

十七弗絹織物業者にして六十万弗製糖業者にして十四万四千五百六十六弗の

負債ありしか為なりと云ふ国して生糸業者の俸ti産したるは紐育のアーノノレ
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第16表明治32-33年の生糸輸出額・繰綿輸入額

(単位:1，000丹，以下4捻5入〉

年 月 i輸出総額|生糸輸出綴 l輸入総額 i繰綿輸入額
17，275 6，389(35.3) 13，792 4，694(34.0) 

2月 15，794 4，973 (31. 2) 10，574 4，329(40.9) 

3月 15，764 2，150 (13.6) 16，520 5，059(30.6) 

4月 12，354 1，490 (12.1) 14，191 5，176(36.5) 

ち3 5月 13，258 768( 5.8) 18，124 6，159(34.9) 

6月 i 13，484 1，433(10.6) 19，393 4，430(23.3) 
件回目 内崎 M叫拘 耐聞四 E・・・・・・胴酔

治
小iH 87，929 17，158(19.5) 92，594 29，847(32.2) 
柿山崎副・副 守守曹司4 畑 町司ーーーーーー町四四百四回目四 抽ー・・.晶白血白山首叫“ー・ーー町・

32 7月 17，686 5，424(30.7) 18，810 2，780(14.8) 

8月 23，046 9，736(42.3) 20，544 5，935 (28.9) 

年 9月 20，897 8.475(40.5) 21，483 8，524(39.7) 

10月 25，176 10.423(41.4) 20，462 3，727 (18.2) 

11月 20，483 8，107(39.6)1 21，139 2，617 (12.4) 

12月 17，738 2，854 (16.1) 25，025 7，939 (31. 7) 
『ー周司冒 白州晶晶剛附尚納骨恥常時--司由司融制---柿削枠制四 ----------------舟同ーーーーー 一‘四時特司ーーーー吋哨叫円『 ----ャ聞神田ーーーーーーーー・ーーーーーーーーーー，

小 計 125，026 45，019(36.0) 127，463 31，522 (24.7) 

メ口〉、 計 212，955 62，177 (29.2) 220，057 61，369 (27.9) 

1月 14，949 4，239 (28. 3) 22，243 5，298(23，8) 

2月 14，414 4，975(34.5) 24，983 8，034(32，2) 

3 }j 16，354 4.536 (27.7) 31，573 12，987(41.4) 

4月 13，386 1，663(12.4) 32，739 11，961 (36.5) 

明 5月 19，009 3，524(20.6) 30，097 6，375(21.2) 

6月 14，748 1，508(10.2) 21，525 3，463(16.1) 
ー回目回目白血ー目 ------四---------・ーーーーーーー 曹関冒冒田町四町田司冒四回帽市骨時前4 持品目ー四四 “山静軒町州』柿相輪情"ー------俳崎酔相自司向ーー --旬物同市砕榊---開陶司W守・F同相同肉---"嶋巨

治
小計 92，860 20，445(22.0) 163，160 48，118(29.5) 

叫内崎d 柑同国司押田町--情的州品開 崎骨榊柿枠組岨晶字国

33 7月 15，253 2，504(16.3) 22，209 913 ( 4.1) 

8月 15，496 3，894(25.1) 21，861 894( 4.1) 

年 9月 15，327 2，986(19.5) 20，876 396( 1.9) 

10月 20，375 4，772 (23. 4) 20，845 2，506(12.0) 

11月; 19，755 4，390(22.2) 17，330 1，953 (11. 3) 

12 }j 21，114 5，666(26.8) 20，307 3，719 (18. 3) 
世 a四時同州制 ー・田島島由品 』晶宇内+時四守宇田明同#崎拘 僻目白血ーーーーーーーー--悼場ー日ー品目日ー 明同情拘州晶---------司骨柄仲崎山ーー

小 計 107，320 24，212 (22. 6) 123，428 10，381 ( 8.4) 

l仁入3 5十 200，180 44，667(22.3) 286，588 58，499 (20.4) 

備考:(1) ()内の数字は輸出・輸入各総額中に占める割合(%)

(2) 日本帝国統計年鑑Jより算出作成。
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ド，フェノレドステーンにして十九万五千五百三十六弗の資産に対し九十七万

余弗の負霞ありしを以て遂に破産するに宝れり其破産の原田は糸価の低落と

株式市場の失敗にありJとされているのである09〉この記事の信恵、性には問題

がないわけではないが， 1900 (明治 33)年にはいってアメリカの生糸・絹織

物業者の倒産が相つぎ，それがわが爵の生糸輸出に甚大な影響をあたえたでU

あろう事情をここからある程度うかがうことができるのである。ともあれ，

こうして，アメリカを重要市場とする生糸輸出は明治32年末から不振におち

いり，とりわけ33年4-6月に急減したのであった。もちろん虫容や水害な

どの彰響で対清綿糸輸出が33年1-3月に激減〈前掲第31s1綿糸輸出価額路線参照〉

したことも，この期の輸出貿易減退の一つの原閣となっていたが，輸出総額

中にしめる綿糸の比重からしてその影響は生糸に比しはるかに小ざかったと

みなければならない。

つぎに輸入の激増についてO 結論からさきにいえば，これは棉花輸入高の

急増によるものであった。第16表右欄をみよう O そこには総入総額，繰綿輸

入額の明治 32-33年の月期の数値と後者の前者に対する比率が示されてい

る。これによると繰綿の輸入額は32年12月からお年4月にかけて急激に増大

し，輸入総額に占める比率も33年 3月には41.4%とこの2年間の最高を記録

していることがわかる。前例にならって，明治32年下半期と翌年上半期の輸

入総額の増加分に対する繰綿輸入額の増加分の北率(輸入増加に対する繰綿の苦手

与率〉を計算すれば65%となり，この時期の輸入増加が繰綿の異常な増進に

主としてもとづくものであったことを知りうるのであるO もっとも，例年2

月頃から 6月頃にかけての時期は梅花輸入の最盛期であるから，これには季

節的要素も考惑にいれなければならないが，前年間期に比し33年上半期の繰

綿輸入額は顕著な増大 (61%増〉を示しているのであって，これはたんなる

季節的変動とみるわけにはL、かないのであるO もちろん，この繰綿輸入額の

増大は，すでに本節Iで、ふれたように，この時期の原棉価格の騰貴にも一半

の原因があった。 しかし， 繰綿輸入量もこの時期に激増しているのであっ

て，それはたんに棉花の縮格騰貴にのみ起因していたのではなし、。すなわち?
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第17表 明治32-33年の繰綿輸入量
(単伎:担)

明治32年 「一明治33年
517，586 

271，517 

2月 394，362 

3月 284，764 525，825 

4月 293，804 487，512 

5月 343，157 264，317 

6月 242，381 145，578 

7月 157，381 38，923 

8月 337，185 53，469 

9月 460，003 26，118 

10月 188，825 121，140 

11月 130，538 99，018 

12月 385，394 179，305 

3十 lM紛，900I 2，608，084 
備考:(1) 明治33年は実線を含む。

(β F東洋経済新報』各年月
相当「外国貿易月報抄Jよ

り作成。

第17表にみるとおりである。なお資料

上の制約から明治33年の分については

繰綿と実綿を分離できないので 10) 33 

年は南者の合計となっているが，棉花

輸入最中に占める実綿の比重はネグリ

ジブノレなので， これは繰綿輸入量の

推移をほぼそのまま示しているとみて

おいてよL、。それはともかく， 「東洋

経済新報』もその第 159号の社説にお

いて， 明治33年の貿易の逆調，輸入の

激増にふれ， 明治33年 1 4月の輸入

貿易額を前年間期と比較しつつ， 「中

に就て其巨額なる者を挙ぐれば砂糖の

五百万円欽類の四百余万円金巾類の二

百余万円縮緬呉呂，米，石油等の各百

余万円等ありと難も其最巨額なる者は

夫の綿花の輸入が約二千万円を増加せること是なり，想、ふに砂糖金巾類の如

有税品に在りてはその昨年同期に於ける輸入は一昨年の関税見越輸入の為め

格外の減少を告げたるの事情あれば，之を標準として計れる以上の増加数は

全然以て輸入の増進を律する能はずと躍も，其額比較的多からず。独り夫?

綿花に奈りては無税品にして昨年寄も関税の為めに妨けられざるにも係らず，

本年に於て其輸入の増加せること約二千万円に垂んとす。量亦法外の増加守

非ずや。」と棉花輸入の異常な激増に住百している010

それでは，なぜ，明治32年末から翌33年4-5月にかけて繰綿輸入がかく

も異常に増大するにいたったのか。それにはさしずめ二つの理由をあげるこ

とができるO 一つは， 明治 32(1899)年のインド棉花不作の影響で棉花偲絡

が同年下半期から騰貴傾向をたどったことであり，いま一つは， さきにみた

ように， 32年下半期iこわが閣の綿糸勅綴業が前年来の不況からほぼ完全に脱
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却して営業成績のかなりいちじるしい好転を示しはじめたことであるO ただ

し以上の2点はそれぞれ別個の原閣をなすものではなく，再言者あいまって

この期の繰綿輸入の急増をもたらしたので、あった。

インド棉花不作の原因は半球にあった。 r印度各掃作地は本期間概してi春

雨不足し之が為め幼樹の多くは枯死せんとし又発芽に歪らざる棉種は朽枯せ

んとするの状あり其後多少の降雨ありたれども棉作作柄は見直すに歪らず最

近の報道に依れば印度全体を通じて六分作なるべしと云ひ又lJlj報に依ればベ

ラカンヂウシュ地方は三割jブローチ地方は間割ベンゴ{ル地方は六割減

にして全体を通じて五分作に過ぎざるべしJ12) とされていた。米棉，シナ織

もまたともに不作で，明治 32(1899)年下半期から棉花相場は世界的に縫貴

の一途をたとーった。同年5-6月填にはインド棉花(フーローチ)18円台を上下

していたものが9月には20円台となり 13) 33年3月には最高30丹にまで高騰

した014〉輸入繰綿 1担当平均価格が明治 32年9月以降上向線をたどり 33年

3-5月に顕著な高騰を示していることは，すでに前掲第4図にみたとおりで

あるO

ところで，不作によって棉花相場が上昇の一途をたどった明治32年下半期

は，わが簡の綿糸紡績業が綿糸市況の間痩によって活況を呈した時期で、あっ

たっ綿糸桔場は32年6月から急速に上昇し， 10月から12月にかけて一時停滞

するが33年 1月から 3月まで、ふたたび急騰する。この33年 1月以降の相場の

急騰には，のちに検討するように投機的要素が強く介在しているのであるが、

そしてこの時期になると景気回復期における紡績業好況の実体的基礎は急速

に消滅するようになるのであるが，ともかく綿糸杷場は32年下半期から翌年

第 1・四半期にかけて顕著な高進を示すのであるO そして，この不作による

世界的な梅花不足と相場の騰貴，および明治32年下半期における勅績業の好

調と33年3月までの綿糸相場の高騰というニつの事情は，明治32年下半期か

ら33年初頭にかけて例年にない特徴的な現象をよびおこした。紡績会社，

花商による棉花の多量な思惑買付け，これであるO

明治32年下半期における紡績業の好況は，同年下半期にはL、って棉花不作
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の予想、がほぼ決定的となり棉花相場高進の色が濃くなるとともに，まず紡績

会社をして棉花商の手を通じての棉花の思惑貨を促すこととなった。それに

は，たしかにわが国の紡績資本の商人資本的性格を示すものとしてしばしば

指摘されているように棉花粉場の変動を利用することによって流通過程から

巨利を博することをも狙いとしてふくまれてし、たとみてよいが 15) たんにそ

れのみとばかりみることはできなL、。 32年下半期における綿糸市況の好調

は，当時「常に二三ヶ月先き甚だしきは四五ヶ月先の製造迄も売約定をなし

居る会社之れあり」∞と報ぜられているごとく，現物取引を通例としていた

この待期にあって綿糸高との間に多量の先物取引契約をむすぶ紡績会社を生

み出していたのて、あって 17) それはそれで、32年下半期に紡績会社による棉花

商の手を通じての棉花の多最の先物質付けを促す原田となっていたとみなけ

ればならないのであるo I綿花の先行き高値の思惑や綿糸の先物取引契約の増

大などによる結績会社の多量な新棉買付けと並行して，棉花商自身による思

惑買付けもま進行した。1"昨年〔明治32年]来綿花の供給少くして，前途格湯

高の戸あるに当り，綿花高は買ゑは必らす相場騰貴し，殆んど平常の七八割

高となり，格外の利益を得しより，綿花に対する思惑買非常に高まり，大小

綿商人は勿論遂には綿患の手代より了稚小僧に至るまで，思惑質約定をなす

の甚だしきに玉三J1B)ったのである。

大正初期の調査警の教えるところによれば，紡績会社の綿花賞付けは，普

通米棉については4 5月以降，イ γ ド司棉については 8-9月以降のことで

あった。ただ，綿糸売約の進捗状況によってかなりのずれがあり買付け時期は

必ずしも一定していなかったとされている。ω 明、治32年はインド棉花の不作

によって棉花の思惑買付けは多く米棉にむけられたが，加米棉もふくめ棉花

相場騰貴の館向が現われてきたのは32年下半期にはいってからであるから，

紡績会社，棉花高の思惑買が発生したのは32年下半期それもインド棉貿付季

節たる 8-9月以降のこととみてl訂正間違いなL、。明治30年代初頭において

はインド棉は大部分直輸入，米棉はこれに対し開接輸入が板対的に多いとい

う差異がみられたが，棉花はすべて先物取引であり，かつ綿花の輸送期間は
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通常 1カ月j以内であったから 2D 明治32年 8-9月から年末にかけて，明治

33年 1-2月ないし 3月船積の契約で思惑買付けが多量に行われたものであ

ろう o 33年 3-4月の巨額の繰綿輸入高がこれを物諮っているO

明治33年上半期における繰綿輸入の異常な激増はほぼ以上のような事情に

よるものであった。この繰綿輪入の激増に主としてもとづく明治33年上半期

における輸入貿易の増進は，輸出貿易の減退とあいまって， 33年上半期〔と

りわけ3-4月〉に輸入超過額の急増をもたらすこととなり， これは， さきに

みたように，巨額の正貨流出をひきおこすとともに日銀の正貨準嬬を

減少させていったのであり，日銀はこれに対して厳重な貸出警戒と金利引上

げをもって応えたのであった。この日銀の貸出警戒=金利引上げは，

ことながら，さきに引用の『日本銀行統計年報Jの記述にもみえるように市

中銀行を不安におとしいれ警戒を強めさせた。前節でふれたごとく，

の普通銀行は日銀からの借入金に大きく依存していたから，とりわけそうで

あった。かくて市中金利も 4，ら 6月と高騰し，金融市場は逼迫状態にお

ちいったのであるO

以上，われわれは，明治32年末から金融市場は繁忙となって金利も上昇し

33年 1-2月一時小康を呈するが3月末からふたたび金融はヲl締り 4月以降

金利は高騰の一途をどたど、って金融逼迫の状況を呈するにいたった過程をー慢

し，その金融逼迫・金利高騰の主要な原田の一つは，この時期の輸入超過の

激増による正貨の流出→臼銀正貨準備の激減にあったことを明らかにl，そ

の輸入超過の激増は，主として生糸輸出の不振による輸出の激減と繰綿輪入

の激増による輸入の急増とにもとづくものであった事実を検証した。そして，

この繰綿輸入の激増は，不{乍による綿花相場の騰賓と明治32年の景気回復期

における紡績業の活況によって生じた棉花の多量の思惑買付けに起因してい

たことを明らかにした。とりわけ，こ三では，この棉花の思惑買が明治33年

4-6月の金融逼迫・金利高騰の主婆な遠因の一つをなしていたという

に注目しておきたL、。なぜなら，この点こそ，アメリカの恐慌の影響による

生糸輸出の不援がたんに副次的要国としてではなくこの時期の輸入超過の叢
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要な!京菌のーっとなっていたという点とともに，われわれが前項て、検討した

明治31年上半期の金融逼追・金利高騰の!泉国との比較において戦後第2次恐

f誌の性格を第1次恐慌のそれから分かつ重要な論点の一つをかたちづくるも

のだからであるO

ところで，明治32年末からの金融逼迫・金利高騰は，さきにもかんたんに

ふれたように株価の暴落をひきおこし，商況を不振におちいらしめた。東京

株式耳元引所の株式給湯は，たとえば日本郵船株32年11月の73丹90銭から12月

の邸内90銭へ，取引所株11月227円から12月204丹90銭へというように， 11月

から12月にかけて急落しているO 商況不援は33年;こはL、つでも大きな変化は

ないが，前掲第 1閣の景気指数が明治33年3月までは上昇線をたどっている

ことからもある程度知られるように， 33年 1 2月は高況不握といってもそ

れほどまだ深期なものではなかったといってよL、株価も金融が一時小設を

呈したこともあって，日本郵船株 1月68円10銭， 2月68丹90銭，取引所株 1

月210円50銭， 2月208円70銭というようにやや持ち直しているO しかし， 3 

月末から金融逼迫の度合がふたたび強まり金利が急上弁しはじめるとともに

株価法崩落の一途をたどるO 日本郵船株は 3月65円， 4月62円90銭 5月61

70銭， 6月60円10銭，鐘紡株は2月の54円50銭から 3月53汚30銭， 4月47円

90銭， 5月44円40銭， 6月39円，取引所株は 3月192円60銭， 4月175円80銭，

5月166門10銭， 6月159円というようにである022〉大奴においても33年4月

には「市場は暴落の商状を塁し明治廿七年下半季以来米曾有の否況 '23) と

なったのであった。かくて明治33年4月以降株式市場は恐環状態におちいっ

たのであるが，もちろんそれは株式市場にとどまるものではなかった。前掲

第 3鴎の綿糸相場曲線がお年3月をピークに以後急角慶に下向線をたどり，

また第1図の景気指数が向じく 3月をピークに4月以降急落に転じているこ

とが，このことを明白に語っている。ω

1)ヨ l用筒所は「明治三十二年日本銀行統計年報J 仔金融史資料~ 19) pp.369-371 

2) II'fjと p.371 

3)のちにみるように，明治32年9月以降金銀は輸出超過となるが， 10月までの輸出超
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}&!の原因について F東洋経済新卒日の社説はつぎのように述べている。1"去九月中

金銭輸出入に於て突然五十八万余円の輸出超過の繍を開きし時より政府が外債金の

回送を停止したるを推知するに足るべく，而して又為替の期限に長短あり，正貨の

流出は必すしも夜ちに商品の出入に伴ふ者に非ざるは明白なる毒事実にして去f:l(10 

月〕に於て流出したる金銀のやには前数月末の輸入商品の代{演を句合せることま弘、

を侠たず。然れども此外に尚金銀の流通を促がすに至りたる原因あり。他なし欧米

に於げる金利の暴騰是なり O 蓋し去十月は欧米金融市場の大に遥迫したる時期にし

て倫敦の金利は五分に引締り，米独等も六分の高喜容を示し，香港上海等の金利も亦

頗るi認驚せり。此金融繁忙，金利高機の結果として長期の外国為替相場著るしく変

動し従て欧米に向て商品の代協を支払はんとする者専ら正金の現送若しくは短期

の為替に依るを使とするの事情あり。走れ叉大に去月に於ける金銀の流出を促かし

たるの原因なるべし。J仔新総J第143号く明治32・11・25)J 1"外国貿易の趨勢J)。

たしかに10月中の正貨流出についてはこの社説にいうようにヨーロツパにおける金

利暴騰の影響が強かったとみてよいかも匁恥ないが， 11-12月以降の正貨流出には

たしてそれがどの程度の影響をおよほしていたかは，大島清氏の指摘にもあるよう

に(大島・前掲書 pp.198-199)はなはだ疑問で、あって，少くとも12月以降のそれに

ついては弱品の輸入超過に主たる原因があったとみるべきであろう。

4) 1"明治三十三年日本銀行統計年報J 金融史資料Jl19) pp‘397-398， p.401による。

5) この輸入超過額の激消は，すぐあとでみるようにこの期の金融逼迫・金利高騰と密

援なつながりをもつのであるが，大島清氏は「一九00年にはいって以上のような
情勢〔日銀金利引上げ，市中金利上芥，株憾低落などー引用者〕を生じた根本原因は

輸出不振にもとづく前述のごとき輸入超過にあったように思われるJ (大島・前掲

警 p.205 傍点引用者)と述べ，さらに「輸出不振の最大なるものは生糸および綿

糸であるJ(向上〉としてその原因を明らかにしながら，輸入の激増にはまったく

触れることなく，あたかもこの時期の輸入超過の激増はもっぱら輸出不振にもとづ

くものであったかのごとく理解されている O しかしこれが誤りであることは，第

8協の商品輸出入高の推移を一見すれば明らかであろう。大島氏がここで明治33年

上半期における輸入激増という事実を見蒸し輸入超過の原因を輸出不擁にのみ求

めていることは，日清戦後の恐慌をa本における「度業資本確立:期jの問題を吟味
するという角度から考察する場合のきわめて重要な歴史的・経済的事象の一つを看

過していることを意味するのであって，われわれが，本務腎頭において，大島氏の

日本恐慌史論Jがわが聞における日本恐慌史研究のほとんど唯一の貴重な労作で
あるにもかかわらず日清戦後の恐慌を日本における「産業資本確立期」の問題を吟

味する角度から追求するという点では不十分をまぬがれていない，といった主要5な
理自の一つは，突は，この点にあるのである。日清戦後恐慌を日本における

資本確立期Jの問題を吟味する角度から考察するにあたって，明治33年上半期の輸

入超過の激増が輸出不振のみならず輸入激増にも原闘があったということがなぜ決
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定的にZ重要な主主義をもつものであるかは，ヌド稿における以下の行論全体がそれを明

らかにするはづである。

6)-7) r新報』第171号(明治33・9・15)r主主糸及羽二重輸出の趨勢(生糸の輸出不振
を極む)J

8) D900年のはじめからアメリカの鉄鋼業に念変があらわれた。 11月までに銑鉄と鍛

設の生産は28-29，96'低下し，銑鉄の価格は三三分の二以下に落ちた。このようにひど

い下落は鋭い過剰分三度と絶大な奴売難とを立証していた。繊維商品，建設資材，金

属製品の{頭格も低下Lた。その年の上半期には軌条，蒸気機関率，車両の注文が激

減した。……工業株の平均松場は， 1899年11月の75ドルから1900年9月の56ドノレに

下落した。取引所恐慌ば重大な{生絡をおびていた。J(メンテワソン『恐慌の理論と

膝ちと(邦訳)4 p.226)。この1900年のアメザカにおける景気後退は同年における

世界的な景気緩送(1900年恐慌〉の一環をなすものて、あったが，しかし全般的過

剰生産恐慌のはじまりではなく，まだ中間的・部分的恐慌であって，工業主義況は受

1901年ーには復活している O 循環生恐慌がアメリカを幾ったのは 1903年のことであ

った。以上，メンデリソ γ・前掲警 pp.230-238参照。

9) r新卒IU第116号〔明治33・7・25)r米国未曾有の破産J
10)了東i羊経済新報』所載「外国支易fl報妙」の各月の「重要輸入品累計額前年対照表」

には繰綿と実線が分離されてその数愛，価額が記載されているのが普通であるが，

明治30年の分については「綿花Jと一括されて記載されている。

11)了新線、J第159号(明治33・5・15)社説「外国貿易の趨勢〔逆勢の極調)J

12) 新'ii111第135号〔関治32・9・5)r~1l度補作の結果如何J

13)了新報J第138号(明治32・10・5)社説向島花不作の影響如何J

14)庄司乙吉・前掲警 p.84 

15) もっとも，これを日本の紡績資本に思有の特徴とみなし，日本の紡績資本の官官期的

性格にiお来するもとみてはおそらく誤りになるであろう。 191佐紀初年代のイギリス

紡績資本の場合も大紡績業者はやはり棉花の投機的畏付げによって積極的に流通過

程から利潤(商業利潤〉をひきだしていたのである〔毛利健三 D825年恐慌とイギ

リス綿工業一一イギリス産業資本確立過程の構造分析序論一-Jく『社会科学研究J

第17巻第16号>pp.83-84)。したがって，日本の紡績資本の商人資本的性格を示す

ものとしてしばしば指檎されるこうした利潤取得方式も，価格変動の比較的大きい

原料を使用しかっ生産費に占める原料費の比重のきわめておい商品をさE.ffまする産

業資本たる紡績資本一般にいわば必然的に付随する利潤取得方式を示すものとして

理解すべきなのである O

16) r雑誌J第995号(明治32・9・9)r大阪経済雑草立J
17)大正初期にはすでに「紡綴会社ガ製品ヲ絞売スノレニハ綿糸商ニ先物ヲ売約スルブ本

態、トシ現物ヲ売去pスノレハ寧ロ例外トスJ(日本銀行「棉花綿糸ト金融及三品取引所

ニ関ス/レ調査」大正5年4月， r金融史資料J]23 p.96Q)るようになっていたが，
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明治30年代初演では現物取引が主姿な形態で先物取引はあってもまだ微々たるもの

であったとされている(高村直助「紡夜業をめぐる流通過程の渓潟一一様花，綿糸

商との関係をや心に一一」く「土地制度史学j第27号>p.5)。ただ，ここでの引用文

にもあるように，現治32年下半期にはかなりの先物取引があったとみるべく，ほぼ

この頃から少くとも好況期には現物取引とならんで先物取引もかなりの比重を占め

つつあったとみるべきではなかろうか。

18) r雑誌J第1024号(明治33・4・7) I取引所商況J
19)前掲「綿花綿糸ト金融及三品取引所ニ関スノレ調査J(u金融史資料J23) p.939 
20)明治33年の棉花輸入i認を国別にみると，アメリカ1，112，834ピクル(2，701万円Lイ

ンド766，847ピクル(1，786. 3万円)，中国618，841ピクノレ(1，244.8万円〕という傾

で〔エジプト，言語f-pは消R各)，米掃の輸入高はインドjもの1.5倍になっていた。問治

j期関に米1楠掲の翰入1高主ミ;がインド
3ωO空年ド代代‘は米1棉吊1に女夫対対1すすIしインド総2ないし4というのが普j遇遺の比率であつた。以上

「日本貿易統計Jcr横浜市史J資料編二) p.243による。
21)高村直助・言iJ掲論文 pp.4-5参照。

22)株価は前掲『日本の景気変動J上巻「重要統計変」による。

23) I明治三十三年日本銀行統計年報Jcr金融史資料 19)p.409 
24)明治33年3月末以降の金融逼迫・金利高騰さと契機に発現した綿糸紡績業におげる

「過剰生産恐涜Jの実態と性格は以下tこ詳しく検討するが，この期の恐慌状態乙お

ちいった日本資本主義の一般的動勢については大島清・前掲警 pp. 200-220を参

R託されたい。

[3 J 綿糸紡績業における i過剰生産Jと恐慌

前掲第3留にみるように，明治32年 6月以降綿糸相場は上昇に転ずる。相

場は翌33年 3月まで、上向線をたどる。 Lかし，そればストレートに上昇して

いるわけで、はなL、。綿糸相場の毎月の最高値段は11月から12月にかけて一時

怨落し，最低直段も同時期に様ぱいになっている。つまり， 32年 6月から上

昇の一途をたどった綿糸相場も11-12月には一時頭打ちとなっていることが

知られるのである。

その京国としては，まず，同じ第3図の綿糸輸出価額曲線の動きにあらわ

れているように 9月から11月にかけて綿糸輸出が減少したことが考えられ

るO この輸出不振の原因として『東洋経済新報Jは(1)王手}紋による北清地方交
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作の凶作， (2)北清地方向JIIの渇水による船舶輸送の減少， (3)上潟金融市場の

逼迫の 3点をあげている 01〉 この輸出不振とならんでいま一つ重要な原田と

して指摘さるべきものに，それは綿糸穏場が頭打ちとなったのが32年11-12

月であるということからこの間の金融の動勢をすでに検討したわれわれにと

っては容易に推艇できることなのであるが， 11-12月における金融逼迫・金

利騰貴とLづ事情があるO すなわち I金融界は日本銀行の貸渋り， 市中

銀行の貸出拒絶の為め依然緊縮の状を呈し受取方は頗ぶる資金の調達に詰寄

せしのみならず，為めに大に商況を挫き，且つ吉tr途の金融に懸念を抱かしめラ

殊に紡績会社の如きは，其確実なるものにしても，約束手形の流通を断るに

至りしより，紡績会社井に綿商は資金の運転に窮する状となり，折角ヲi立た

んとせし綿糸も頓践を来たし，賀方の投げに加えて，紡綴会社の新規の売物

続出するというような状況を呈するようになったのであり，また，年末は

春物生産のため間内の綿糸需要季節であるにもかかわらず「前月〔明治32年11

月〕に少Lく東京筋の質説文入込みしのみにて， 現物の売行捗々しからず，

加ふるに支那各地又売行悪しくして，上海に夜荷停滞し居り，頓と輸出の商

なく，相場常に引立たず……金融緊縮年末案事より一関賀気を減じ，殊に

定期市場は受渡資金の調達国難の案事あると， 11つ{反令受渡資金の調達に苦

しまずとも，目下一般に綿糸の売行悪しく，供給は常に需要に超過し，現品

倉庫に停滞Lつつある折柄，高来IJの利足を支払ひ，金を借りて現物を引取り

市かも思惑持ちをなすは頗る不利益となるような状態におちいっていた

のである。ニのことは， 32年2月頃から復調のきざしが現われ同年下半期に

はいって好調に転じた綿糸紡綴業にもようやく経営困難の兆候が生じてきた

ことを意、味している。そ Lて，それは別の商からも生じつつあった。前述の

棉花松場の騰貴がそれである。

すなわち，第4関の輸入繰綿 1担当価格は明治32年9月以降上向線をたど

り、綿糸相場が頭打ちとなった11-12月には 8月より 3汚方議貴しているO

そしてその原棉価格で綿糸の生産費を計算し綿糸相場と比較すれば11月にす

で二 1欄につき「実に三，四円の損失戸とされていたのである。もっとも，
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この損失はまだ顕在化していたわけではなし、。紡綴会社の多くは「貯蔵の棉

花なく損失を覚悟しつつ目下高値を以て〔綿花を〕買入れつつある有様アと

報ぜられてはし、るものの，鐘カ淵，摂津，平野その他の大会社の場合に(之ま

だ従前の価格低廉な棉花の貯蔵量が多く，それを使用することによって

科益をあげていたからであるし，またその他の会社の場合にも司のちにふれ

るように翌年 1月綿糸輸出が増進した捺その綿糸は前年輸入の棉花を原子?と

しているため高収益をあげることができたと ついて報ぜられて

いることからも知られるように， 32年末から33年初頭にかけてはまだ多くの

会社が安価なrSf痛を使用していたと考えられるからであるO 明治32年末にお

ける新棉買付けには，さきに詳しく検討したように，棉花相場のより一震の

先行き高値を見越した思惑買付けがむしろまだ多かったと思われるしその

点ではかえって資本力の大きな大会社の方が積極的であったはづである O そ

してまた，のちにみる33年 1月以降の綿糸殺場の急騰が，こうした思惑買付

けをさらに促進させたに違いないのである。もっとも，前記号IJ詩文にあるご

とく原料不足から損失を覚4罷で新橋を購入せざるをえない立場に立たされた

弱小会社もなくはなかったであろう O しかし，それはそれで棉花商に棉花の

投機的買付けによる利益をもたらしたにちがし、ないのであるO いずれにしろ，

明治32年下半期の棉花買付けには投機的要素が強く，棉花相場の騰貴によっ

て紡績会社の損失が顕在化したとは一般的にi弘、えないのである。しかし、

それはあくまでも安備な!日棉の在庫がある間までのことであって，もしそれ

が尽き，かっ綿糸相場が棉花相場に応じて騰貴しないことにでもなれば，紡

績会社は一挙に苦境に立たされることとなるO そういう意味で明治32年下半

期以降の棉花穏場の高機は，紡緩業の経営困難の潜在的要因となっていたの

であるO このように，棉花騰貴の影響はまだ顕在化するにi心、たらなかった

が，輸出不援や金融逼迫のため年末に綿糸相場は頭打ちとなる。しかし、前

掲第3留に明らかなように，相場は 1月以降ふたたび奔騰し 3月に

113内部銭に達するO それでは，この相場の奔騰はどうして生じたのか。

『東京経済雑誌』の「大阪糸綿木綿取引所商況 J6lが，明治32年 1月の相場



日清戦後の恐慌と綿糸紡績業口長岡 55 (-!07) 

高進の探因として挙げている点を整理してみるとつぎの匹iつとなる。 (1)綿糸

の対清輸出契約の増加。 (2)閣内の機業家，綿糸潟の貿急ぎや思惑買し、。これに

は米価上昇や絹機物暴騰のため綿織物の需要が増加した事情が背後にあるO

。)金融が小康状態を呈したため現品の買持ちに使手Ijとなったこと。 (4)綿花椙

場の騰貴が綿糸相場に反映し先行き となることを見越して買方が強気と

なったこと O ここで，投機的要素を捨象しその実体的基礎のみをとりあげれ

ば，げ)輸出増進， (吟国内綿糸需要の増加，付金融市場もの小康状態，というこ

とになろう。けが事実そうであったことはすでにみた。(吟は資料的に確めえ

な】いがここでは「取引所高況」の記述を信用しておこう o (イ)については統計

約にも確認できる。すなわち，従前の契約分も含むであろうが，前掲第3関

の綿糸輸出価額曲線に明らかなごとく， 32年12月および翌年 1月には綿糸輸

出額は32年の最盛期 (5月一7月〉の水準ないしそれ以上になってし、るのであ

る。 32年12月は中旬までは輸出不振で、あったが下旬にはいって輸出約定の増

加が弓えられるようになったのであった。7)

この綿糸市況の好転は，結績会社にもー時かなりの収益をもたらした。

「近来綿糸の輸出多少売行く模様にして其相場も大抵否壱弐円以上に上れり

市してE下輸出せらる L綿糸は昨年輸入せられた綿花より成るものにして米

国棉と印霞棉混用の棉花百斥の代価平均弐拾参円五拾銭内外なりとすれぽ綿

糸ー俵の原料八拾四円六拾銭之に工費を加算すれば九拾八円六拾銭其内落揚

代弐丹を差引き九拾六円六拾銭は即ち綿糸ー俵の原価なりとす放に紡績業者

はー俵に付~少くとも五六円を利する勘定?となったのであるO これは雑

誌の発行月日から推して明治32年 1月頃の状況てと記したものとしてよL、。

なお，この明治33年 1月の綿糸市況の一時的好転に関連して，われわれは

つぎの点に控目しておきたし、。すなわち，棉花不足と価格高騰によって明治

32 (1899)年下半期のイ γド紡緩業は工場閉鎖の会社が出るほどの窮状を呈

し 9) ボγベイ紡績連合会は 10月初日の総会で11月から 5カ月間毎週 3Bの

休業を決議して10)11月タタ商会を通じて日本紡績連合会に操短共同実施の申

入れを行ったのである 111が，紡連は11月15Flの臨時総会において大阪紡績ほ
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か9社主f調査委員に挙げてその利害を調査せしむることとしたのみでただち

にこの申入れに呼応せず，調査委員も翌年3月にいたっても結論を出すにい

たらなかった山のであって，これは棉花の思惑買の結果原料不足という

が回避されていたこととならんで， 33年 1月の市況の好転に原因があったで、

あろうということ，これであるO この間『東洋経済新報』もその社説で「彼れ

印度劫績綴は吾当業者と当に支那の競路を争ふべきの一大強敵なり。彼れ強

敵今や窮す。是れ我の将に乗すべきの好機にして，仮令我に於て多少窮する

所あっと躍も是れirlftて忍はざるべからず。今若し彼の提議を容れて彼と同し

く我就業時間を短縮せんか。是れ犠敵に糧を輸すると異ならざるなり O 自由

競争の天地に生息し世界の平和的戦争に従事するの事業家，主主:jjJrる愚策を

で可ならんやoj13〉と操短共同実施に反対しているのであるが，ともかく，

前年末から不調のきざしが現われてきたにもかかわらず33年 1月の一時的な

市況の好転に当濁して操短問題を日程にのぼせることなくわが国綿糸勧績業

はその間季節的変動をともないながらも一貫して綿糸生産高を増大させてき

たのであって，生産過剰の累積はかくて必然化してきたのであった。

さて，明治33年 1月に一時綿糸市況が好転しその市況好転にはそれなり

の一応の実体的基礎があったことは以上にみたとおりであるが 2月以降に

なると情勢はまったく変ってきた。玄ず 2月から 3月にかけて綿糸輸出は

不振におちいった。この輸出の激減(前掲第3図綿糸輸出倍額銭線参照〉は，さき

にふれたとおり，虫害や水害の影響で対清輸出が減少したことに原閣があっ

た14)(ただし，原因はこれのみでなL、。この点後述〕。さらに 2月にはいると居内

の綿糸需要も減少しはじめた。すなわち，綿糸の「市中現品i土木綿並に綿ネ

ル製造家が，綿糸騰貴の割合に綿織物の相場昂騰せすして，百円以上の綿糸

を用ひ製織をなすことの不利益を感ずるより，製織を盛になさず，自から綿

糸の需要を減じj15) たのである O 金融市場は 2月から 3月中旬まではまだ比

較的平隠であったが，ともかくこのように 1月にあらわれた市況好転の実体

的基礎は 2月以降急速に失われていったのである。

しかし，綿糸穏場のみは，すでにみたように， 2月から 3月にかけてさら
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に奔騰するO ここから，われわれはこの相場の奔騰に投機的要素が強く介在

していたことを推測しうるのであるが，事実，それはそうであった。

大阪糸綿木綿取引所のこの異常な高松場の現出は， 棉花不足={illi格騰貴

による綿糸の先行き高値を見越しての思惑躍の盛行によるものであったO す

なわち， 2月の第1避において「原料綿花は引続き昂騰の一方にて，逐日本

国よりの高報を鷲らし，……綿花の時舗を以て，生産費を計算するときは，

……一樹の生産費は百六月八十銭となる るが，……綿花相場より打算

すれ;ま綿糸の安かるべき答なく，況んや前途の綿花に高見越あり，孟買， }j立

米芳IJ加共不作の結果或は端境前に至れば，現品欠乏の憂あるに於ておやjと

いうわけて、「定期市場は新規盟、惑、筋の大買物」があらわれL，相場は「逐日奔

騰L tこ。ω2週註も相場は「依然、騰貴の趨勢を変ぜずj17)，第3週も「場簡

は宛然狂するが如く，人気非常に沸欝 lω した。 3月にはいっても第1週に

は「綿麗筋は-f本に綿糸に対し賀気を樫ふし，過般来売方の勇将たる三井物

も売方針を変じて非常の強気となり，……三期とも百十円を抜き破竹

以て奔総しj19九3週日にいたっても「綿高の戸は未だjとまず，加ふる

に定期市場例の江北将軍連;土三万極に近き思惑買をなし居り，……従って相

場も五十銭乃玉三一円の範囲内に於て高下し招待れり j30) という状況であった。

絹 111太一氏は，こうした格場の奔騰を「印棉凶作の為めの ~Ptlß高から，綿糸

の原価的資気の横溢による群集心理の結果Jと評している021〉ところで，こ

の投機相場の現出に主役を演じたのが，かの守山又三の買占であった。さき

の引用文中 f江北将軍jとあるのがこの人物である。

守山又三はさ当時九州紡績会社の大阪出張所長であった。九州紡績は明治32

年 7月三三地紡綴会社が熊本・久留米の二紡綴会社を合併してできた会社であ

るO 三池紡績の野田卯太郎は同じ三井系の鐘紡を合併し天下の大紡績たらん

と日論んでおり，熊本・久留米両紡績の合併はその布石であった。三池紡績

はもともと益田孝の計画になるものであったから，九州、!紡緩の鐘紡合併の意、

国の背後には三井内部における益田孝〔三井物産〕と中上JII彦次郎(三井銀

行→鐙紡〕との対立があったとされている。それはともかく，野間卯太郎は
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鐘紡買収の野心を秘めて九州訪績の雄飛を閤り，山本条太郎(三井物産大阪支

j苫副長)，岩下清照〔北浜銀行〉の協力を得て棉高，糸安の大阪の定期市場で綿

糸の買占めを断行した。この時市場で、表面に立ったのが守山又三である。資

金は三井銀行，北浜銀行が供与したが，鐘紡の朝吹英ニがこの買占めの亙の

意、簡を知るにおよんで三井銀行はのちに融資を断ったとされている022〉これ

がし、わゆる守山又三の買占事件なるものの概要であるO もちろんこの頁占が

主役を演じていたとはいえこれのみによって如上の相場の奔騰が生じたので

はなく，絹JlI氏の指摘どおり，投機者流一般の「群集心理Jの作用もまた大

きかっ7こことはいうまでもなし、。

さて，ともかくこのようにして，綿糸相場は明治33年3月まで奔轄する。

この相場の高進は，さきにふれたように綿織物生産に不利に作用して圏内の

綿糸需要を減退させたが，同時に貿易にも不利に作用した。 r綿糸は主主許市

中の売行は薄く，加ふるに支那輪出も〔明治33年〕一月以来の輸出高昨年に比

し少額なる上に，比擦は本邦の穏場と清閣の杷場とは出合はざる為輸出一層

衰え，今や阪神地方綿糸の停滞少なからず， しきは四万梱の在荷に達せ

んと唱ふるものあJ23)ったのである。ここでは， 2-3月の綿糸輸出の激減は

たんに清国における虫害や水害の影響にのみによるものではなく，綿糸相場

の急騰それ自身にも原田があったということに注意を促がしておきたL、。先

物相場のみでなく現物相場もこの時期に高進していることは後掲第22表にみ

るとおりである。綿糸相場がピークに達した 3月には，さらに，紡緩

とって不利な条件が加わってきた。前年に購入していた低廉な手持棉花が減

少し，高価な新檎を使用ぜざるをえなくなってきたことこれである。前年11

月の時点での報道によれば紡績会社は「明年一二月乃至二三月頃迄の原料を

貯蔵し居るに過ぎずJ24)とされていたから， 3月には大半の紡績会社において

!日棉の手持ちはほとんどなくなっていたとみてよいのであるO

以上のように，投機の盛行によって綿糸相場が奔騰した明治33年の 2月か

ら3月にかけて，対潜輸出の不振による綿糸輸出額の激減，圏内綿糸需要の

減退，価格低廉な手持棉花の減少と L、う紡績業に不利な条件が累積してきた
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のであった。かくてわれわれは， 33年3月には前年来の綿糸紡績業好況の実

体的基礎がほぼ煎減じ亡L、たことを知ることができる0253 しかし投機の盛

行による綿糸相場の高進によって，紡績会社の経営問難はまだ顕在化するに

いたらず投機の盛行による外間的繁栄は 3月まで持続するO ところが 3月

下旬以降になると情勢は一変する。 3月下旬から金融は引締り 4月以降金

利はふたたび高騰し金融市場は逼迫状態におちいったからであるO

すでに [2Jで検討したように，この金融逼迫・金利高騰は，輸入超過額

0)激増によって正貨がおびただしく流出したことによるものであった。しか

し，それのみではなし、。前述のように， 2月以降輸出不振や国内綿糸需要の減

退によって訳神地方に滞貨が増大しはじめ，銀行の綿糸に対する貸出が国定

化し，資出田収が遅々として進まなかったことにも原菌があった。加えてこ

の頃になると思惑貿付けによる多量の棉花が相ついで入港し，棉花取引資金

の需要をど急増させる一方，のちにみるように 3月末以降の綿糸市況の悪化は

紡績会社の棉花引取りを不可能とし，銀行の棉花に対する貸出もまた固定イじ

するようになったのである。さきの『日本銀行統計年報』の引用文の大阪4

月の項に「一般の資金ノ回収遅々タノレノミナラス綿花ノ入荷ト綿糸ノ停滞ト

ニ国リ資金ノ酉定セルモノ瀬グ多ク銀行ハ前途ヲ気構へテ貸出ヲ渋!JJとあ

るのがこれであるO

まず， 3月末において「貿易は益不平均となりて，輸入超過正貨流出の瀬流

意々激となり，今後の趨勢亦た綿糸の輸出不況なるに引換ゑ，棉花の寅約定

非常の多額に上り賠るより察すれば，正貨流出の潮流は急に基趣を変ずべく

もあらず，……刻下現実に資金の需要頻繁なるよ，前途の金融に警戒を要す

るものあるにぞ，市中銀行一般に警戒の手加減を取り，綿糸棉花街人等の割

引手形の流通幾分不円滑となりしのみならず，一般の貸出に対し日歩安引上

げ」掛るようになった。 4月にはし、ると金融逼迫の度合いはさらに強まり，東

京においては「外国貿易の逆勢甚しく金貨の流出近頃ー罵増加せる為め日本

銀行は昨年暮以来据罷きたる金利を三月二十日より引上げしのみならず猶金

貨の流出甚しきより更に愈々之を引上げんとする色あり，警戒愈々厳を加ふ
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るJ27lにいたり，大阪においても「金融市場は新設会社株式其他のすム込に要す

る資本は少なきも紡績事業の不振に伴ふ綿糸の停滞並に綿花の輸入滞荷主多多

ある上に内外米の在荷少なからず掲ほ比種の融通は増加すべき形勢あるのみ

ならず……他の一方に於ては輸入超過前途益々増加し正貨流出する為め日本

銀行は必す金利を引上げ尚 るは必然なるべく立つ横浜正

銀行は此頃少しも内地市場に対しその融通を顧みず，株式其他の有{題証券は

下落して各銀行は担保供託者に向て頭金を請求するも多くは之に応せず去り

とて東京の金融市場亦余資を大阪市場に供給する余裕なく各銀行とも四月一

日より預金利子二三盟方を引上げ、しも格別其功を奏せず，従て刻下の金融策

に就ては各銀行共之に迷ひ何れも警戒を厳にし且つ資金の余裕を附け置くの

二策を固守するの勢に見受けられたり，……中旬に入るや日本銀行大阪支匝

の警戒は第一に勧療業者に加へられ続て一般の貸出を較にせし為め再割引を

拒絶せられたる手形日に増加し為に各銀行をして恐怖の念を抱かしめたるを

以て金利も五毛方騰貴して乎均二銭九盟強となり大銀行の取引に於ても一

は普通となれh ……愈々下旬に入るや棉花の入荷詣みて之に要する資金多

く之に反して綿糸市況は振はずして輸出少なく滞品多く立つ節季に要する各

銀行準備等の為め頗る資金の需要多かりしも日本銀行大阪支活の融通は相変

らず厳にして通常請求手形の三三分のーは再割引を拒絶せられ甚しきに歪りて

は百分の十以内の採用に過ぎざる有様となり従て其影響は紡綴業者を始め棉

花其他の市場に及ほし商業界も為めに不援を土脅し各国却の態」加となった。

そして 5月には「輸出綿糸三万余椙の市場に滞貨するありて紡績業者の融

通は全く塞し加ふるに従来約束せし綿花は続々入荷し特に仕切勘定の当月

に当れるもの多く Jなったのであるが，銀行は「貸出に警戒を加へ主主つ従来

融通せる向の担保等にも大に意を用ひて資金に余裕を開け置く策を面守する

怠々 しき勢Jとなり，かくて「紡績業者並に綿商人の振出せる手形は商品

担保六掛貸の外一切の信用杜絶せる姿にて紡績業者の困難は名状すべからざ

るものJとなったのであるO 29〉

明治33年3月末以降の金融逼迫・金利高騰期に，綿糸・棉花に対する
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がほとんど杜絶状態となっていたことを，以上の『東京経済家在誌~ w銀行通

からの引用記事は語っているO それでは，こうした 3月末以降の紡績

会社，棉花商をとりまく金融市場の動勢はどのような事態をひきおこすこと

となったか。いうまでもなく，綿糸定期市場の投機の瓦解に端を発した綿糸

板場の崩落である。

前掲第3図にみるように，綿糸相場は33年 3月をピークに以後急落の一途

をたどるO 第 3図には『東京経済雑誌』の「大阪糸綿木綿取引所商況J中の

毎日の先物相場(大引値段〉から毎月の最高および最低値段をえらび出しそれ

のみしか表示していないので，第18表によって明治33年3月から4月にかけ

ての初場の詳細な動きをみてみよう O これによって，大引髄段は三期とも 3

月中頃まで騰貴ーして22[3頃から低落しその後若干の騰落を示すが趨勢とし

ては下向線をたどり 4月下旬にはいって顕著な下落を示していることが知

られる。つまり，線糸相場が下向に転じたのは金融逼迫の傾向があらわれは

じめた 3月下旬からである， という事実をここに確認できるのであるO い

ま，綿糸相場がどークに達し間もなく下落に転じた 3月第4週の「大眠糸線

木綿取引所商況Jの記述30)を引用すると，つぎのとおりであるO

綿糸は現品の売方相変らず不況にして，輸出の蕗談又は捗々しからぬより，製品は益停

滞の一方となり，為に大に英気配合挫きたる折柄，過般来昂騰の一方となりし綿花i土稔

低落に傾き，捻てて加て金融の情勢底堅く，殊に日本銀行支庖などは綿花，綿糸に対し.

1警戒の手加減さど耳元り，綿業者の割引手形のま日き，共流通不丹滑となりし等，大勢顔ぶる

不況に傾きしも，只だ目下の綿花相場より打算するときは，矢張り綿糸の製産費は苦予備

の上にあると，緊方大手中には確かに三井物産を含有し居れば，之に売i勾ふは危険なり

とて，弱気筋も給売控えの態度を取りしとの為め，気配柔弱なりし割合に下げ渋りの気

沫ありしも，共後三井物産は実際貿方中には含み后らず，只~方が虚子おな張る為め殊克

に三井風を吹かし居りしものなりとの事市場に流伝するに至り，今迄寅方を恐れし売方

迷も大に売方を侮り，無暗に売叩くにぞ場面は惣売の姿となり……~:13場は-ì得千Æの勢

を以て低落し・…日本日 (3月27日〕は・…・・近来稀なる暴落を演じたり・…

綿糸輸出不振や金融逼迫，さらに紡績金融の不円滑等の綿糸定期市場に

とっての悪材料が重なっていたにもかかわらず，三井物産もその計画に一枚

方日わっていた前述の守山又三による買点めが綿糸穏場を高水準に支えて定期
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第 18表綿糸(左撚20手〉大引複段〔明治33王子3月 4月〉

3 月 4 月
a 

阪|先 浪|先さヨ 物

門 fせ 円

1 108.15 108.60 109.35 
円 円 pl 

2 109.10 109.45 110.45 103.75 103.05 101.25 

3 108.90 109.20 109.75 

4 101.75 101. 45 99.05， 

3 110.40 110.75 111. 55 i 100.85 100.50 97.45 

6 111.80 112.45 113.55 99.85 99.80 98.85， 

7 113.80 114.15 114.宮5 103.35 103.50 102.25 

8 111.80 111.50 110.95 

9 108.20 108.80 109.50 102.05 102.30 101.25 

10 110.30 111. 35 112.65 102.50 102.75 102.45 

11 103.45 103.50 101.65， 

12 112.40 112.75 113.95 101. 70 100.95 99.30' 

13 110.40 110.85 111.40 101.15 101.30 99.30 

14 110.45 111.25 111.85 101.05 101.25 99.45 

15 108.90 109.55 110.40 

16 108.75 109.85 110.65 102.45 101. 95 99.25 

17 109.05 110.05 110.85 101.40 101. 70 98.65 

18 99.65 99.80 97.05: 

19 109.15 110.30 111.35 99.05 99.35 96.55 

20 109.00 109.75 110.80 99.85 100.50 97.30、

21 99.65 99.65 96.55. 

22 107.65 108.15 109.30 

23 106.10 107.05 107.20 98.90 100.50 96.65. 

24 105.70 106.55 96.15 102.90 96.65 

25 99.20 102.95 97.30 

26 105.80 106.80 107.50 

27 104.75 105.15 105.25 99.75 96.65 

28 103.40 102.70 92.45 

29 103.70 105.25 

30 104.30 103.45 

31 

備考 (1) 表やの空欄は休会，立会中止等を示す。

(2) r東京経済雑誌』第1020号~第1028号の「大阪糸線木綿取引所商況」
より作成。
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市場の外面的繁栄を持続させ，それがやがて破綻を来たして相場の崩落を惹

起するにいたった事情を，われわれは，ここから読みとることができょう O

この投機の破綻は，前述のJZとく銭紡(郭吹英二〉の策動によって三井銀行が

守山への融資を中止したことがおそらく産接的契機となっていたで、あろう

が，その一般的背景には 3月下旬からの金融逼迫があり，三井内部の益田孝

と中上)11彦次郎の対立がその基礎にあったとはいえ，三弁銀行の融資停止も

おそらくこれと無縁ではなかったはづで、あるO

ところで，綿糸相場の崩落はさらに棉花粉場の急落によっても促がされた。

以下は前記「取引所商況J4月第1週， 6月第2避の記述であるO

…過般来共〔綿花〕約定品続々到着し，前途尚ほ入荷すべき約定品も頗る多きに，一方

綿糸の気配引立たさeる為め，紡緩会社は綿の資控ゑをなし，議て力nへて金融事情慈し七

日本銀行始め市中の銀行は綿に対する貸出高を制限し，商業手形の如き流遜不円滑とな

りしにぞ綿商等持品の維持に苦しみ，ヌド闘の綿相場依然たるにも拘らず，投売りを始め，

米綿は三臨円方，孟貿綿は二三円本酒相場より下輸を叩くの有様となり，夫れすら捗々

しき資手なきの奇餓を呈するに至りたり，綿i認が康問となりて騰貴したる綿糸は此綿花

の不況に接し何とて低洛せざるべき，前月は殆んど低溶の一方となり…3D

三七;邦綿花商人中には相場の低落売行惑しきとの為め，未だ約定品の取引をなし能ばざる

ものあり，叉た戒に引耳元り銀行に入れあるものも損失少なからず，約束の期日毎に銀行

より頭金の議求を受け，中には倒産に瀕しニ進も三進も動く能はざるものあり，将に

綿花商人間に大破綻を来し大に綿花の投売現るべしとの見越あり，綿花は為に逐日低

浴L，尚其安き綿花にても買手なきの有様となり，此綿花の低落が綿糸の相場に非常の

影響を与え……定期市場は惣売安人気となり…3?)

明治33年3月末から棉花相場は崩落し，そして，この相場の崩落が，棉高

糸安という条件のもとで「綿糸の原{罰的買気の横溢」がみられた取引所の情

させ，綿糸相場の崩落を決定的ならしめた事情をここからうかがう

ことができる。ところで，この綿糸相場崩落のー原菌となった棉花相場の崩

落は，この「商況Jに示されているとおり，間際的な棉花相場の低落に先立

って金融逼迫期に資金融通の道を絶たれた棉花商による投売りによってまず

生じたものであった。したがって，以下，金融逼迫と棉花相場崩落との関連

にいま少し立ちいってみることにしよう。



64 (416) 経済学研究第16巻第4号

棉花商が棉花を輸入する場合横浜正金銀行から一覧後 30日ないし 60日払

〈スエズ経由による米綿輸入の場合は一覧後即日払〉を普通とする為替手形(棉花輸

入手形〉をもって資金の供給をうけており，手形はインド楠の場合は棉花到

(輸送期間約 1カ月〉と前後して，米掃の場合は棉花到着(輸送期間約50日〕に

約20日先立って到着するのが通例で、あった。棉花商は棉花到着次第紡績会社

主こ荷着案内を発し工場に発送するのであるが，紡緩会社の棉花商に対する支

払L、は普通一覧後30日払の約束手形(紡績手形)によっていた。棉花商はそ

が充実している場合でも自己の経営資金のみをもって棉花輸入

手形を決済することはできなかったから，紡績手形を市中銀行に割ヲI~、ても

らって手形決済資金にあてており，またその他の資金繰りの必要からも紡績

手形の部引は棉花蕗の資金運用上不可欠の条件となっていた。ところで，棉

花海は紡績会社の委託によって棉花を輸入したは、かりでなく自己の

もって棉花をしばしば輸入していたから，その棉花を紡績会社に販売Lえた

時には紡績手形をもって支払いをうけるわけで、あるが，そうでない場合は棉

花を担保として市中銀行から資金の融通をうけ手形決済にあてていた。ほか

に有価証券を担保とするf措昔入やf信言用手形による借入もあつたようでで、あるが，

明治3却O年代についてはその実態は必必、ずしも明らカか￥てで、iは工ないOP3幻3

このように，棉花取引はほとんど全面的に銀行信用に依存していたのであ

るが，前述のように，明治33年にはいって紡績会社，棉花商による思惑買付

けによる多量の棉花が相ついで入港しはじめ，それにともなって棉花資金の

も3-4月墳から急増することとなった。棉花輸入は33年 3-5月

増していたから米棉，インド棉ともに棉花輸入手形の期娘の切れる 5-7月

に棉花資金需要はとくに増大したで、あろう O ところが 3月末から金融は逼

迫し 5月には前述のごとく「紡績業者並に綿商人の振出せる手形は涌品担

保六掛貸の外一切の信用杜絶せる姿Jとなっていた。 つまり， 有価証券担

保手形あるいは信用手形による貸出はもちろん，紡績手形の部引さえも市中

銀行は拒絶する状況となっており，棉花高は棉花担保の高利の，しかも担保

価格に比し少額の資金供給をうけたにとどまり，棉花輸入手形決済その他資
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金繰りのための資金調達の遊をほとんど閉ざされることとなづたのである O

そればかりではなし、o 4月にはすでに輸出不振の結果阪神地方に「停滞せる

綿糸は売主より幾たび督促するも賀約者は引取りを肯んぜざる結果……之に

伴ふて紡緩筋の約定棉花も容易に引取らるる見込なき」凶状況となっていた。

かくて，三井物産のごとき大手輸入商社はともかし一般の綿花輸入商，国

内棉花商は思惑買付けによって棉花を「資産不穏当に貿持したるの結果其持

荷の維持に苦しみ綿商人中破産の危機に逼るものもあり之れが投物井び銀行

の処分物現われ相場崩落を来たしJ35) たのである。前記[取引所商況jの記

述にしたがえば3月末から棉花相場は下落に転じたから 1月末輸入棉花の

手形決済期娘たる 3月末から金融逼迫によってその決済が国難となって梅花

の投売りが発生し，梅花資金急増期たる 5-6月iこそれカ、L多量に生じて相場

の崩落を加速したとみることができょう O

以上のごとく，守山叉三の寅占に主導された投機の破綻，および棉花相場

の崩落によって綿糸相場は明治33年3月末から急速に下落するのであるが，

綿糸相場の崩落はたんに郁上の理由のみによるもので、はなかった。

明治33年3月末以降の金融議迫，そして4月以降の金利の高騰は，綿糸紡績

業にも決定的影響をあたえたo 33年2月から綿糸は輸出不振となり閣内綿糸

需要も減退し，この時期にはその影響はそれほど大きくなかったとはいえ労

賃，石炭{密絡もまた騰貴していて，前年来の綿糸市況好転の実体的基礎は消

滅していたので、あるが，このことは 3月から4月にかけて紡績会社による

勃績手形の決済が閤難となりつつあったことを意、味するO 紡績会社は通常は

手形支払期限が到来する前に綿糸を生産して販売しその代金の支払いをうけ

ることができたのでvあったiJ;， 留の内外の需要の減退によってそれは閤難と

なり，手形決済に差支える状況となったのであるO 加えて金融逼迫によって

紡績手形の流通不円滑となり銀行の貸出は極度に制限された。紡績手形決済

のために紡綴会社に残された手段は市中銀行から担保品(棉花〕付手形によっ

て貸出をうけることでるったが，これさえも前述のように貸出金額は極度に

制限ざれていたので、ある。そればかりではなし、。すでに前項 [2Jで明らか
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第19表戦後第2次恐慌期における紡綴会社の金利負担の増大

l社数!社債及借入金|仕払手形|金 利 ¥1社平均金利

明治32年6月末 64 

12月末 59 7，596，065 8，406，204 631，483 10，703 

明治33年6月末 55 9，423，918 12，315，306 954，788 17，359 

12月末 53 7，017，915 8，591，711 1，051， 816 19，849 

備考:鈴木 良「日本常国主主主の端緒的形成J(~歴史学研究J No. 253) p. 12に

よる(原資料は「大白木綿糸紡議開業聯合会報告』第108号〉。

にしたごとく，戦後第1次恐慌期における紡績会社は棉花はもとより賃銀仕

払い，石炭購入等のための運転資金はほとんどこれを銀行その他からの借入

金によってまかなっており，その金利負担はきわめて過大であった。日本勧

業銀行は明治31年5月紡績会社救済融資を行った襟利益金に対する一定比率

の積立金を義務づけていたが，事態はその後も変りはなかった。明、冶33年上

半期の三重県一勧緩会社の支払利息、は 1梱につき 1河口銭，下半期のそれは

1円90銭であり，これはほぼこの時期の棉花代価をのぞく綿糸20手 1梱製造

費(15円〉船の 1割程度にあたるO 明治34年下半期においても営業費中の支払

利息は大阪紡績14.8%，鐙淵紡綴13.7%，九州、i紡緩，福島紡績各17.4%，名

古最紡績28.6%で極端な場合は40-45%の割合を占める会社もあったomい

ま明治32年から33年にかけての紡績会社の金利負担の推移をみると第四表の

とおりで， 33年6月末， 12月末には前年同期に比し金利負担が顕著に増大し

ていることがわかるo 33年 3月末以降の金融市場の情勢は， 一方で紡績会

社の運転資金融通の道を絶っとともに， 他方で銀行の紡績会社への貸出金

の元金・利子支払いの返還督促を追ったで、あろうから，紡績会社の経営が極

度に間難におちいったであろうことは推測に難くなし、。かくて，われわれが

すでに明らかにした明治31年上半期と問様の事態が33年4月以降にも現出す

るにいたり， 5-6月には「綿糸の如きは滞荷の維持に苦しみ投売を為すも

のJ却があらわれ， [""紡綴会社は日々製品を増加し居るも，一方需要之なき

を以て，勢ひ紡績会社は投売を為さざるべからず，況んや紡績会社は何れも
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経営困難を感じ居るに於ておやJ39lといった事態が生じたので、あるO そして?

この綿糸の投げ売りが， 33年4… 5月には一時綿糸輸出が激増していたにも

かかわらず(前掲第31Zl参照)，綿糸相場の崩落を決定的ならしめ，綿糸相場の

崩落はさらに紡績会社の金利負担を一層過重ならしめ，その支払いのために

綿糸の投げ売りを増大させつつ相場の一層の低落にむすびついていったとみ

ることができるのであるO

以上の検討から明らかなように，明治33年 3月末以降の綿糸相場の低落

は，綿糸定期市場の投機の失敗と棉花穏場の崩落に端を発し，紡績会社の経

営悶難から生じた綿糸の投げ売りによって全面的に生じたものであり，結局

のところそれは 3月末以降の金融逼追・金利高騰によって生じた勅緩資本の

拡大再生産過程の破粧の具体的表現にほかならなかったので、あるO

ところで，紡績会社の経営困難と綿糸相場の崩落は1900(明治33)年2月の

浴田山東省における義和団の蜂超に端を発したかの北情事変(明治33年5月-

8月〕の影響で，明治33年 7-8月に綿糸の対清輸出がほとんど社絶状態と

なったことによって拍車をかけられた。前掲第3閣の綿糸輪出錨額曲線が33

年 6月以降急落し8月に最低点に達していることにこの点は示されているO

「義和問の暴発は北清一品帯の経済界に非常の障碍を与へ定期航路中止とな

り欽道電信郵便の不通となり銀行の閉鎖となりて天津の如きは全く商業停止

せられ僅かに牛荘及芝宋の両港のみは日常の取引を行いつつあるも匪徒の来

襲外兵の上陸なとの噂瀕々として喧伝せられ人心安せす為めに貿易の如きは

殆と行はれす為替の如きも全く其取組なく日一日に経済不況に趨きつつある

もの L如し北清の状勢此の如くなるか故に其関門たる上海市場も亦其影響を

受ること頗る多く綿糸の沈滞生糸の不況となり只僅かにお炭市場のみ其活気

を呈するのみにて貨物の停滞金融の逼追日々に太たしきものありJo40lこれは

明治33年6月頃の北湾市場の状況を伝えた『東洋経済新報』の記事である。

また，同誌は上海における綿糸・棉花の滞貨の増大，相場の低落をつぎのよ

うに報じている o I北清の騒擾以来上海の市況は逐日沈静に赴き唯日々運搬

する質物は米穀のみにして清一石に付十仙気記を加えたり織物棉花綿糸は取
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組皆無にして本月〔明治'33年o 初旬以来棉花は五時方綿糸は二両乃至回開

の下落殊に上揮系は追々弱気拡領き十四手六十七間半十二手六十七問迄下押

し月末に比し六七両安なり又日本糸相場は十六手七十両*手七十三階なれ

ども是は呼{涯にて売らんとすれは貿手なし之が為めに貨物は益々停滞し目下

日本糸洋造九千俵和造昭子俊孟翼糸四万七千俵に連せりと云ふJ04Dかくて綿

糸の対清輸出は33年6月以降急減し，明治 33年5月の清閤向輸出価額440.6

万円は 6丹に270.9万円に落ち，さらに 7月には 96.1万円 8月には 62.8万

円と激減するにいたったのである 042〉第20表は明治初年以薄4年間の毎年

7…9月の日本綿糸輸入高の推移を清国主要輸入港開に示したものであるが，

これによると，明治33年や荘，天津，芝栄，上海の北清諸港の輸入高が激減

しているのに対し漢口ではその減少は格対的に小さく，重慶，笠呂では逆に

増加しているのであって，綿糸の対清輸出の急減がまったく北清事変の影響

によるものであったことがわかるO

第20表演震主要輸入港における毎年7'-9月の日本綿糸輸入高 〔単位:担)

i牛荘|天津|芝宋|上海|漢口 i重慶|宜呂
明治30:年 2，210 22，488 20，354 51，825 9，761 569 2，230 

31年 4，102 14，927 57，026 81，354 20，571 1，364 939 

32年 16，430 60，280 45，584 157，079 99，175 8，085 15，875 

33年 3，934 1，780 37，553 42，070 24，354 16，427 

f蒋考:r東京経済雑誌』第1064号より作成。

北湾向綿糸輪出の杜絶によって阪神地方の綿糸の滞貨は急増し前述の金

融逼迫・金利高騰とあいまって紡綴会社を一層苦境におとしいれた。第21表

にみるとおり， 33年4-5月に一時輸出の激増がみられたにもかかわらず

阪神地方倉庫の綿糸在荷高は2月以降増加の一途をたどり，北清事変のため

輸出が捷寒状態となった 7-8月にとりわけ顕著な増加を示している。この

表によれば，棉花の滞貨も輸入急増期たる 4-6月に増大し， 7-8月にも

なおかなりの滞貨があったことがわかるO この綿糸，棉花の滞貨の増大は，

紡績会社，補花海の資本の西転を組脅するとともに，銀行の紡績会社，檎花
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第21表阪神地方倉庫棉花・綿糸在荷i蕊および対棉花・綿糸銀行貸出高

月末|棉 花|綿 糸 i霊保晶子手Z
俵 俵 円

l 月 83，758 19，209 7，165，506 

2 月 110，088 34，505 9，746，903 

3 月 121，112 49，170 12，542，337 

4 Jj 184，261 65，592 14，920，429 

5 月 181，452 76，294 15，951，012 

6 月 181， 5∞ 68，850 17，683，485 

7 月 155，574 89，188 15，697，418 

8 月 140，890 86，794 15，397，484 

9 Jj 102，632 55，069 11，466，222 

10 月 77，076 31，453 9，481，659 

11 月 56，139 20，148 8，422，770 

12 月 73，763 13，246 8，025，258 

備考:(1) 棉花は1俵360斤，線糸は20玉入。

(2) r東洋経済新報3第223-1予より作成。

商に対する貸出(第21表右欄参照〉を国定させることによって金融逼迫の度合

いをさらに強めることとなり，こうした事情は紡績会社，棉花商を一層苦境

におとしいれ，すでに検討したメカニズムを通じて綿糸相場の急落を一層促

進するにいたったのである。

取引所の先物相場の変動は第3閣によってすでにみているので，いまここ

で主要紡綴会社の明治33年 1月から 7月までの綿糸価格の動きをみておくと

第22表のとおりで，いずれの会社の製造綿糸も 3月まで価格の上昇がみられ，

以後急落していることが知られる。ここでは街路に隔月の最高，最低価格し

か表示していないが，価格低落は 3月末から生じていたのであって，それは

取引所の先物相場の変動と軌をーにしていた043〉

さて，明治33年 3月末以降の金融逼迫， 6月以降の北清向輸出杖絶は紡績

会社を苦境におとしいれ，取引所投機の破粧や棉花桔場崩落と相まって紡績

会社の綿糸投げ売りによる綿糸棺場の崩落を必然化しその相場の崩落がさ

らに紡績会社の経営を一層霞難ならしめるとし、う悪楯環を過して紡緩会社の

窮状を一様深刻なものにしていった。そして，綿糸相場の崩落が，紡績会社
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が安価な!日綿を出費しつくし高値な新棉を{克用せざるをえない状態にあった

時点で生じただけに紡緩会社の経営関難は一層深刻であったはづで、あるし，

綿花相場の崩落によっても高価な新棉を思惑によって多量に買込んでいた紡

績会社は多大な損失をこうむることとなったのである。かくて，明治33年上

半期において紡績会社の経営内容はいちじるしく悪化するにし、たった。ま

第23表を前掲第12表と連結してみれば切らかなとおり，明治32年の景気回復

期にかなり顕著な野転を示した紡綴会社の営業成績は33年上半期にはし、って

ふたたび逆転し 1社平均純益金， 配当金は32年下半期の約%に減少し
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第23表戦後第2次恐慌期の綿糸紡績業の緩営動向 〈単位:円)

現治 32 年 明治 33年

上 下 上

資 本 総額 44，935，235 44，790，285 43，200，685 

払込 資 ヌド 33，720，777 34，548，907 33，991，510 

京宅 主主 金 1，496，188 2，415，069 1，285，067 

積 立 金 335，281 512，132 251，062 

間己 当 金 996，276 1， 631，724 889，350 

1社平均純益 23，918 41，639 22，545 

i司 積立金 5，158 8，830 4，405 

同 配当金 15，327 28，150 15，778 

習己 ~ 主事 0.46 0.92 0.41 

備考 r東京経済雑誌J第1022号， r東洋経済新報J第177号， r金融事項参考
書』等tこより作成。

配当率はそれ以下に低下しているO 資料不足から詳細は声明であるが 1社

平均配当率0.92観となってL、た明治32年下半期においてさえも58社中12社は

無配当であった44)から 1社平均配当率が前期の始以下に低下している33年

上半期に無配当の会社が急増しその多くは欠損会社となっていたで、あろうこ

とは想像に難くない。大阪紡，倉敷紡のごとき経営基盤の比較的安定してい

た大会社，中堅会社においてもお年上半期は無配当であり，尼崎紡は例外と

してその他の会社も配当率は同期に抵落し，三軍紡，倉敷紡のごときは収益

も顕著に低減しているのである(第24表〉。

もちろん，以上にみたような状況のもとにあっては，前年11月のボンベイ

紡績連合会からの操業短縮申入れに対してはただちに呼応しなかったわが闇

勅績連合会も操業短縮実施に踏みきらざる合えなかった。操短問題は金融逼

迫・金手IJ高騰によって紡績会社の経営困難が顕著となり糸価の崩落が決定的

となった明治33年4月に開催された紡績連合会総会で、はじめて具体的にお程

にのぼることとなった。すなわち，間月18日の総会で会員の一人がさきのボ

γベイ紡連の操短申入れに際して選出された調査委員に報告を求めたことに
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第24褒主要紡績会社の収支および配当率 (単位:円，円以下切捨〉

明治 32 年

上一下一下
明治 33 年

上|下

大

波

紡

a 

b 

1， 952， 932 

1，834，794 

118，137 
1.0 

2，144，943 

1，979，275 

165，667 

1.5 

2，579，677 

2，492，431 

87，266 
O 

1，710，797 

1，647，648 

60，174 

0.5 

鐘

淵

紡

c 

d 

a 

b 

ワ

ワ

146，152 

1.2 

ワ

ワ

227，935 

1.2 

ワ

ワ

261，233 

0.6 

? 

? 

(ー)368，478

O 

尼

崎

紡

c 

d 

a 

b 

1，346，002 

1，249，045 

96，956 

1.2 

1，235，727 

1，115，547 

120，180 

1.8 

1，353，136 

1，217，767 

135，369 

2.0 

1，236，366 

1， 129，507 

133，859 

2.0 

一

愛

紡

c 

d 

a 

b 

426，143 

321，602 

104，541 

1.4 

565，162 

359，915 

206，247 

2.0 

516，409 

435，268 

81，141 

1.2 

412，497 

316，200 

94，207 

1.2 

倉

敷

紡

c 

d 

a 

b 

166，829 

131，812 
35，016 

1.4 

191，116 

157，060 
34，056 

2.0 

144，780 

141，973 

2，807 

O 

109，645 
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d 

備考 (1) a収入小計， b支出小計 c去をヲl損益， d配当率。

ω 出所は第11表と同じ。

端を発して操短問題は議場の注意、をひくところとなり，協議の結楽「孟買紡

緩業者との関係を離れてJ45l明治33年5月1日から開年末まで綿糸20手以下

の太糸紡出を 1カ月 4昼夜休業とすることを決議するにいたったので、あるO

操業短縮はまずこうして金融逼迫とともに生じた糸髄の低落に直面して日程

にのぼったので、あるが，綿糸相場の崩落が，一時的に輸出の急増があったに

もかかわらず，さらにはげしくなるにおよんでより大輔の操短を不可避なら

しめるにし、たり， ，6月5臼の大阪付近紡績会社有志会は7月1臼以降年末ま



日清戦後の恐慌と綿糸紛績業向長問 73(425) 

で各社缶意、の方法による綿糸産額4割減を申合せてその他の会社に向調を求

め，中国筋紡績会社の団体である交説会もそれに応えて同様の決議を狩っ

た。そして，北済事変の影響で綿糸輸出が急減しだした6月(16日〉に開催さ

れた紡連総会は，きびしい違約者制裁事項を付して如上の4割操短実施を最

終的に確認したのであるO この操短実施決議に対し摂津，尾張，富士，下野

各勅緩会社はすぐには賛意、を表しなかったが，交渉の結果9月10臼までの間

にあいついで瓶従の意を表現している。明治 33年9月四日現在夜業休止 37

社 4割休錘11社，夜業休止および休錘4社，全部休業3社会社55社で， 20 

番手以下の太糸紡出の紡績会社はすべて産額4割減の操短にふみきってい

Tニ46)し，全部休業3社の場合は会社の存立自体がすでに危殆に瀕していたと

みてよし、。かくて，前掲第3閣について指摘したように，季節的変動をとも

ないながら一貫して増大してきた綿糸生産高は本来ならば33年 2月から S月

にかけて急増するはずにもかかわらずその上昇曲線は3月で止まって以後下

降に転じ，とくに6月から 8月にかけて激減し，その後も12月までほぼ8月

の水準 (200万葉前後〉で下方に停迷しているのであって，これは戦後第2次恐

慌期における綿糸紡績業の「過剰生産恐J慌Jの深さとひろがりが第1次恐斑

期のそれに比しいかに著大であったかを如実に物語るものにほかならなし、。

以上，われわれは，明治32年末以降の綿糸相場の変動を手掛りに明治33年

3月以降わが菌の綿糸紡績業が恐慌状態を塁するにいたった経過と原田を検

してきた。そして，以上の検討を通じてわれわれは， (1)明治33年 1月にお

ける一時的な綿糸市況の好転はあったが，前年末から[2 Jで検討した景気

回復期における綿糸紡績業好況の実体的基礎が消滅しつつあり， 33年 3月に

はそれはほぼ完全に消滅しさっていたこと，にもかかわらず(2)投機の盛行に

よって綿糸相場は33年 1月以降ふたたび奔騰して 3月には異常な投機相場を

現出しそれによって， 実体的基礎はほぼ消滅しさっていたにもかかわら

ず紡績会社の経営困難は 3月中旬まではまだ顕在化するにし、たらずなお外笛

的繁栄を持続しており，綿糸生産高もそれまで一貫して上向線、をたどってい
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たこと，しかし， (3) 3月末以降の金融逼迫・金利高騰は勅績会社の経営困難

を一挙に顕在化させるにし、たり，取引所における投機の破綻，棉花相場の崩

落とあいまって紡績会社による綿糸の投げ売りは綿糸相場の 3月末以降の崩

落をひきおこし，さらに北務事変による輸出杜絶が紡績業をより一層深刻な

恐慌状態におとしいれたこと，宅どほぼ明らかにしえたと考えている。

ところで，以上の要約からも明らかなように，綿糸紡績業を恐慌状態にお

としいれた誼接的契機は，たんに閣の内外における綿糸需要の減退ではなく，

まず輸入超通額の急増にもとづく正貨流出によってひきおこされた金融の逼

追であり金利の高騰で、あった。北清事変による綿糸輸出の杜絶も重大な影響

をあたえはしたが，それは恐慌の進行からみて時間的ずれがあり，北済事変は

そうした恐慌の進行を加速しその様相を一層深刻化させた磁次的要因であっ

たのである。明治33年3月末以降の金融逼迫・金利高騰は，綿糸紡績業にお

ける恐斑発生の甚接的契機であるとともに，またその主要な契機でもあっ

た。このことは，前掲第3留にみるとおり，綿糸輸出が33年4月以降急増し

S月には明治30年以来の最高の月間輸出額を記録しているにもかかわらず¥

綿糸相場はそれとまったく逆に4月以降急落の一途をたどっているという

実に明鞍に示されている。つまり，本節Iの統計的観察においても指摘し注

意を促しておいたこの事実は，綿糸紡績業における「過剰生産恐J慌」の集約

的表現たる33年3月末以降の綿糸相場の崩落が，圏内綿糸需要の減退につい

てはともかく少くとも綿糸輸出の減少によって生じたものではけっしてな

し金融逼迫・金利高騰に究極の原因をおく，投機の破綻，棉花相場の崩

落，綿糸の投げ売りによって発生し促進せしめられたものであることを明自

に語っているのであるom

もちろん，この綿糸相場の崩落については金融逼迫・金利高騰とともに爵

内綿糸需要の減退も一つの原因として指摘しておかねばなるまL、。しかし，

この園内綿糸需要の減退それ自身も，すでにみたように，綿糸市況の動向か

ら切り離された独自の要因によって生じたものではけっしてなく，投機の盛

行によって生じた異常な綿糸板場の奔騰に原閣があったのであり，綿糸相場
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崩務期には，のちに検討するように金融埠や綿糸相場の崩落それ自体が機

物生産に打撃をあたえその綿糸需要を急減させていったので、あって，閣内綿

糸需要の減退も紡績資本の運動と切り離しては考えられない性格のもので

あったのである04S〉

以上のようにみてくれば，明治33年3月末以降の綿糸相場の崩落とそれに

集約的かつ具体的に表現されている綿糸勧緩業における「過剰生産恐慌Jに

は，前項で明らかにした戦後第1次恐慌期における綿糸紡綴業の恐慌現象と

きわめて共通した側面のあることに気付くであろう O 明治31年3月以降の綿

糸相場の崩落は，不作による米価騰貴の影響で園内綿糸需要が減退したこと

や綿糸生産高増進の割には輸出の伸びが大きくなかったことなどにも原罰の

一つがあったが，基本的には賃銀・炭価の騰貴による収益率の低下が一方に

あった時に紡綴会社が向年3月以降の金融逼迫・金利高騰に直面し極度の経

営閤難におちいり，綿糸の投げ売りが続出した結果生じたものであった。そ

して，後進資本主義国日本の綿糸紡緩業にとっていわば必然的な資本蓄積方

式を示すものとして， 1"紡績勃興時代Jから日清戦後好況期にかけての紡績

資本の拡大再生産過程は株式会社制度を基礎に運転資金はもとより閤定資金

の一部さえも銀行その他からの{昔入金に依存しつつ進行してきてL、たから，

金融j逼迫期における勅績会社の経営は金利負担の苛重化，資金融通杜絶に

よってとりわけ極度の関難におちいることとなったので、あるO しかし，戦後

第 1次恐慌期における綿糸勧緩業における経営困難や破綻はなお部分的なそ

れにとどまり，事態は一時的にせよ解決をみないまま綿糸紡績業は間もなく

明治32年の景気間後期にはいったので、あった。かくて，金融~迫・金利高騰

期における経営困難ないし経営破綻の潜在的可能性を内包しながら，紡績資

本の再生産過程の拡張は明治32年まで進行するO 明治31年から32年にかけて

はやや鈍化しているとはいえ，前掲第2図にみたとおり，払込資本，運転鐙

数は明治32年まで上向線をたどり，綿糸生産高は同年まで一貫して急速な上

昇をみせているのである(→過剰蓄積〉。しかも， 32年末から徐々に景気回

復期における綿糸市況好転の実体的基礎は消滅しつつあったにもかかわらず、
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投機の盛行による綿糸相場の奔騰(外面的繁栄〉によって綿糸生産高は33年

3月まで趨勢として増加の一途をたどっていた(生産過剰の累積〉から金融

逼追・金利高騰期における紡績会社の経営困難と破綻は一層深刻とならざる

をえない必然性を有していた。そしてそれは32年下半期以降の紡績会社によ

る棉花の多量な思惑買によっても促迫されたのである。かくて，明治33年3

月末以降の綿糸相場の崩落は戦後第1次恐t慌期のそれと共通した性格をもち

ながらも，第2次恐寵期の紡績部門における資本価値の破壊は第1次恐慌期

のそれに比しはるかに激しく進行せざるをえなかったのであるO

ところで，明治33年3月末以降の綿糸相場の崩落は，如上の意、味で，戦後

第 1次恐慌期における綿糸紡績業の「過剰生産恐慌Jに継続する第2次の

「過剰生産恐協Jの具体的表現形態にほかならなかったのであるが，しかし，

この第2次の「過期生産恐涜Jはたんにその量的規模においてのみでなく，

その性格においても一部では共通性をもちつつも他面ではかなり顕著な差異

をもつものであった。

すでに明らかにしたように，戦後第1次恐慌期における綿糸相場の崩落

(1過剰生産Jの顕在化〉の契機となヴた明治31年土半期の金融逼迫・金利高

騰は直接的には不作にともなう米の輸入量の激増にもとづく輸入超過の急進

と正賞流出の急増に由来しており，したがってそれは，日本資本主義にとっ

ていわば偶然的事構により強く規定されて生じたもの¥，、L、かえれば綿糸紡

績業を中心とする好況期における資本の拡大再生産過の進行それ自身の生み

だしたものとは必ずしもいえない性質のものであった。そして，この時期の

「過剰生産Jを顕在化させた金融逼迫・金利高騰が，このように偶然的要閣

によって生じたものであったという事実は，やはりこの時期の紡績会社の経

罰難や破綻がなお部分的なそれにとどまっていたという事実とあいまっ

て，戦後第 1次恐時期の綿糸紡績業における「過剰生産恐慌Jを部分的で過

渡的な性格のものたらしめていたのであるO しかし，綿糸紡緩業における第

2次の「過剰生産恐慌J発生の契機となった金融逼迫・金科高騰は，明治31

年上半期の場合と関様輸入超過の激増にもとづ、く正銀流出の急増に基本的原
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閣があづだとはいえ，その正賞流出の急、増をもたらした輸入趨過の激増は，

31年上半期の場合とはまづたく奨ヴた原闘にもとづくものであった。すなわ

ち，それは第1に， 1900年における世界的な景気後退(IgOO年恐慌〕の選手響を

うけて生糸輸出がこの時期に激減したためであり，第2に，紡緩会社，綿花

商による棉花の思惑捜付けによってこの時期に棉花輪入量が急増したためで

あゥた。生糸輸出の減退は戦後第I次恐慌期にもみられたが，輸入超過額の

激増におよぼした影響の度合いは米の輸入量の増加に比しはるかに小さく，

なお副次的要閣にとどまっていたので、あるO

ところで，第1の点は，明治33年の金融逼迫・金利高騰が1900年の世界市

場恐慌と不可分の関係にあったこと，したがづてこの金融逼迫・金利高騰を

契機として発生した戦後第2次の「遇策j生産恐慌J一一ここではさしあたり

綿糸紡績業のそれに張定してみているのであるが一ーは1900年の世界市場恐

慌の一環をなすものとして把握ざるべきことを示しているといえるO

第2の点は，この時期の金融謡迫・金利高騰はたしかに世界市場恐慌の影

響にもよるものであったが，たんにそれにとどまらず¥日本資本主義に内在

する資本の運動それ自身によって惹起せしめられたものでもあったことを物

サているO 勧績会社・棉花蒔による棉花の思惑買付けは藍接的にはたしか

に棉花不作という偶然、的事情に起閤していた。また紡績会社の思惑質には流

通過寝からの商業科潤獲得の粗いがあったもともまた疑いなし、。しかし，こ

の時期から勅績会社と綿糸商J簡の先物取引が生じつつあったこともまた事実

だったのであって，紡僚会社の思惑震にはそれなりの一定の生産的基礎が

あったのであるO また，たとえその思惑買が紡緩資本の商人資本的性機の現

われで、あったとしても，それは日本紡緩資本の前期的性格として毘定的に把

援さるべきものではなく，産業資本としての勅僚資本にいわば必然的に付随

する利潤獲得方式を示すものとして捉えるのが妥当なのであるO いずれにし

ろ，この時期に紛績会社・梅花商を投機的買付けに走らせるにいたづた背景

には，明治32年の景気回穫期における紡綴会社の好調， 33年3月までの綿糸

の増大，総じて紡績資本の拡大再生産過程の進行があったことは疑う



78 (430) 経済学研究第16巻第4号

べからざる事実であり，これを抜いてはその投機的買付けは考えられないの

であって，したがって，このことは，金融逼迫・金利高騰による取引所投機

の破綻に端を発した綿糸相場の急落に集約的に表現されているこの時期の

「過剰生産恐慌Jがたんに需要に対し商品〈綿糸〉が過剰に生産されたこと

によって生じたものではなく金融遜迫・金利高機→銀行等からの借入金に依

拠しつつ生産規模の拡大を実現してきた紡績会社の経営困難と破綻(資本の

拡大再生産過程の行きづまり〉→綿糸相場の崩落問「過剰生産Jの顕在化とい

う論理的詠絡において発現していたという事実とあいまって，この戦後第2

次の綿糸紡績業における「過剰生産恐斑Jをもって紡績資本の運動それ自体

に内在する原田から生じたところの言葉の厳密な意味における「遇策i生産恐

慌jと定義することを可能ならしめる積極的理由となっているのである。

以上のごとく明治33年3月末以降綿糸勅緩業に発現した恐慌現象は，その

規模において戦後第1次恐慌期のそれに比しはるかに大きく，その性格にお

いても一面では共通性をもちつつも他方ではかなり奨った側面をもつもので

あったのであり，かくて，かれわれは，以上に検討したところをとりあえず

小括してつぎの2点合結論として引出しうると考えている。

第1は，明治31年3月以降の綿糸紡績業における「過剰生産恐斑」と33年3

月末以降の「過剰生産恐慌Jとは連続的性格のものであり， したがって，戦

後第1次恐慌と第2次恐慌はけっして二つの独立した産業舘潔の恐慌局面を

なすものではなく，ともに日清戦後好況期に蓄積された日本資本主義の諸矛

の総合的爆発としての日清戦後恐探として一括して把握さるべきこと，こ

れであるO

第2は，にもかかわらず，戦後第1次恐慌期の綿糸紡績業における「過剰

生産恐探Jと第z次恐慌期のそれとの関にはその規模にますし、てもその性格に

おし、てもきわだった差異が見出され，したがって，第1次恐慌期のそれは，

戦後好況期に日本資本主義の中心的工業として確立した綿糸紡績業を主軸と

する資本の再生産過程に蓄積された諸矛盾の偶然的要因にもとづく部分的露

呈を意味し，第2次恐慌期のそれは，その諸矛盾が第1次恐慌によって一時
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的にせよ暴力的に調整されないまま累積され，ついに第2次恐慌という形で

全預的に爆発するにL、たったものであり，この第2次の「過剰生産恐慌Jこ

そ文字通り紡績資本を主軸とする資本の運動そのものにねざす資本主義的矛

1吉の具体的発現形態にほかならなかったということであるO

さて，これまで，景気回復期における綿糸市況好転の実体的基礎が失なわ

れつつあった明治32年末から金融逼迫・金利高騰さらに北清事変による輸出

杜絶に麗麗して恐環状態におちいった33年8月頃までの綿糸結績業の動向を

検討し，この期の綿糸紡績業における「過剰生産恐現Jを戦後第2次恐慌期

におけるそれとしてひとまず捉えた上で，第 1次恐慌期におけるそれと比較

しつつその性格を論じてきたのであるが，そしてこの期の恐慌現象の経過と

原国に戦後第2次恐慌期の綿糸紡績業における「過剰生産恐慌」の摩史的性

格がもっとも明確に浮彫りされていることもまた事実で、あったので、あるが，

しかし，戦後第2次恐慌は，すでに前節で切らかにしたように，明治34年の

銀行恐慌までも含むものであり，したがって第2次恐慌期の綿糸紡績業にお

ける「過剰生産恐慌Jを取扱う以上，殺上の分析をもって終るわけにいかな

いから，以下明治34年の銀行恐慌期までこの「過剰生産恐境Jがその後どの

ような経過をたどったかを明らかにしておこう O

前掲第3閣の綿糸相場曲線に明らかなとおり，明治33年6月を最低としそ

の後数ヵ月下方に停迷していた綿糸相場は， 10月以降ふたたび上向線をた

どった。これは，金利はなお高水準にあったが恐舗の進行とともに資金需要

が減退しはじめ，他方綿糸，綿織物に対する需要が9月頃からやや増加して

銀行の貸出回収が比較的煩調に行われるようになった結果金融市場が8月末

以降援慢に傾きはじめたことにも一つの原因があったといってよし、。 i去月

〔明治33年8月〕末以来緩慢に傾きたる当地〔大阪地方〕の金融は， 其後援緩捜:

となり，此際は銀行手許余裕多きも借手は一般に手を絡めて{昔控をなし，無

暗に銀行に向ふて供給を仰ぐ等の事をなさず，彼の冬物類の如きも今や仕入

の時季に入りたれども，世上不景気品物不売行の結果概ね手控勝にて，敢て
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思惑買持をなさず，従って銀行に融通を求むるものなく，加ふるに過般来は

木綿類好況を釜し続々地方へ出荷あり，主主つ此際は洋糸井紡績糸の売行き

も相当に之れある等にて資金の回収少なからず，労銀行は余裕を生じ，斯く

は金融緩捜の状を呈する次第J49) となったので‘あるO 事態は翌34年初頭まで

同様で， I当地〔大阪地方〕の金融は其後引続き静穏無事の情態を持続しJ50に

これは「一般に企業心萎麟沈衰し資金の需要を呼ばざる上……槙花綿糸の在

荷は漸次減少して〔前掲第20表参照〕資金の画定を省き，其他諸商品の地方に

荷捌けたるもの少なからず，銀行は資金の関税一方にて，貸間金とて多から

ざるJ5D ためであった。そして，この金融市場の相対的緩慢化は，取引所に

おける受渡資金を比較的潤沢ならしめることによって綿糸の思惑的買持ちを

可能とし，取引所相場上昇に一定の作用をおよぼしていたとみることができ

る。しかし，金融市場は相対的には緩捜化の額向をたどったとはいえ，正貨

流出は33年下半期においてもなおいちじるしく，日銀正貨準備も一貫して下

降線をたどっ-n、たから(前掲第8図参照)，明治33年は年間を通じて「銀行家

相率ヒテ前途ヲ警戒シ資金ノ由収ヲ図リ立ツ貸出ヲ渋リタノレニ因リ金融市場

ノ外観ハ概シテ無事ニシテ手元遊金ノ多カリシコトアリシモ其実金融ノ

甚シク商工業者ノ困難名状スヘカラサルモノアJ52) ったので、あって，綿糸相

場の上昇におよぼした金融市場の相対的緩慢化の影響はそれほど大きくはな

かったとみなければならなし、。

綿糸相場上昇の主な原菌は紡連の操業短縮の結果綿糸生産高が激減したこ

とにあった。すなわち，北済事変も終息して明治33年10月頃から綿糸輸出が

やや回復しはじめ，他方霞内の綿糸需要も増加し，また棉花相場が10月頃か

らふたたび騰貴しはじめるといったような状況が操短の結果綿糸生産高がL、

ちじるしく減少していた時期に生じたことが，一見紡績業の好況を物語るが

ごとき綿糸相場の高騰をもたらしたので、あった。

過般来製造高減少の結果，現&摘を感じたる綿糸は，追々月末に向ふに従ひ，渡品の不

足を見越して騰貴に傾き燈りしが，其後原料綿花は米国は霜害見越にて，再びi高価を報

じ，孟寅芥に支那棉も之れに連れ昂騰したるのみならず，上海行輸出物九十七月乃至九

十八円前後にて，約定出来しのみならず，内地現品市場は定期に先ってj二走りをなした
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るにぞ，兼て定期に売繋ぎあるものも，貿戻をなして，現品にて売却する方有利なるよ

り， fを等糸屋筋芥紡績会社筋は続々定期市場に寅埋をなし，尚ほ空売務は狼狽して買戻

せし為，相場は益昂騰の一方となり…...53) (明治33年11月第3;I扇)

i邑般来昂騰に傾きたる綿糸は，其後念、よ現品欠乏，渡玉不足の徴候顕著となり，売方は

頻りに突戻に余念なき折柄，原料棉花殊に米棉は本国高の報に援し阪神地現品の取引

も日切好況となり・…一一方紡綴会社は綿糸不況，棉花安見込みの為の持荷甚だ少く，或

は欠乏の時代に遼着するやも測り難しとの懸念を抱くものすら之れあり，綿糸に対する

…般の人気頗る強気に向ひ， 習に定期市場好況を主主すのみならず， 現品の荷動き裕、活

復となり，東京よりの寅注文も少なからぬに力日へて.;;f.:綿は現品薄の為め相場騰主著名f告

げ，機業家をして製織の念を起さしめ，主主つ季節も米殺の収穫を終り，農家製織をなす

の時期に向ひ，努現物相場は定期に先ちて奔騰し，尚ほ東京神戸の定期市場は当地より

上革命となりしより，当定戴市場は主主に益勢を添へ，愈よ*;j)耳子となり，場面惣買の姿を

塁し，相場破竹の勢を以て奔騰し・…・・w (向上第4週〉

これは「大阪糸綿木綿取引所高況」の明治 33年 11月中・下旬の記述であ

るが，綿糸相場の騰貴が操短による綿糸の払底に基礎をおくものであったこ

と，したがって現物相場が定期市場の先物相場にさきだって上昇していたこ

とをここから読みとることができょう。綿糸輸出は明治34年 1月にふたたび

不振となるが(前掲第3図参照). 33年10月以降の綿糸相場の上芥はこの 1月に

頂点に達しているのであって，これも IC明治33年〕十二月に入りては東京共

他地方への出荷多く，一層品ガスレの声を高めしが，昨今に杢りて在荷益i演

を来たし，市中糸商i主張狽して現品の奪合ひをなすの状況となり， c現物相場

は〕定期に先たちて奔騰するにぞ定期市場も之が影響ーを受け……」聞とある

ように，もっぱら操短にもとづく綿糸の現品不足に起因していた。

このように，明治33年10月以降綿糸穏場は上昇線をたどったとはいえ，そ

れは操短による綿糸生産高の激減を前提にしてはじめて生じえたものであっ

たから，この綿糸相場の高騰はけっして綿糸紡績業の好況を意味するもので

はなかった。綿糸相場の高騰にもかかわらず¥劫績会社は過剰な設舗をかか

えたまま，なお依然として経営不援に苦しまざるをえなかったのである。こ

のことは，前掲第24表にみるとおり， 33年下半期においても主要紡績会社の

収支は必ずしも好転しておらず，鋒澗紡績のごときはこの期に莫大な損失を
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計上している事実に徴して明らかである。

ところで，瞬、治34年王丹にし、ま一つの頂点に達した締糸相場は以後ふたた

び急落に転ずる。これはいうまでもなく，明治33年12月の熊本第九銀行の支

払停止に端、を発した銀行恐斑の影響によるものであったc

すでにみたように，日清戦後の好況期に銀行業は顕著な発展を示し，銀行

数は戦後第1次恐慌期たる明治31年にはお清戦争勃発時点たる明治27年の2

措以上に増え，その後，恐慌の進行にともなゥて減資デ転麓業するものも増

加したが新設銀行数はそれをど上廻り，銀行数は全体として明治34年まで増加

の一途をたどっていた。ところで，これら新設銀行の多くは小資本力。のj理主弱

な，地方農業とむすびついたIJ、銀行で，これら小銀行，地方銀行は麹怖の大

中銀行に資金を多く依存しており，また都市の大中銀行もa銀からの借入金
によって預金に対する貸出超過部分をまかなうとLヴ状況であった。 IE貨準

備の激減による日銀の貸出警戒は，したがって都市の銀行の地方銀行，小銀

行への貸出回収をうながすこととなり，しかも地方鍛行，小銀行はし、わゆる

機関銀行として特定の産業とかたくむすびつき恐慌の進展にともなってその

貸出はますます固定化しかっ恐慌時における有価証券儲格の低落などに

よって多くの損失をまねいていたから，小銀行，地方銀行の多くはたちどこ

ろに窮地に立たざるをえなかったc銀行の経営内容の悪化が明らかとなり耳元

付けが生じると，支払停止，破産は時間の問題となるO かくて，一行の支払

停止，経営破綻は他行のそれをよびおこし銀行恐慌は全留に波及し信用は

社絶するO そういう意味で，この銀行恐慌は「一般的な生産z および荷業恐

罷の特殊的段階」加をなすものであった。

熊本第九銀行は従前鉄道会社株，紡績会社株を誼保に巨額の貸出を行い，

さらに熊本電燈会社にも放資しまた熊本米穀株式取引所株も貿収していたが

株価、の崩落によって数十万円の損失となり，あわせて役員の米相場投機失敗

の風説が生じて取付にあい，支払停止におちいったものであった0573 この支

払停止は熊本と金融上密接な関係のあった久留米に影響をおよぽし，明治34

年 1月第六十一銀行の敢付となり，さらに福岡におよんで第十七銀行の取付
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が主じたO 第十七銀行の場合は思額の資金

方カか通らの為為ト替尻勘定の催{保足が急激となりその鰹営不振tは:之むtμL、ちじる Lいン，，¥，い、ものが

あつたのでで、あるO5加8紛〉銀行動播はこのようにまず北九チ列外州州Iil時il寺I地方カか這ら生じたが，や

がて東京を中心に関東地方におよび横浜蚕糸銀特の破綻から東洋貯蓄銀行の

解散，さらに第二，第七十四，東京貯蔵横浜支腐をはじめ多くの銀行カ味付

にあいまたは支払停止におちいった。そして4月にはいると銀符恐慌は大阪

堺方面におよび，第七十九銀行および難読銀行の休業を発端として各銀行は

はげしい取付じあい，支払停止.におちいるものが続品し，さらにも恐慌はら月

京都に波及，関西貿易合資会殺の解数決議に端を発して銀行ははげしく動揺

して支払停止，休業が生じ，その波は字治，淀，山崎の各地また丹波地方にまで

およんだ。そして京都の銀行動操はふたたひ、5月下旬大阪巳彰饗をおよぼ

し逸見銀行をはじめ多くの銀行はまたもやはげしい敬付じあったのである。

こうした状況に対し日銀は700万円におよぶ救済資金の貸出を行い， 4~5，月

を頂点とする銀行恐慌もようやく鎮静するのであるが，この、関支払停止にお

ちいった銀行だけでも34行をかぞえ，倍、風はほとんど杜絶状態におちれいった

のであった。問

さて，銀行恐探の発生による金融市場の罷乱は綿糸紡績業広重大な霊長饗を

あたえた。恐慌の進行にともなって信用が杜絶状態におちいっiたことは，紡

績会社をふたたび苦境におとしいれた。銀行恐J慌期に福山，平安，関山，博

多の4紡綴会社が神戸の清商輿泰号から総額 10.1万円にのぼる高利貸付けを

うけざるをえない状況にあった船ことが，このことを如実に物語っているO

もっとも，紡績会社は操短によって生産規模を縮少し， 3岳年にはL、q て生産

高は増加傾向をたどったとはし、ぇ4-5:月においても麗額は少なかったし，

(前掲第3図参照)，また「前年に懲りて本年は何れも棉花の常用買のみ為しJ61l

ていたから銀行恐慌による金融逼迫からうけた直接的打撃は33年上半期のそ

れに比し相対的に小さかったとみなければならなし、。銀行恐慌の影響は，織

この銀行恐慌によって大打撃をうけたことを通じてより強く現われ

Tニ。
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前記「取引所商況Jは34年 5月初旬の状況を「日下金融界不穏経済界不況

にして，銀行は木綿織物類にさへも，貸出をなさす，是迄流通の使を与へ居

る木綿商の約束手形の如きは一切流通せざることとなり，木綿の売行止まり，

立つ相場暴落せしより，製織家は$合せたる如く，木綿織物類の製織を休止

し，従って綿糸の売行皆無の姿となり……J62) と記述しているが，こうした

簡向はすでに同年 1月末からあらわれおり，綿糸桜場が反落したのもそのた

めであった。 1月第4週の「取引所商況Jはつぎのごとく述べている063〉

綿糸は過般来好況に乗じて百十丹以上に達せしも，場衝は-[待好去をに浮かれて， iel過ぎ

の気味となり，主主つ定期に先んじて上奔りたる現物市場は行当りの姿となり，売行止り

方自ふるに木綿の薦状甚だ不況となり，売行皆無となりし為め一層綿糸相場の商状に影響

を及ほすに~りしが，元来現物の好況に駆られて暴騰したる定期浴場の事なれば，現物

不況に~るや自然、共反動を受くるは自然の道理にして，場面は売人気に変じて寅気とて

は之なきに至り， i肖投物も続出し連日底放の姿にて崩落に向ひ......

そして，銀行恐慌の進行とともに綿糸紡績業をとりまく客観的情勢は悪化

の度を加え，綿糸相場は一層低落していった。すなわち， 下内地は商業の沈

表，金融界の不穏，機業地の恐慌の為め現物の売行悪しく，支那輸出は北清

事件の余熱未だ冷めざると，本邦綿糸の抵落を開きて，今後一層の安値あら

んとの見越より買控へをなし，内外共に綿糸需要悪しきに反し，供給は従来

に比し増加し居るより，現品の在荷は二月末の現在は円未に比し五千棋の

増加を報じ，現品払底の戸i工期日ならずして，在荷j関沢の声と変じ，今後一

層停滞の見越ある上，米棉井に孟買棉i主逐臼暴落し……為めに相場一潟千里

の勢を以て崩落J64)(3月第2週〉したので、ある。

綿糸相場は3 5月を底とし，銀行恐慌がおさまるにつれてふたたび上昇

線をたどり，綿糸生産高も両年下半期とくに 9月以降上向くのであるが〔前

掲第3図参照ふともかく， 34年上半期は綿糸紡績業にとっても苦難の時期で

あったので、あり，結局結績業は33年上半期(正確には3月末以i恥から翌年上半

期まで恐環状態を持続していたとみなければならないのであるO

1) ~新報J 第143号(明治32 ・ 11 ・ 25) r綿糸の輸出少しく不況を告ぐ」。このうち (3)
の上海金融市場選迭の状況と原因について，河誌はさらに上海駐在日本領事の京告
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としてつぎのように報じている。 rc明治32年〕十月に入りて久敷緩慢セ以て経過し
たる金融も近々引締り同月六日に於ける二歩二分のーの金利は七日に四歩八分の三

に騰貴し同二十一日には更に騰愛して…割一歩に上り共結果対外為替相場に及ほし

伶敦宛の電報為替は十月七日に於てニ志四のーより間二十一日に於て二百三八分の五

迄に~進し銀行業者は尚資金の回収に努め為替手形の売り方針を執り ι て手形菌の

記載価格をヲ11二げたれは月末には二志八片八分ーまで総資するに至れり走れ主とし
て上海より北部に輸送する綿糸綿布等の価格高貴なるか為取引好況ならず去pて大豆

毛皮同地方より輸入せる額は透かに超過して羨金の現送を主主し立つ例年北清結氷航

路不通の結果として同地方の市場沈静に帰し金融逗迫を来たすに図り上海に於げる

資金は自ら河:Lmへ吸収せらる Lを以て本年も亦之か為めにE誌に正貨の流出し尚将来
流出の恐あるか故各銀行業者は資金の回収を力むる所以なるべしJ日新卒'IU第 145
号く明治32・12・15>r上海金融事情J)。
2) If雑誌J第1008号(明治32・12・9)r取引所潟況J
3) If雑誌j第1009号〔明治32・12・16)r取引所商況」
4) If新報』第1435予(前掲) r綿糸の輸出少しく不況を告ぐ」
5)向上

6) If雑誌J第1013号〔明治33・1・20)所載。
7) If雑誌』第1011号(明治33・12・30)r取引所磁況」
8) If新報J第149号〈明治33・2・5) r綿糸輸出と紡緩業者J
9) If新報』第143号(明治32・11・25)1"印度紡綴業の窮状J

10) If雑誌3第1003号(明治32・11・4)1"印度紡績業の時間短縮J

11)-12)庄司乙吉・前掲書 p.48

13) If新報』第144号(明治32・12・5)社説「紡績就芸長時間短縮問題J

14)大島清・古ij掲書 p. 206 

15) 雑誌3第1019号〔明治33・3・3)1"取引所硲況J

16)引用箇所は『線誌J第1016号(明治33・2・6)1"取引所商況」による。
17) If雑誌J第1017号(明治33・2・17) r取引所商況J
18) Ir雑誌J第1018号(明治33・2・20) r取引所高況J
19) U雑誌J第1020号(明治33・3・10) 1"取引所街況J

20) U雑誌j第1023号〔明治:n・3・20) 1"取引所l窃況J
21)縞J[[太一「本邦綿糸紡緩史J第6巻 p.288 
22)以上総JlI太一・在日掲議 pp.286-289，および同議第4巻 pp.351-353による。

23) 雑誌」第1022号(明治33・3・20) r取引所商況J
2-!) 新報』第143号(前掲) r綿糸の輸出少しく不況を告ぐ」
25)明治32年の景気回復期における綿糸紡績業の好況の実体的基礎としてわれわれはさ

きにつぎの2点に注意を向けておいた。すなわち，いずれも前掲第4図から読みと

れる点であるが，一つは，紡績女工賃銀が明治32年上半期に上昇率が鈍化し， 9月
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頃までほぼ横ばいとなっていたことであり，いま一つは，紡績工場沼石炭価格が32

年8}l頃まで、下向線をたどり， 10月頃まで低水準」ことどまっていたことである。と

ころが，これらはし、ずれも， 32年10月ないし11月頃から上昇に転じ 33年5即日、

たって若干下向きとなるのである。つまり， 33年3-4月頃には祭銀，石炭{滋格と

も相対的におい水準にあったとみることができるので、あって，このこともまた紡i安

楽好況の焚休的基礎の消滅を意味していたといえるのである。もっとも，この賃銀，

炭i臓の変動はこの時期にはそれほど顕箸ではなく，また当時の経済雑誌にも明治31

年上半期の場合と異って賃銀，炭儲の上昇を報じた記事はほとんどないから，この

ニつはそれほど決定i'l'J影響をあたえたとはみることができない。しかし紡績寺三好

況の爽体的基礎およびその消滅を論ずる場合には，資銀， t定締の動向を看過するわ
けにはいかないので，第4図のこつの曲線にみえる若手の変化の意味をあえてここ

で指撫しておく。

26) r雑誌J第1023号〈明治33・3・31)r大阪の金融J
27) r銀行通信録』第174号「鈎:月中の東京金融」
28)向上 「四月中の大阪金融」

29) 引用E議所は F銀行通信銀』第175~ま「五月中の大阪金融J

30) r雑誌3 第1023~予(明治33 ・ 3 ・ 31) r取引所商況J
31) r雑誌』第1024号(明治33・4・7) r取引所商況J
32) r雑誌3第1034号〔明治33・6・16)r取引所弱況」
33)以上，前掲「棉花綿糸ト金融及三品取引所ニ関スル潟査J(u金量生史資料JI 23)，丙

村直助・前掲論文，お立びJrLと忠雄・前掲論文による。
34) r雑誌j第1027号〔明治33・4・28) r停滞総花再事食出の計磁j
35) r新報J第165号(明治33・7・15)r紡績聯合会の運動tこ対する三品取引所の:意見J
36)向上。ここでは，原橘代 (64円80銭)+加工費(15円)ー洛桶売却代 (2円50銭)=線

糸20手 l樹生産費 (77円30銭〕と計算されているo

37)以上の紡績会社の金利負担状況は下綿糸紡績機工事情J

第1巻)p，45による。

38) r銀行通信録』第175号(官官繕) r五月中の大阪余激J
39) r雑誌JI~宮1035号〔明治33 ・ 6 ・ 23) r取引所商況j
40) r新綴J第164号(拐、治33・7・5) f;fヒi青:市場の近状J
41)向上， r湾問経済案報」
42) r新報J第174考(明治33・10・15)r北議事変の貿易上の影響J所裁の数字による0
43) r大日本綿糸紡績同業務合会報告』第91号(明治33・4・28)の「三月中各社製糸商
況Jによって摂津，平野荷紡績会社の場合についてみるとつぎのとおりである。

摂津紡績会社「一気時成の勢を以て右十六ヨ三百‘拾三円友二十字百拾五円の珍産主f

塁ぜしは蓋し創業以来の高度ならん歎然るに月末に奈り輸出皆無金融緊縮綿花の小

緩み等擦で不況の原図ならざるなく右十六手百参門左サモPT!六円に暴落せりJ
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平野紡綴会社「三月中の商況は原料綿花益々騰愛し糸価漸次Bl締り取引所相場の
加きは百't合五円の高{患を示し尚一層活発なる商状を呈せんとするに歪りしも中勾に

三絞り米総及印度約下溶の報に援したると輸出向不振の為め忽ちー頓疫を来し方自るに

金融必迫の為め銀行者の資金貸出を警戒せる為iこ大にf暴落するに安れりJ

44) r雑誌j第1022号(明治33・3・24) r昨年下半期紡績営業成綴J
45)庇可乙吉・前掲雲 p，49 

46)以上の操業短縮のより詳しい経過については庄苛・前掲審 pp.45-46'"ピ参照。なお，

紡綴迷合会は，操短実施とならんで，明治33王手6月16日の総会決議にもとづき明治

33年3月以降の綿糸相場の崩務は大阪糸線木線取引所における「空売良」の操行に

重要なIJR闘があるとして取引所法の改正による「空売民Jの禁止とさ出頭の応急策と

しての取引所の売買停止を政府当局に請願した。取引所倶ijはこれに対し糸価樹洛の

主因は綿糸の生産過剰にあるとの長文の反論を発表したのでるるが OT'新報.]165号

く明治33・7・15>r紡績聯合会の運動に対する三品取引所の主主党J，なお同文は「
雑誌、~ 1037号く明治33 ・ 7 ・めにも掲載されている。ちなみに，これは Fヱドヂ~綿糸

紡績史J第6巻，たま庄可.iiiJl務審にも載っていない)，結局政府の取引停止命令に
よって明治33年7月18日から2213まで大阪糸綿木綿取引所は売寅停止となった。

47)-48)われわれは部項 [2Jの注 69)において，国内市場の狭段位や海外市場への依

存度の高さからして臼本の紡療業がつねに滞在的に「過剰生産Jの問題合かかえざ

る宏えなかった毒事実を見落しているわけで、はないがそれはこの時期の日本紡績業に

一変する体質の問是重であって特定の味点で紡績業が「過剰生産jにおちこまざるを

えなかった経済的必然性を説明するものではない，としておいたが，このィなは，以

上の事実からしても明らかであろう。輸出激減期に綿糸相場が奔騰し，輸出が急増

してるにもかかわらず綿糸相場は崩落の一途をたと、っている事実は綿糸稲場の変動

が第一義的に海外市場の動向によって規定されるものでないことをわれわれに知ら

せてくれるとともに，綿糸相場崩落に集約的に表現されている綿糸紡績業における

「過剰生産恐慌J発現の経済的必然、浅は，どの時点においてもなによりもまず資本

の運動論理に郎して明らかにさるべきことをわれわれに要議しているといってよい

のである。したがって，明治31年上半期の場合もそうであったが， 33年3月末以降

の綿糸相場の崩落期における紡緩業の苦境についても，たとえばざ瓶孝子氏がそう

しているように，その原図としての金融遜迫・金利潟騰を圏内市場の狭隆性，海外

市場への依存性と同じ比重で並列させては，事情の本震を的確に捉えたことにはな

らないのである。

49) U雑誌j第1048号(明治33-9・22)r大阪の金融J
50)-51) r雑誌J第1064号〔明治34・1・19) r大阪の金融」
52) r明治三十三年日本銀行統計年報J cr金融史資料~ 19) p.402 

53) r雑誌J第1057.!j予(明治33・11・24)r取引所商況」
54) r雑誌J第1058号〈明治33・12・1) r取引所潟況」
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55) r雑誌J第1064号(明治34・1・19) r取引所高況J
56)マルクス『資本論』第1部〈青木蓄広紋) p.270 

57) -58) r銀行通信録』第182~予 cr金激史資料j 6) p.438， p.448 

59)以上の銀行恐慌のより詳しい経過についてはさしあたり大島清・前掲警 pp.222-234

を参照されたい0

60) r新報』第207号(務治34・9・15)r輿泰号と紡績会社J。この借入が高利であった
ことは， r大阪間近の紡演会社は金融の逼迫依然解けざるより，約定棉花の引取及
製品に対する融通共に大関難を極め居り，彼の高歩借入〔輿泰号からの借入れを指

すーヲ問者〕を以て漸く一時を繍縫し居る有様」とある『東京経済雑誌Jの記事

cr雑誌』第1081号く努治34・5・18>r紡績業の収利J)によって切らかである O
61) r雑誌J第1085号〔明治34・6・15)r紡績業の営業成緩J
62) r雑誌J第1080号(明治34・5・11)r取引所商況J
63) r雑誌J第1066号〔明治34・2・2) r取引所商況J
64) r雑誌3第1072号〔明治34・3・16)r取引所在五況j

IV 綿糸紡績業における「過剰生産」と織物業

われわれは，これまで，主として戦後第1次および第2次恐慌期における

綿糸相場崩落の経過と原田を検討することによって，日清戦後恐J慌期におけ

る綿糸紡績業の「過剰生産恐慌jの具体的ありょうを明らかにしてきた。本

項では，この綿糸紡績業にける「過剰生産恐探j と織物業における恐慌現象

との内麗的関連性を明らかにする。

綿糸紡績業における「過開生産Jとの関連で織物業を取上げる以上，そこ

での織物とは綿織物を指すことはいうまでもないが，局知のごとく明治30年

代〈尽涛戦後恐慌期〉における綿織物業の生産形態は多様であって，一方の極

には輸入力織機による紡績兼営織布業としての機械常J]生産の発肢があった
め〈ちじま

が，他方の極には埼玉県北部の育縞を著例とする純然たる家内工業が残存し

て必り，中間にマニュファグチュア，間最新前貸支配下の家内工業(賃織〉など

の生産形態、が広汎に存在していた。しかし，結綴兼営織布業としての綿織物

における機械制工場工業の顕著な展開は臼露戦争以後のことに麗し，また

その綿織物業における機械制工場工業が紡績兼営織布業として存在していた

というまさにそのことによって戦後恐慌期における機械昔話工場工業としての
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綿織物業の動向は紡績業の動向と基本的に同一であったとみてよL、から以下

で取上げる綿識物業とは，一般的にいって問産制前貸支配のもとにおける家

内工業ないしはせし、ぜいマニュブァクチュアの段階にとどまっていた在来錦

織物業を意味しているO ただ，綿糸紡績業の場合と異なって資料上の制約か

ら恐慌期の在来綿織物業の動向については知りえない部分がきわめて多い。

したがって以下で対象とする機業地も局部的なそれに限定され，考察もきわ

めて不十分なものとならざるをえないことをあらかじめお断りしておく O

さて，前節および本部宜でふれたように，戦後好況期における企業勃興，

投機の旺盛さらに生糸輸出不振による輸出貿易の減退などによって明治29年

秋に金融は一時逼迫状態を塁し，東京，大訳，関東機業地を中心に経済的小

波繍が生じたが， II東洋経済新報』所載「明治サ九年経済小史Jはその経過

な簡潔につぎのよう してL、るO

クライシスは去月〔明治29年9月〕中大波木綿務中の手形不渡毒事件を前駆とせり，ヌド

Jjに入りては大門新兵衛氏の頭取7こる大阪貯蓄銀行，一万二千円の約束手形不渡のため

加島銀行より財産を差押へられたるため，先つ支払を停止し，次て烏の内銀行は預金の厳

しき取附に逢い，殊に湾内紡績会:ftより一時に一万六千円を取附けられたるため，是亦

門戸を鎖して支払停止を為せり，…一大阪に此小クライシス怒りつつある認に，東京木

綿商中亦大破綻を生せり，元米木綿街中には手形の使用頗る発達したりしが，之に伴ふ

弊としては往々身分不相応の手形を発するもの少なからず，然るに比頃金融界甚た不穏

にして，言者銀行極めて警戒'a:'殻にするにより，端なくも木綿商小杉商庖先つ破産し，統

て同業者十数名陸を接して丹戸を室長し，財産主主搾頻々阻方に発せり。然るに綱主主足利等

124物地方に於て殆ど商業i二の全権を撮れる佐羽海!おま，手形滋発のため漸く敬遠の途を

梗塞し，随て機業者に渡したる数十万円の手形に対し支払を為す能はざるに歪りたれば，

是亦閉j在して手形仕払に付債権者と交渉を開くこと Lはなれり，当時足幸u桐生伊勢崎織

物地方の騒笈は未だ嘗'て聞かさる所にして，織物の売資は数週間殆と全廃に帰したり。

ニニで注目すべき点ほ，明治29年秋の経済的小波j闘の渦中にあったものは

木綿商であり，大阪における銀行動揺の発端となった不渡手形の接出人たる

大阪蓄貯銀行頭取大門新兵衛もまた大阪の綿糸商であったとL、う事実であ

る(雨毛機業池のsl継潟につてはのちにとりあげる〕。ところで，上記引用文にある
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ように，木綿荷が「身分不相誌の手形」を発行するにいたったのは，いうま

でもなく，戦後野況期における綿織物業の発展と無関係で、はなかった。

京経済雑誌Jはその間の事情をつぎのごとく報じている。 i主事費に費出した

る貨幣は各地に散在して人民の資力を増加し，俄然として諸物品の需要を域

加したるを以て，物価は治々として騰貴し，商況頬る繁栄を是せること嘗て

余輩の報道したるが加し市して就中木綿類は其需要広く且つ大なるを以て

最も盛況を塁せしことは，綿花の輸入増加，木綿紡績業の繁栄及び各地織患の

繁栄に概して明らかなり，是に於て乎当市〔東京〕内木綿商の如きも皆争ふて

其営業を拡張せし由なるが，双子木綿の如きは織麗(璽もに所沢〉との勘定一

ヶ月若くはニヶ丹後払たるを以て，耳元引を為すに便利なるに任せて充分に拡

張し，終には身代不相応に手形合援出すに歪れり Jo2) ¥，、ま第25表によって日

清戦争前後の綿織物生産額をみると明治28-29年の戦後好況期において生産

額が顕著に増大していることがわかるのであるが，こうした綿織物業の発渓

は，綿織物流通ー過程における信用の適度の勝膜をともないつつ実現含みたも

のであって，明浩29年秋の金融j富迫は，なによりもまず、木綿商，綿糸商に大

第25表 日清戦争前後の綿織物生産額の推移 (単位以下4捨5入〉

i数量!指数!儲額数愛(儲額価額 j指数
千&: 千円 千本 千円i 千円

明治'24136，1761 1001 16，34511 1，7241 582 II 16，9271 100 

25 1 40，219 1 111 1 18，403 I1 1，526 1 711 11 19，104 1 113 

261 43，6231 1231 21，69211 1，2121 61811 22，3101 124 

271 4!，)， 595 1 137 1 26，441 11 1，534 1 727 I! 27，168 1 169 

28163，，421 1 175 1 35，65011 1，130 1 1，40311 37，0531 219 

291 70，2061 1941 37，89511 1，3001 991 1I 38，886 1 229 

301 60，7141 1671 40，63411 1，7621 1，35911 41，9931 248 

31 1 63，973 1 176 147，405 11 957 1 591 11 47，9% 1 283 

32 1 70，994 1 196 1 44，871 11 1， 369 1 706 11 45，577 1 269 

331 81，1181 2241 56，43511 2，4841 1，30911 57，7441 341 

341 68，，559189 I 44，8881，4541 719 11 45，607269 

備考Ir第十八次農商務統計三受Jより作成。
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きな打撃をあたえたのであった。そういう意、味で，この29年秋の経済的小波

調は戦後好況期における経済的発展が綿工業を主軸に農閉したものであった

ことを間接的に立証しているともいえるのであるO

ところで，明治的年秋の経済的小波i隠は間もなく終息したし，木綿商，綿

糸商の経営破綻もこの時点では綿織物生産にそれほど大きな影響をあたえた

とは思われなし、。経済雑誌に機業地における恐探現象が報ぜられるようにな

るのは明治31年以降のことである。

明治31年上半期の金融逼迫・金利高騰によって紡績会社は経営困難におち

L 、り，投機者，小企業家，小銀行の破綻するものも多数あらわれたが，恐慌

の波は織物業にまでおよんだ。 u東京経済雑誌Jは関東機業地の動勢をつぎ
のように>t.zミえている03〉

金融の必迫はf可処も向じく，商工業者の困難もとより去ふ迄もなきにドに就て，殊に織

物類は売行額る面白からず，信用手形を利用して一時を淑縫L来りし忠なるが，比程米

武チH八王子の仲買磁波所林七とて同地にては有名のー商人支払停止をなし唐りしが，開

く所に依れば同庖の振出したる手形は約二十万円にして，其流通は八王子を始めとし

所沢，五日i1J，青梅等の各地に渉り，第七十八銀行，武蔵銀行，第三十六銀行，大神銀

行，五日市銀行，所沢銀行は勿論，其他機業家は債権者なるを以て，城所の仕払停止以

毛管からぬ影響を蒙むりしが，城所は遂に去 [5月〕サ七5債権者代潔人弁護士沢地甚

蔵の申請により，東京地方裁判所八王子支部に於て破産宣告を受ければ，八王子附近の

機業界ほ主主に君主よ恐慌を現出し余波を受けて新たに仕払を停止したる資継衡も二三屈

に及ベりと云ふ

事態は開宅地方機業地においても同様であって， r桐生足利地方の同業者

も今や閤難の極端に達し，続々として破綻を現はさんとするの窮境に際L，

荒井織物部の閉居するあり，一層不安の念を高めたり，……又伊勢崎地方に

も製品停滞，金融必迫の為め，当業者の閤難大方ならず殆ど危窮に瀕するも

のも両三三庖あり J4l とL、う状況であったO

それでは，この金融逼迫。金手Ij高騰期に関東地方機築地における貰継荷の

破綻がなぜ続出するにし、たったか。行論の便宜上，いまここで両宅地方機業

地における内地向織物取引慣行とそれに付随する信用機構を例にとってその
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内容にかんたんにふれながら，この点を検討してみよう 053

両毛地方機業地において買継(次〉商と呼ばれる仲買人は足利市場に関係

を有する者だけでも明治33年現在26名古どかぞえるが，丙毛地方における内地

向識物取引は輸出向織物取引の場合と異って，この貿継商の手を経て行われ

るのが一般的であった06〉貿継高は東京その他地方問屋の委託によって生産

者すなわち機屋から自己名儀で織物を買入れる。足利を倒にとると毎月 6田

市場が設けられ，貿継商i主市場に詰を開き売り込みに来た機屋と交渉し現品

検査の上取引が成立するとこれを貿入れるか，あるいは市民前に賀継高から

手代を派遣して各機置を巡回させ市自の持込みを予約しておき市場で商談を

ととのえた。買継商から機量への代金支払は，期限30日の約束手形によるの

が普通であった。機麗はこの手形をもって原料糸商からの購入原料糸代金の

支払に当て，原料糸商は銀行にこの手形の割引を求め捺料糸を仕入れるO と

ころで，買継荷は東京その他地方開患の委託で織物を買入れ，それを問屋に

送付し，織物代金，手数料〈口銭)，荷造費用，運賃立替金:等の合計を問屋か

ら受取ることとなるのであるが，問屋から貿継商へのこれらの支払は普通荷

物送状到着の日より30日以内に参着の手形または小切手で行われることにな

っていたが，多くの場合30日以上に延び，極端な場合は90E1払の手形を送っ

てくる者もあった。したがって，貿継荷は機屋に対し接出した30日払の手形

に対し問屋の送金遅延a数分の利子を自己で負担する形となり，口銭のみで

は収益は寵小とならざるをえなかった。にもかかわらず，多数の買継商がそ

の業務に従事していたのは，彼等がたんに問屋の委託貸付のみならずしばし

ば自己の計算で織物の思惑買付けを行い，注文に市じて問屋にこれを送るこ

とによって「商利ヲ獲得スルノ途]Jがあったからである。機屋への支払は

約束手形で行いえたし，開業当初の営業内容さえ良ければ機屋の信用を容易

に得ることができたから，買継商は先行き見込みさえあれば資本不相応の仕

入れをなすことは容易であった。かくて，好況期においては貿継商の多くは

少額の資本をもって多額の取引を行うことによって投機的利潤を獲得しえた

のであるが， -s..織物市況が不振となり，金融j亘追が生ずると事態は一変す
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る。織物価格の下落，信用社絶によって質継商は莫大な損失をこうむるとと

もに手形決済不能の状態におちいることとなるO 前述の明治29年の佐羽商!苫

の破綻も基本的はこうした原因によるものであり 8)明治 31年上半期の金融

逼迫期に質継商の相つぐ破綻が生じたのもこのためであった。

ところで，賀縦荷の破綻i主連鎖反応的に原料糸高や機麗，さらには銀行に

影響をおよぼし機業地全体を恐慌状態におとしいれることとなるが，ここで

機屋の恐時期における窮状のみをとりあげれば，それにはし、ま一つの原因が

あった。機業地における貫録鶏貴がこれである。栴生，足利においては「再

三年来物価騰貴して原料手間賃は三四割以上の高値となれたれども売値は其

割合に引上け難く収支償はず多少の損失を我慢して売払ひ居る機患を砂なか

らずJ9)あり，埼玉県下でも「本年〔明治31年〕は前年の好況なりしを気構へ

被濯者の気込甚だ盛なりしため給金非常に高騰し麗人当時の織物価格より打

算すると得失償ふべくもあらず去りとて独り抵給を唱ふるときは之に応ずる

ものなきゆえ不得止高給なるにも拘らず之れを雇入れ稿来米価は非常に騰貴

せるも織物は漸次低落して何れも当業者は日夜憂壌に堪へざる際又々去四月

十日頃より俄然暴落を来たし(売価は以て原糸染代丈けをも償ふに足らず其

機賃の如きは素より損失たり〉……機業家中には工女を解雇し事業主ど縮小若

くは停止したものあり然れども多くは自己の信用を損せんことを恐れ損耗を

忍んで僅かに斯業を秘続する者にして其国難実に察するに余りありJω とい

う状態で、あった。賃銀騰貴がこの期の紡綴会社の経営悶難の一つの原閣とな

っていたことはすでに明らかにしたが，以上の引用文は，機業地におけるマ

ニユブアユア経営にとっても(そしてそれが賃機の加工賃騰貴を{足したであ

ろうことによって織元<r元機農J)全体にとってもおそらく〉それは無視で、
きない問題であったことを物語っているO

以上のように，明治31年上半期の金融逼迫期に買継商の破綻や賃銀騰貴に

よって轍物生産者は大打撃をうけたのであるが，すでに明らかにしたとおり，

この期の金融逼迫は偶然的要因により強く規定されて生じたものであり，機

業地への恐慌の波及もそのかぎりで過渡的恐琉の持外に出るものではなかっ
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た。もっとも，なお音草分的なそれにとどま明ていたとはいえ，この埼;~こ綿糸

紡績業は「過剰生産恐慌Jにおちいっ1たの=で、あるから，それの具体的表現形

態たる綿糸相場の崩落が一一一商況不揺によるi綿織物需要の減退だけではなく

一一機業地の恐慌現象となんらかの関連があ引たに遭いないが，戦後第正次

恐探期にかんするかぎり，この点について報じた記事は量当らF な L、しか
し戦後第2次恐慌期においては事情は異るc

明治3.2年の景気回復期:に綿絡念物市況がいちAじるしく好転し，この綿織物市

況および綿糸市況の好転が，この期の景気閥}番電に先導的役割主主果したことに

ついてはすで、にふれた。しかし，これまたすでに暁らかにしたとおり，明治

32年末の商況不振のあとをうけてお年2月から3尽にかけての投機の盛特に

よる綿糸相場の奔騰にもかかわιらず織物幅格の上昇がそれじともなわなかっ

たことから，識物生産は不振を呈するようになり，そして， 3，)3:末以降iの金

融j逼迫に誼屈するにおよんで仇ふたたび機業地は恐;路状態におちいることと

なった。再宅地方機業地を例Jことろう O

まず， ~両宅地方機織業調査報告書』の記述を引用すればつぎのとおりで

ある 011〉

-三十三年ニ入リテハ前述ノ原因ニヨル通貨膨緩ノ結果ハ淑ク物価ノ!機資ニ表ハレ，外

国貿易ノ趨勢ノ、次第ニ我見逃ナラ品、トセシ時ニ当り， 1i黒々大阪エ綿花ノ見込験入アリ其

ノ総額九三千万円ノ多キニ達シ，輸入大ニ之レカ為メニ剰過シlE主主ノ流出スノレモノ三月

;乙ニ無慮八百万円，一時一億一千万丹台ナリシ日本銀行ノ正貨準備モ瞬ク間ニ一億円台

ニ落込し尚治々トシテ減少ノ勢ヲ改メス0 ・…・・我経済界ハ一時非常ナノレ混雑ヲ来、ン金

融ハ必迫シ株式ハ下落シ，高業再ビ不景気ノ!日状ニ復セリ。特ユ雨宅地方ニ於テハ在来

百万乃至"EI二十万円ノ資金ヲアシ盛ンニ手形ノ割引ニ従事シタル三井銀行足利支庖，念、

ニ資金ヲ間収スル必要起川良債ノ、之ヲ取立テ新ナル割引ノ申込ハ一切之レヲ拒絶スノレ有

様ナuケレハ，河毛織物市場将ニ大破綻ヲ示サムトセリ。此毒事清ヲシテ更ニ悪シカラシ

メタノレハ五月初旬ニ起リタル北清義和[5JiJノ蜂起ナリ， …・・・特ニ佐野地方ユ於ケル巾広

線縮ハ重ニ支那輸出ヲ百的トセルモノナリケレパ， ~ヒ{毒事件以後当業者ノ、非常ノ苦心ヲ

ナシ百方繍縫セノレ折柄…・・・日本銀行ハ変ラニ利子ヲ51上ケタレハ金融ハ必迫シ荷業ハ沈

滞ノ;隆弘達、ン，遂ニ依野ニ於ケル破綻ヲl品世スノルニ歪レリ Q
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この叙述は.'棉花輪入高の急増のみに着呂しデ生糸輸出の急識も輪入超過額

の激増の一原菌であったことを看過している点で不十分告さまぬがれないが，

ともかく明治33年上半期の輸入超過の増進による正貨流出が金融逼追をもた

らL，その金融逼遣が丙毛地方の織物市場を混乱させ，さらに北濡事変によ

る北濡向織物輸出の社絶によって破綻が生じたことが明らかにされている。

最初に経営破綻をきたしたのはこの時点でもいうまでもなく翼継商〈関関商

/i5..天海合資会社〉であった。

このように，再毛地方機業地における恐慌は金融逼迫にともなって発生し

たのであるが，たんにそれのみにとどまらなかった。 r東京経済雑誌Jは恐
慌期、の再毛地方機業地の動勢をつぎのように報じているのゆ

ittiこ不景気と云ふ声の来るに際し，念、に狼狽する商人は十中八九にして，叉之を狼狽せ

しむるものあり，比狼狽するものと狼狽せしなるものと椋合するところ尤も恐慌の慈し

き土地なり，我潟毛の物産地伊勢崎，柄1:.，足利，佐野に於る現時の有様是なり，共原

図は物館の低務員lJち綿綿糸の暴落より来け，此暴落の急激なるは恰も洪水の堤塘を欠察

するがま口く，俄然として起れり，為めに共用意、共滋逃に目度あらざらしめたり，是~家財

政の局に~りし人の交は免るべからずして，彼等の手を以て共生産の発達を妨害し，金

融機関の運転令停止せりと云ふも一語なかるべし止1:;1時に際L地方の銀行は中央日本銀

行i可様の猿E民主f為し，急逮貸出金を締め，手形の請求資金側室促に忙しく，茶も危し莱

も{倒れんとなして一切流通手形の割引は拒絶するに至る，抵当品の追徴利子の製増，茶

用心の周到なる終には高利袋的の挙動を為すに奈る， fをに於てか織震も倒れ，賢次夜も

倒jれ，さなきだにち支柱を以て綾に古住持せし者に於ては，見るも憐れに破産するの遼に遜

ふ，今茶分類をなして其必要を示せば，寅次潟の倒産は其貿入物品の見込買，若くは得

意先の不手廻り等に原因して，銀行の処置に於て幾分倒産の需助をなせしもあり，書主党

寅次仲間の組合規則不完全にして，各自営業を震ぜざるに図る，織屋に在ての倒産は愛

に生糸の暴落に基けり，昨年より本年にかけ生糸綿糸の景況は突に如何なる高倍に達す

るか，其騰貴の極度を知るに苦めり，為に半歳若くは一年に用ふる原料念用意し叉:は

見込を以て弓の使用以外の絹綿糸の質入を為し，之を銀行に托して融通せLもの，是号事

の入は織物の下手喜に先立ち共原料に於て大なる損失をなし織物i主発行慈〈室長行は抵当

不足を読求し，手形のi涜通を塞がられ，終に恐慌のj雨中に沈没するに至上Lるなり
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ここでは，金融逼迫，織物市況の不振とならんで原料糸(生糸および綿糸)

の価格の急落が商毛地方機業地の恐慌の要閣のーっとなっていたことが指摘

されているO すなわち，明治32年下半期以降綿糸松場は高藤し，生糸相場も

輸出の増進にともなって上昇し，機業家はこれら相場の先行き高値を見越し

て多量の原糸を買入れていたのであるが， 33年 3月末以降綿糸板場が崩落

し，生糸も輸出不援におちいって価格の低落をきたすや機業家は「織物の下

落に先立」って多大の損失をこうむることとなり，両毛地方機業地はこの面

からも恐現状態を呈することとなったので、ある。

第26表戦後第2次恐慌期の足利・桐生の織物生産高 (単位:1，000円)

足 幸サ 柄 生

綿織物 絹綿交織物 綿織物 絹織物 絹線交織物 綿織物

明治33 1，906 2，568 2，750 6，661 5，501 88 

34 869 2，187 2，667 7，271 5，336 132 

備考:(1) 足利は『足利織物史J下巻 pp.212-213による。

(2)禍生は『椀生織物史』下巻 p.534による O

いま，足利，樹生の織物種731]の戦後第2次恐慌期の生産高をみると第26表

のとおりで，足利は綿織物・絹綿交織物中心，棋生i土絹織物・絹綿交織物中心

というように地域的差異があったが，絹綿交織物をふくめて考えれば雨毛地

方機業地にとって綿糸は生糸とならぶ重要な原料であったことは明らかで，

しかも，たとえば足利における明治39年の綿織物生産費調査によると綿糸価

格の生産費に占める割合は約5割，明治36年の一機業家 (1元機屋J)のそれ

は 8割以上におよんでいて 13) 綿織物生産費に占める綿糸倍格の比重はきわ

めて大きかったから，機業家にとって綿糸相場の動向は織物生産に重大な影

響をおよぼすものとして決定的意義をもっていた。明治33年 2月から 3月に

かけての異常な投機相場の現出は前項で明らかにしたごとく，綿糸需要の

減退とし、う結果をまねきはしたが，それ以前の相場上昇期には先行き高植を

見越しての機業家による多量の綿糸の買入れが行われたで、あろうことは，以
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上の点からしてまず推測に難くないところなのであるO しかも，その時期に

は買継商の手形による織物の思惑買付けも増進したで、あろうから，操業家に

とって綿糸の多量な買付けは容易に行われえたはずで、ある。

明治33年 3月末以降の金融逼迫による綿糸定期市場における投機の破淀，

棉花相場の低落，紡績会社の投げ売り等にもとづく綿糸相場の崩落は，相場

高騰期に多量の綿糸を買いこんでいた機業家に莫大な損失をもたらしたが，

そして，それは前記引用文にもあるように機業家の思惑の失敗を意、味するも

のでもあったが.たんにそれば、かりではなく，両毛地方機業における「過剰生

が綿糸相場の崩落を一つの契機として顕在化したことを意味していた。

というのは，好況期においては貿継商の手形濫発による織物の思惑買が増大

しそれにともなって「機麗ハ生産過剰ヲ起コJ す傾向がつねにみられた

のであるが，14)機楽家による綿糸の多量な買付も，たしかに一面では投機的

要素が強く介在していたとはいえ，基本的にはそうした買継潟の需要に応じ

るための織物生産の増大の必要性から生じたものとみなければならないから

であるO

ところで，明治33年第2・四半期の綿糸棺場の崩務は機業家にのみ影響を

およぼしただけで、はなし、。前述のように，この時期に雨宅地方機業地におい

ても金融は逼迫状態を皇し買継商の破綻が生じたが，その破綻はたんに金融

逼迫のみによるものではなく，織物価格がやはりこの時期にL、ちじるしく低

落し，それが織物の投機的買付けを行っていた買継高に損失をもたらしたこ

とにも一半の涼閤があった。前記の足利の買継商関岡高自を例にとれ;ま，

f関関商!加工去る明治三十年十月を以て開業したるものにして毎市の取引高

も五六千円に満たず，部して茶資本は間見の親戚なる足手IJ郡栗谷村和田秋蔵

氏より出でしのみならず実際営業の衝に立てるもの11'和田氏なるが関田氏は

昨年秋問地の市JII安左衛門氏が生糸の見込買を為して失敗せるを款はん為め

三万三千余円の融通手形を発行したるに四月来関沼氏の本業たる木綿縮の相

場暴落したるより忽ち資金の融通に究して五月三十日に至り遂に支払を停止

するの己むを得ざるに至りしものJ15l であって，関田高屈の経営破綻のー原
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間は綿織物根湯の下落にあったのである。天海合資会社の場合も，破産時点

の資本金は 2万円であったが手形による思惑買いで縮織物9万反を有してお

り，相場下落のため 1反当40銭，合計 36，000門の損失をこうむっていた。1お

そして，この織物価格の下落は，恐慌の進行にともなう需要の減退，北済事変

の影響による輸出不援によっても促がされたで、あろうが，それはまずこの

時期に原料糸(ここではさしあたり綿糸〉相場の崩落によって生じたのであるO

足利において「四月下旬に杢り関泊嘉平治支払を停止し其他危換に額せる荷

倍少なからず佐野の如きも支払停止に至りし高賠あり人心頗る疑慎の状あり

取ヲlも皆無の姿J17lとなったのも「綿糸下落の結果織物の相場下落せる際金

融必迫して銀行の警戒甚しく J18) なったためにほかならなかったので、ある O

明治33年の金融逼追期における両毛地方機業地における恐J慌の経過と原因

は以上のごとくであるが， 翌34年， 銀行恐慌が発生し金融がふたたび梗塞

状態を呈するにし、たって両毛地方は再度恐慌にみまわれた。すなわち，誕生ド

2月伊勢崎の機築家兼買継商下城弥一郎が機業家に対する貸金の間収不能と

織物相場下落によって10余万円の負置を皆済できずついに支払停止のやむな

きにいたり，これと前後して佐野，足利でも買継務の破綻が生じ 2月15日

足利近郊の阿部茂吉の支払停止によってこれと関係ある買継商2名が同様の

事態、におちいり，同月20日に足利の貿継兼呉販商大月弥一郎が， 23日には丸

山芳蔵がそれぞれ支払を停止しさらに訪日には佐野の買継商湯本定兵衛が

支払を停iとして姿をくらました019〉このように， 34年 2月から貿継商の破綻

が続出し，機業家もその影響をうけて営業を中止するものが杷ついで生じ

70軒におよぶ機屋がこの時期に倒産したといわれているoZO〉L、うまでもなし

この時期の恐慌も銀行恐慌の進行にともなう金融梗塞によって再毛地方の信

用が杜絶したことに主罰があったとみてよいが， 34年 2月以降の綿糸相場の

低落(前掲第3~参照〕も綿織物穏場に影響してそれを低落せしめ，貿継商，

機業家の損失を大ならしめることによってその恐慌を一層深刻なものとした

であろうことは33年第2・四半期の場合と同様であったであろうと思われるO

それ:主ともかく，前掲第26表にみるとおり，桐生の場合は絹綿交織物のみであ
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るが足利の場合はすべて明治34年の生産高は前年より減少をみせていて恐慌

状態を一応反映させている(柄生では明治33年の生産高は前年より873千円減となっ

ていて33年時点の恐慌状態、を反映しており， 34年は33年より増加しているとはし、ぇ， 32 

年の水準よりはるかに下廻っている。)211 そして， この戦後第2次恐慌の織物業

への波及が再宅地方機業地の特殊例で、なかったことは，前掲第25表に明治誕

生子の綿織物生産高が数量，価額いずれにおいても前年より著減してい

に徴してほぼ現らかであろう 022〉そして，この34年の銀行恐慌期における綿

織物生産の減退が綿糸紡績業における「過剰生産恐溌」の促進要国となって

いたことは，すでにみたとおりであるO

以上，戦後第1次恐慌および第2次恐慌期における荷毛地方機業地の動向

を瞥見し，買継商の破綻と倒産，機業家の休業・倒産と織物生産高の減少と

いった同地における恐慌現象が，一つには金融通迫による同地の信用機構の

と混乱に起閤ずるものであり，いま一つには一一それは第2次恐慌期と

くに明治33年第2・四半期の恐環過程についてのみ資料的に確認しえたにす

ぎないのであるが一一綿糸紡績業における「過剰生産恐慌Jの具体的表現た

る綿糸板場の崩落に由来するものであったこと〈輸出不振による生糸相場の低溶

も雨毛機業地の場合は重姿な原因となるが，ここでは綿糸紡績業の「過剰生産」との関連に

問題をさしあたり限定しているので， 生糸相場の変動の影響については消略している〉

をある程度明らかにしえた。もちろん，第2次恐慌の進行にともなう織物需

要の減退や北清事変の影響による織物輸出の杜絶の影欝も無視できないが，

これらは恐慌状態をより深刻化させた要国とみるべく，丙毛地方機業地にお

ける恐慌発現の藍接的原因は以上の2点にあったことは l、L、えてほぼ誤り

なかろう O

ところで，まず第2の点からみていくならば，買灘高，機業家に打撃をあた

えた織物価格の急落の甚接的原因が綿糸相場の崩落にあり，またその綿糸槙

場の崩落が多量の手持綿糸をかかえていた機業家に損失をあたえその休業・

倒産を促したということは，両宅地方機業地における恐慌の，綿糸紡績業の

「過剰生産恐慌Jに対する受動的性格を示すものにほかならなし、。すでに明
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らかにしたとおり，明治33年3月末以降の綿糸相場の急落に具体的かつ集約

的に表現されている綿糸結緩業における「過剰生産恐慌J~i，罷の内外の綿糸

需要の減少の結果として生じたものではけっしてなく，前年末以来実体的基

礎が徐々に消滅しつつあったにもかかわらず投機の盛行による綿糸相場の奔

騰と綿糸生産高の増大という外面的繁栄を持続していた綿糸紡績業が輸入超

過の激増にともなう正貨流出ー→良銀正貨準備高の急減に基本的原因おく金融

通迫・金利高騰に直面して経営困難におちいったことによって発現したもの

であった。現象的には金融逼迫による綿糸定期市場における投機の破綻が藍

捺的契機となっており，棉花相場の崩落もまたそれに重大な影響をあたえた

が，資本の再生産過程に却してみれば，基本的原因は如上の点にあったのであ

る。つまり，それは綿機物業の動向からは一応相対的に独自の原閤によって，

換言すれば勧績資本のいわば癌有の運動法則に深くねざした原因によって発

現したものであったのであるO かかる原閣によって生じた綿糸紡績業におけ

る「過剰生産jの顕在化を意味する綿糸初場の崩獲が両毛地方機業地の恐慌

の主要なー康問であったということは，したがって，南毛地方機業地の恐慌

の受動的性格に対する綿糸紡績業における「過剰生産恐探jの能動的性格を

示すものといってよL、。

しかし，この点は，たんに綿糸相場の崩落の両毛地方の綿織物生産におよ

ぼした作用のみについていいうることではなL、。前述の原因の第1の点，す

なわち明治33年3月末以降の金融逼迫・金利高騰も，これまたすでに明らか

にしたごとく，明治32年の景気回復期以降の綿糸紡績業の動向と深いかかわ

りをもつもので、あった。すなわち，明治32年の景気回復期以来の紡績資本の

拡大再生産過程に基礎をおく棉花輸入高の激増が，対米生糸検出の激減とな

らんで金融逼追の主要な原閣となっていたので、ある。両毛地方の買継商，機

業家の破綻や倒産を惹起ぜしめた寵接的原閣のーったる金融逼迫とそれにも

とづく同地の信用機構の破綻と混乱が，このように紡績業の動向ないし紡績

資本の運動とも密接な関連を有するものであったということは， したがっ

て，両毛地方機業地における恐探の発現がこの面でも綿糸紡績部門における
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「過剰生産恐探J お~、然化させた資本の運動に一一この場合は間接的にでは

あるが 規定されていたことを物語っているといえるのである。

このように，戦後第2次恐涜期において雨毛地方機業地に生じた恐時現象

は，綿糸紡綴業の「過剰生産恐慌」ないしはそれを必然化させた紡績資本の運

動と密接不可分の関係にあり，そして後者の能動的性格と前者の受動的性格

をわれわれはそこに確認できるのであるが，前述のごとく，両毛地方機業地

における恐慌現象も結島のところ買継商を媒介とする過度の常用膨肢にとも

なって累積された生産過剰の，信用社絶と糸価崩落にもとづく顕在化にほか

ならなかった仰ので、あって，われわれは，ここから戦後第2次恐時発現時点

において綿糸紡綴業がおちこんだ「過剰生産Jの「能動的ないし積極的J性

格とそれに対する綿織物業の「過剰生産Jの「相対的または受動的J性格を

認めることができるように思うのであるO

もとよりず本項で対象とした機業地は関東地方の一地域のそれにすぎず，

両毛地方自体綿織物主産地とは必ずしもいえないのであって，叙上の不十分

な考察からただちに綿糸紡績業における「過剰生産恐慌j と綿織物業の恐慌

期の動向との内面的関連性にかんする一般的結論を引き出すことは厳に慎ま

ね;王なるまL、。しかし，日本における「産業資本確立期Jの問題を吟味する

という角度からの恐慌史研究の未熟な現状のもとでは，きわめて限られた不

十分なものでしかないが，以上の考察にもとづいてわれわれは，本稿腎頭で

設定した課題に対し少くともつぎのような結論だけはあたえることができる

ように思う O

すなわち，日清戦後恐慌期はもとより明治40年代初頭においても「資本制

的諸関係の顕著な展開jは，たとえば綿糸紡績業のごとき「尖端的J工業部

門での現象にすぎず，その庇辺には地主観下の小農民経営とかたく結びつい

た綿織物業のごとき部屋制家内工業が広汎に存在し， 後者が前者すなわち

「部分的な資本1111]生産様式の高度の発展の市場条件をなす」というかたちで

両者が「有機的Jに連結して「現出 jしていると L、う統計分析による数量的
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観察の結論にもとづいて日本における産業資本確立の時期にかんする通説に

疑問をなげかけ， その時期を， たとえば綿織物業のごとき定来工業部門に

までJ機械が導入されて伝統的生産形態が解体しはじめる， したがっ

分離を不完全ならしめている従前の工業生産自体の内部的な

期を酷することとなる「大正初期Jに求められうるかのごとき推論を行う見

解は，通説の「産業資本確立期」にふくまれる日清戦後恐慌期において演じ

た「尖端的J工業部門たる綿糸紡績業における「過剰生産恐慌」の伝統的生

産形態をとる在来工業部門たる綿織物業における;過剰生産恐慌jに対十る

積極的かつ能動的役離を看過している点において重大な欠陥をもっており，

その疑問は当をえたものとはいえず¥その推論もけっして説得力を有するも

のではないということ，これであるO

資本主義は，本来，好況・恐慌・不況を 1サイクノレとする産業錯環を通し

てしか発援しえず，臼本資本主義の場合ももとよりその例外ではなL、o fJ 

戦後の好況から恐探への推転過程において顕在化するにいたった綿糸紡績業

における「過剰生産」は，繰り返し述べてきたように，海外および圏内のたん

なる綿糸需要の減退 Cf市場条件」の変化〕によって生じたものではけっして

なく，後進資本主義国日本の紡績資本に特有の資本の拡大再生産過程の進行

それ自身の内部に蓄積された矛盾の顕夜化にほかならなかったし，そういう

意味で、それは紡績資本の運動の一つの帰結で、あった。そして，紡績業におiす

るこの「過剰生産Jと恐慌およびそれを必然、イじした資本の運動は，綿織物業

の受動的「過剰生産jの顕在化を誘発して綿織物生産地帯を恐慌状態におと

しいれた。それはけっして綿糸紡緩業と綿織物業の如上の意、味での「有機的J

結合の所産ではなかった。機械制工場工業として確立Lた綿糸紡績業の，

好況から恐慌への推転過程すなわち産業指潔過程におけるかかる積極的・能

動的役割(ここではまたi戦後第1次恐慌からの明治32年の景気回復過程における綿糸紡

績業の主導的役割にも注回する必要がある〉 に費目するかぎり，われわれは統計

分析による数量的観察にもとづく如上の見解をそのまま容認するわけには到

底いかないのであるO 機械制工場工業ーとして確立した工業部門の関民経済に
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おける「決定的で主導的な役割」を，もし産業循環における当該工業部門の

「決定的で主導的な役割」としておきかえることができるとするならぽ，わ

れわれの如上の分析は，綿糸紡績業が通説の「産業資本確立期…!の日本資本

(臼木の国民経済〉においてかかる役割を演じたものとして評留するに足

る必要条件の，少くともその一つを切らかにしたことになるはずである。

1) r新銀J第47号(明治30・3・5) I明治世論九年経済小史(英五日。なお，このより
詳しい経過については滝沢夜七・前掲書 pp.487-494参照。

2) r雑誌』第846号(明治29・10・10)社説「東京市内木綿商の危急J
3) u"雑誌J第930号〔明治31・6・4) I機業界の恐慌」
4) r雑誌、』第931号(明治31・6・11) I関東機業界の恐慌J
5)以下の雨毛機染地における取引形態および信用機構にかんする叙述は東京高等商業

学校「雨毛地方機i設業調交報告書警JI(明治33年〉および Y足利織物史』下巻による。

6)輸出向織物取引，とくに絹織物の場合のそれは直接外国商館と元機墜との間に行わ

れて貿継薦はそれに関係しなかった。しかしこれは足手l路茨物の場合であって，柄~

においては輸出向織物の場合も貿継商の予を通じて行われており，取引形態の外形

は少くとも内地向織物の場合と向ーであった(前掲「跨毛地方機織業調査報告書室J

p. 231)。ただ，その内容においては若干相違があったが，ここではこれ以上深く立

入る必要もないと思うので消絡する。

7)前掲『雨毛地方機織業調まま報告書JIp.159 

8) ここで「基本的にはJといったのは，rr.号毛地方機織業調査報告書』に佐羽商庖破

綻の一つの原因として当主の私生活の饗修や庖員に対する監督不行屈が指摘されて

いる (pp.300--301)からである。

9) r新報J第'94号〔明治31・7・5) I雨宅機業家の現状」
10)向上， I埼玉県下機業の景況」

11) r両毛地方機織業調査綴告書JIpp.305-306 
12) r雑誌J第1035号(明治33・6・23) I両毛地方の驚慌」

〈ママ3

13) r足利織物史J下巻 pp.208-209
14) r同毛地方機織業調査報告審JIp.211 
15) r銀行i遺伝録J第175号「雨毛機業地金融界の困難」
16) r跨毛地方機織業調資報告審JIp.316 
17)-18) r銀行通信録』第174号「各地金融市場の危機j
19)以上 F潟毛地方機織業調査報告書JIpp. 306-307参照。

20) r足手防法物史』 下巻 p.72 
21) r栂主主織物史J下巻 p.534参照。
22)もっとも，第25表によれば戦後第2次恐慌発生時点たる明治33年の生産高は前年よ
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り大であって，この点のみからみるかぎり31年の綿織物業においては恐慌の影響は

まったくなかったかのごとくであるが，前述のように雨毛地方機業地においてさえ

地域によって生産高の推移には大きな差異がみとめられるのであって，まして全国

の織物生産地携をとってみれば恐慌の波及の度合はさまざまであったろうと考えら

れる。したがって綿織物生産高が33年に増大しているからといって一概に織物業へ

の恐慌の影饗がまったくなかったとはし、えず¥地域によって生産高の減少を来した

機業地もあったはずである。ただ，それが明治33年については年間の全罰綿織物生

産高の総計価額には明瞭に反映されていないだけである。しかし翌34年について

は年間の総生産価額にも切らかに恐慌の影響が認められるのである。

23) もちろんこの「過剰生産恐慌Jの渦中にあったものは織物生産者にかぎってみれば

それは直接的にはマニュファクチュアもしくは間農家内工業の経営主たる「元機霞」

であった。 r元機屋」の下には多数の資織業者が存夜し製織工程はもっぱら彼等の
担当するところであり， r元機屋Jはこうした笈織経営を主要な基畿としていたが
(明治30年代の雨毛地方機業地の生産形態については『足利織物史J下巻第3綴第

3章参照)，これら賃織業者はもとより独立経営主で、はなかったからこれら直接生

産者の場合は「過剰生産Jという問題は起りょうがなかった。しかし「元機屋」の

「過剰生産」が顕在化し彼等の破綻・休業が続出すれば賃織業者もまた自己の労働

力の一つのZ重要な再生産基盤を失って苦境に立たざるをえなかったから，頁継商の

破綻に端を発して連鎖反応的に拡大していった雨毛地方機業のお晶君羽生産恐慌」は

これら主主織業者をもその渦中に巻きこんでいったとみなければならないのである。

第4節綜括と展

一般に，いかなる経済的ないし歴史的事象をもって一国民経済における

業資本確立の具体的指標となしうるかとLづ問題は，必ずしも解答容易な問

題と?土いえず¥まして日本のような後進資本主義富の場合には，先進資本主

〔たとえばイギリス〉の場合と同様の意味内容における「産業資本確立期」

なるものがはたしてありうるかという問題もあって，それはきわめて困難な

問題といわざるをえなL、01〉 しかし，最先進資本主義国イギリスについてい

えば1825年の最初の循環性全般的過剰生産恐慌をもって当該国民経済におけ

る産業資本確立の具体的指襟のーっとみることについてはまず異論のないと

ころといってよく，したがって，後進資本主義国における産業資本の確立の兵
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体的指擦を求めるにあたっても当該国民経済の産業循環における好、況局面か

ら恐慌烏面への推転過程の兵的体分析にもとづいて諸恐協の史的性格を解明

することを一つの課題とする恐慌史研究が重要な手掛りをあたえるであろう

ことは，これまたし市、えてまず異論のないところと考えられる。もっとも，後

の場合それをとりまく国際的環境や歴史的条件に規制されてそ

の資本主義化の道程は先進資本主義国とは自から異ならざるをえず恐慌発現

の具体的プロセスもしたがって後者とは異った多様な形態をとるであろうこ

とは推部に難くないのであって，まして恐慌の発現形態が大きく変貌しつつ

あった世界資本主義の帝国主義段階への移行期に資本主義化の道程をたどり

はじめた日本においては，恐探の発現形態が自由主義段階の最先進資本主義

閣のいわば古典的発現形態と同ーの形態をとりえないことはむしろ当然、とさ

えいえるのであるO しかL，日本が世界資本主義の帝国主義段階への移行期

に資本主義化の道程をたどりはじめたというまさにそのことが，日本のおか

れた地理的条件と相まって，綿糸紡績業を明治30年前後に日本資本主義の中

心的な機械告1]工場工業として確立させ，その限りで「産業資本確立期」の最

先進資本主義国イギリスの産業構造と外面的共通性をもたしめるにいたった

のもまた事実であったのであり 2) そして産業資本確立の具体的指標のーっ

たりうる最初の全般的過剰生産恐慌の「全般的j性格なるものが特定工業部

門の「能動的ないし積極的過剰生産jに誘発されて発現するものである点に

かんするかぎり先進閤，後進簡を問わず共通性をもつものであってみれば，必

ずしも古典的発現形態をとるとはいえない後進資本主義国臼本の特定時点の

恐慌現象のなかにも，その実態と性格の解明を通じてイギリス資本主義成立

史上に占める 1825年恐慌の薩史的意義と類似の意義を探求しうる余地はま

ったくないとはいえないのである。 通説の「産業資本確立期Jにおいて発生

した臼清戦後恐慌の性格規定を唆昧にしたまま統計分析による数量的観察に

主としてもとづいて通説の「産業資本確立期Jに疑問をなげかけ，それを

「大正初期Jに求めようとする見解の;存在することを考慮にいれるならば，

こうした点の解明こそむしろ日一本における「産業資本確立期Jの問題を吟味
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するにあたっての必須の課題とさえいえるのであるO

われわれは，ほぽ以上のような問題意識にもとづいて通説の

立期Jに発生した日清戦後恐慌をとりあげ，これまで，日清戦後の好況局面

から恐慌昂間への推転過程において発現した綿糸紡綴業における

恐慌Jの実態と性格を解明することに主題の中心をおいてまずその「過剰生

産恐慌J発現の経済的必然性を追求しそれが後進資本主義問日本に長いて

機械制工場工業として確立した綿糸紡績業に固有の資本の拡大再生産過密に

はらまれてきた矛震の顕在化にほかならず， r過剰j生産恐慌」はその意味で訪

績資本の運動の必然的帰結で、あったことを明らかにした。戦後第1次恐慌期

における「過剰生産恐慌」はなお偶然的要因により強く規定された部分的か

つ過渡的性格のものであったが，第2次恐慌期においてそれは如上の性格を

明白に露呈していたのであるO 第2次恐境期の「過剰生産恐時Jの契機とな

った33年3月末以降の金融逼迫・金利高騰のー塚田;主欧米の景気後退に由来

する生糸輪出の激減にあったが，恐探;土木来日主界市場恐毘として発現するも

のである以上，それをたんなる偶然的要国とみるわけに立し、かないのであ

る。もっとも，生糸輸出の動向がわが盟の「景気変動Jに特によってi土決定

的影響合あたえていたということは，戦前の一一少くともこの段構の一一日

本資本主義の再生産構造の特質に由来するものとみなけれぜならなL、。製糸

業は幕末の謂港以降とくに明治維新以後の政府の積極的保護育成政策を通じ

て対外支払手段獲得のための重要な輸出産業としてわが国国民経済のなかに

位置づけられ， 日清戦後のこの段瑞で;土綿糸紡蓄電業を主軸とする資本主義明

発援に応ずる生産手段獲得に必要な輸出産業として日本資本主義

造のなかに深く緩みこまれていたのであって 3) 日本資本主義の拡大再生産

過程は生糸輸出の動向に一間で強く制約されざるをえなかったからである。

なお，この点に関連して，われわれは日清戦後の「過剰生産恐慌」一一〈

こでは綿糸紡績業におけるそれに一応限定しているのである ブ匂

ロセスに見出される特徴のーっとしてさらにつぎの点に注百しておく必要が

ある。それは，恐慌発現の契機となった金融逼迫・金利高騰は主として輸入
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超過の激域にもとづく正貨流出の増大が日銀正貨準備の激減をもたらした結

果として発生しており，その;意味で外題貿易の逆調→正貨流出と恐慌の発現

とは誼接的関連を有していたということである。抽象的な恐涜理論を構築す

る場合とは異なり現実の具体的恐慌を対象とする恐慌史研究においては外国

貿易の動向およびそれと官接に関連する閣内の世界貿幣としての貴金鴎準備

高の増減を恐慌発現の重要な原因をなすものとして研究の視野のなかに穣極

的に導入する必要のあることはいうまでもないがYたとえば 18世紀中葉の

諸恐需がそうであったように，現実の恐慌といえどもその発現の契機はそう

した要因から常にあたえられていたわけて、はなL、05〉 ところが，日清戦後の

恐慌にあっては第1次恐慌，第2次恐慌いずれにおいても直接的契機となっ

たものは外国貿易の逆調→正貨流出の激増に主としてもとづく金融逼迫・金

利高騰であったのであって，このことは，個別産業資本の資本蓄積の低位性

と後進資本主義国の資本蓄積様式の特性にもとづく産業資本の銀行依存度の

さ，そして銀行の「機関銀行」的性格に由来する閣内の貴金膳準備に基礎

をおく中央銀行(日銀〉の信用創造に対する依存震の高さというこの時期の

金融構造の特質に由来するものであり，総じてこの段階の日本資本主義の資

本蓄積の低位性と特質の反映にほかならなかったのであるO

さて，日清戦後恐慌期の綿糸紡績業における「過剰生産恐慌j発現の経済的

必然性を一応解明したわれわれは，つぎにその「過剰生産Jが当の一般的恐慌

現象とどのような内面的関連性をもつものであったかに娘を移し，両毛地方

機業地の具体例にもとづいて，この期の織物生産地帯における恐境現象の内

実も結局「過剰生産恐慌jにほかならず，しかもこの「過剰生産恐慌Jは，綿

糸紡績業における「過剰生産恐慌」を必然化した紡績資本の運動に主閣の一

つをおく金融逼迫と当の「過剰生産恐慌Jの具体的表現形態たる綿糸相場の

崩落を直接的契機として発現するにいたったものであることを明らかにしな

がら，戦後恐慌期において綿糸紡績業がおちこんだ「過剰生産Jの「能動的な

いし積極的J性格の一端をきわめて不十分ながら一志検証したのであった。

もとより，たとえ繊維工業がこの段踏の日本資本主義の主軸的産業部門で
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あったとはいえ，そしてまた鉄鋼・機械器具工業の多くの部分がこの段階で

は官営軍事工業によって代位補充されつつかかるものとして「過剰生産恐慌j

の持外におかれていたとはいえ，繊維工業内部の「過期生産恐探Jの内面的

関連性を明らかにしただけでは，日清戦後における全般的過剰生産恐慌の

現とそれにおける綿糸紡績業の「過剰生産恐慌jの能動的役割とを十分に明ら

かにしたとし市、えないことはいうまでもなし、。しかし，他面，たとえば戦後第

2次恐慌期において九州石炭業が石炭需要の減退によって操業短縮を実施せ

ざるをえなかったのごとく「過剰生産jはたんに繊維工業内部のみの問題で

なかったのであり，そしてまた紡績資本の拡大再生産過程に一つの基礎をお

いていたこの期の金融逼追・金利高騰によって商工業活動全般が沈衰し明ら

かに恐慌現象を呈してL、たことも事実であってみれば，日清戦後の好況から

恐慌への推転過程におドて果した機械1/J!J工場工業として確立した「尖端的」

工業部門たる綿糸紡績業の主導的役割を認めないわけはし、かないのであっ

て，われわれはここから明治30年代のわが国国民経済におし、て機械制工場工

業が決定的で主導的な役割を演じていたと捉え，通説のごとくほぼ明治30年

代をもって日本における「産業資本磯立期Jとすることには恐慌史研究の立

場からしてもそれなりの根拠があると推量するのである。

ところで，一般に恐J慌史研究はたとえ特定時点の恐J慌を対象とする場合で

も諸国民経済の産業循環過程における恐慌現象の叙述にとどまりえないこと

はもちろん，そうした恐罷現象を必然、化した好、況局面から恐慌局間への推転

過程の具体的分析をもって終るものでもなL、。それはさらに恐慌局面から不

況局面への移行過程の具体的検討さど通じて諸盟民経済における資本制的蓄積

の進行過程をその特質におし、て明らかにし，恐慌を契機に諸国民経済がその

資本蓄積構造においてどのような推転をとげその内部にどのような新たな矛

盾を醸成していったかを解明することをも重要な課題としているO 本稿の叙

述はもっぱら日清戦後の好況局面から恐、協局面への推転過程と恐斑期の分析

で終っており，しかも綿糸紡綴業のみに焦点を合わせたことによってその分

析自体きわめて不十分なものとならざるをえなかったので、あるが，叙上の最
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後の課題についてはまったく考察がおこなわれておらず¥その意味て、本来産

業循環史研究としてあるべき恐慌史研究としては本稿は重大な欠陥を有する

ものとなっている。ただ，この点にかんし日清戦後恐慌以後の展望としてつ

ぎの事柄にはぜひふれておく必要がある。それは，日清戦後の恐慌期から不

況期7)にかけて進行する好況期に累積された日本資本主義の諸矛盾の暴力的

調整と新たな資本蓄積構造の生成は，資本の集中を前提とする「独占Jの早

熟的な生成過程にほかならず，したがって，日清戦後の恐慌を仮に日本にお

ける産業資本確立の一指標たりうる語の厳密な意味における近代的恐慌の最

初の発現として把握できるとしても，日本の恐寵史においてかかる意義を有

するものとして捉えられうるのはこの恐探のみで-あり，これにつづく産業循

環の恐慌局面はもはや「独点J生成期のそれとしてその恐境の発現形態およ

び性格は日清戦後のそれとは白から異ならざるをえないであろうということ

であるO

明治33年に79社(会社数のどーク〉を数えた紡績会社はその後減少の一途を

たどり37年には49社となるがこの会社数の減少は戦後恐慌期から不況期にか

けての綿糸勧績業における企業集中の進行を示すものにほかならなかったO

この企業の集中は周知のごとく明治29年の伊勢中央紡績の三重紡績への合併

合もってi寵矢とL， 32年には三池紡績が久留米・熊本2社合吸収して九州、!紡

となり，また鐘出i紡績が上海紡績・柴島勧緩・河列、!紡績を買収合併し，さ

らに岡山紡績が西大寺紡績を合併するが，翌33年以降さらに企業集中は急速

に進行するO すなわち， 33年 1月さきに解散決議を行った朝臼紡績を中心に

大阪令悶紡績が設立をみ，同社は6月天満紡績を合併する。同年 1月にはさ

らに鏡淵紡績が淡路紡績を買収し 5月には平安紡績が伏見紡績を合併して

いる。こえてお年3月摂津紡績が大和紡績を合併， 7月鐘淵紡績が九州紡績・

中津紡績を， 10月摂津紡緩が平野紡綴をそれぞれ合併した。 36年にはL、ると

2月岸和田紡績が泉州紡績を，大阪合同紡績が明治紡績を，内外綿会社が大

波撚糸会社をそれぞれ合併し 3月福島紡績が福山紡績を買収し9月には伊

予紡績をも買収する。そして向年7月には富士紡績が小名木川綿布会社，臼
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本絹綿勅績会社を買収している08〉こうした企業の集中は明治 40年代にはい

ると一層顕著となるのであるが， 日清戦後恐協を転機とする資本の集中はた

んに紡績業にとどまるものではなく，銀行資本においてもその傾向が現われ

はじめ，全国銀行数は明治34年をピーグに以後減少過程にはいるのであるO

日清戦後恐探を転機とするこうした企業集中傾向の現出にはわが冨産業資

本の企業形態、がそのおかれた後進国的諸条件に規定されて早期から株式会社

形態、たらざるをえなかったという事情が強く作用していたことはいうまでも

ないが，ともかくこうした綿糸紡績業を先駆とする日清戦後恐慌期から不況

期にかけての企業集中の進行は，この間の紡績連合会のカルテル活動の強化

とあいまって日本における「独占Jの早熟的生成の端緒をなすものであり 9)

それはR清戦後恐慌期において綿糸紡緩業に集約的に顕在化するにL、たった

日本資本主義の諸矛盾の暴力的調整を通じて生成してきた日本資本主義の新

たな蓄積構造を示すものにほかならなかったので、ある。もちろん，この新た

な資本蓄積構造がより明確な形をとってくるのは日露戦後の好況を経て日本

資本主義が三たび恐慌局面をむかえた以後のことであり，したがって，そこ

では恐慌の発現形態自休日清戦後の場合とは自から異ならざるをえなくなっ

てくる。ただ，しばしば不況の慢性化傾向の現われとして捉えられる日露戦

後の恐慌の形態変化を園内の「独占Jの生成との関連のみにおいて理解する

とすれば，それは重大な誤りを腎すことになり，そこでは当該段階のお本の

帝国主義的諸政策との内面的関連性を見落すわけにはし、かず¥恐慌の形態変

化の主たる原閣はむしろ後者を積極的に明らかにすることによってはじめて

把撞しうると推量できるのであるが，この点の主主体的検討は今後のわれわれ

の課題であり，近い将来それを果したL、と思う O

1)後進国についてはもちろん，先進霞の場合でも必ず、しも容易な問題とはし、えないこ

の問題を正面からとりあげた最近の注尽すべき論文に前掲の大石嘉一郎「日本資本

主義確立期に5号する若干の理論的問題Jcr歴史学研究01 No. 295)がある。そこで
は先進国および後進国における産業資本確立の理論的諸規定がそれなりの抽象度に

おいて明快にあたえられている。しかし突註上の具体的指標となると先進国につ

いてはともかく後進国についてはたんに指標選定のための方法的基準の指示にとど
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まっており，この問題のもつ困難性は大石氏の論稿をもってしてもなお依然、として

解消されていない。

2)第 2節注25)参照。

3) この点にかんする最近の姿をえた論稿として藤井光男「日本資本主義の形成と繊維

産業一一産業連関および資本蓄積構造をめぐって一一J(~経済集志』第 35巻第6

号〉をあげておく。ぜ、ひ参照されたい。

4)恐慌理論における外国貿易捨象の意味内容については宇野弘蔵『恐慌論』序論ニ参

照。なお恐慌理論と恐慌史研究との関係についてはとりあえず『資本論講座Jl 7 

(青木蓄広) pp. 197-200参照のこと O

5)マノレタス『資本論j第3部(青木釜庖紋) pp.802-805参照。

6) 日ヒi資事変は格変らずカーチフ炭の外全体の炭況には左したる影響なく最前一等炭

のみは五十銭乃笠七ト銭の高備を現わし目下一i額五月七十銭より六円を称へ厨れり

併しながら主主那治浄の航路，上海工場等の需要は今や全く杜絶したる上，香港向き

も運送船の紋乏より運賃非常に騰貴し輸出額る濁難の有様なり部して下等炭の工場

向きは事業界不振の折椀売行き大に鈍りたる処へi品目の紡績聯合会に於ける操業時

間短縮の決議は将米炭況に及ぼす影響決して少なからざるべき有様より九州地方採

炭業者は内外の事情に鑑みて協議の結果採掘高二割減のことを実行しつつありと云

ふJ仔新報J第167号く明治33・8・5>I商工業禁報J)。

7)われわれはさきに明治34年上半期までは日本資本主義は恐慌状態を長していたとし

ておいたが，恐慌局国がいつから不況局面に移行していったかは必ずしも明らかと

はいえない。ただ34年下半期以降はパニヅク的現象はもはや発生せず，しかも前記

のa村市郎氏の作成になる景気館著書指数の34年以降の動きをみると37年上半期まで
は若干の波動を示しながらもなお下方に停迷しているので，ここでは一応34年下半

期から37年上半期までを不況期としておく。もっとも明治37年2月には日露戦争が

勃発しその影響が同年上半期からも現われているので(大島清・前掲雲 pp.301-

305参照).このJ誌を考慮にいれるならば明治37年1月までとするのがより妥当で

あろう。

8)以上，:1:として 第3篤「年譜Jによる O なお，この間の企業

集中については大島清・前掲警 p.263以下をも参照のこと。

9)鈴木良・前掲論文 pp.14-15参照。

(1966・10・25-完〕
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〔付表〉

付表 I 綿糸生成 I~]J (単位千葉，以下切捨〉

明治33年 i 明治時明治初年 l 明治昨 | 明治32年
1月 2，092 2.401 2，852 2，091 

2月 2，375 2，480 2，952 2，174 

3月 2，622 2，935 3，354 2，520 

4月 1，994 2，719 2，947 3，094 2，513 

5月 2，191 2，768 3，073 3，062 2，790 

6}j 2，159 2，628 3，005 2，755 2，702 

7月 1，910 2，374 2，794 2，190 2，605 

8}j 1，888 2，462 2，654 1，820 2，509 

9 }j 1，993 2，626 3，145 1，993 3，057'詰

10 月 2，430 2，865 3，383 1，994 3，057;:i 

11月 2，352 2，834 3，412 2，003 3，113 

12汚 1，108 2，547 3，156 1，974 3，151 

備考 (1) ~東京経済雑誌J 所教「全国紡演会社営業概況j および『東洋経清新

報J 所書~r聯合紡綴営業成緩」の各年月相当分より作成。
(2)各月の綿糸生産高は紡績連合会への加盟紡績会社の報告にもとづくも

のであるが，月によっては報告未着の分もあり，実際の生産高より少

くなっている月もある。ただし趨勢には変りはない。

(3) ※印の生産高は雨月ともまったく同ーであって疑問があるが，一応そ

のまま表示しておいた。
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付表II 大波糸線木綿取引所・綿糸20手先物大引値段

明治30年 明治31年 明治32年 明治33年

最高(最低 最高|最低最高|最低 最高[最低 最高|最低
pl 円 円 内 向円

1月 94.75 87.50 78.85 77.3011 102.301 96.05 109.201 100.75 

2}j 96.45 90.90 83.35 201. 551 97.85 

3月 92.15 88.65 81. 75 76.9011 113.951 102.70 97.851 87.10 

4月 90.80 84.30 78.70 
7610244l 5i9245 

94.901 87.25 

5月 89.05 86.10 77.25 74.75i1 96.951 89.25 91. 901 89. 30 

6月 88.85 85.50 78.80 77.0511 93.551 78.45 96.051 91. 35 

7月 87.95 83.45 80.50 77. 4511 94. 451 81. 55 97.751 95.40 

8月 84.60 80.65 84.15 77.8511 94.051 91. 00 98.801 95.50 

9月 79.80 77.50 92.45 83.60 86.85 102.15 98.55 

10月 77.90 74.30 97.45 90.00 96.55 91. 75 103.65 97.75 

11月 88.20 77.60 96.60 91.30 100.35 97.00 
円 内

12月 87.10 81.05 78.60 76.70 11 94.30 91.80 104.351 99.20 100.25 96.30 

備考 r東京経済雑誌J第906-1114号所載「大阪糸綿木綿取引所務況」より作成。

付表III

現治30年

1月 558 

2}j 794 

3月 1，041 

4月 963 

5月 1，323 

6刃 1，771 

7月 1，745 

8月 1，250 

9月 727 

10月 920 

1l}j 1，528 

12月 865 

線糸輸出{価額

明治3昨 ! 明治認
1，472 1，282 

1，492 1，471 

1，245 2，895 

1，555 1，971 

1，862 2，711 

1，883 2，703 

1，725 2，564 

1，859 2，815 

1，588 2，454 

1，805 2，463 

2，401 1，948 

1，284 3，240 

備考 r日本帝国統計年鑑Jより作成。

(単位千円，以下切捨〉

明治33年 i 明治鈍
1，737 613 

896 802 

638 1，749 

2，586 2，122 

4，406 2，689 

2，709 2，668 

961 1，895 

628 1，651 

1，145 1，358 

1，765 1，885 

1，604 2，379 

1，472 1，648 
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付表IV 繰綿輸入儲綴 (単位千円，以下切捨〉

i 明治3昨 [ 明治3昨 [ 明治認年 l 明治昨 | 明治34年
1 )j 3，285 2，849 4，694 5，298 2，921 

2月 3，498 2，779 4，328 8，033 4，281 

3月 4，894 4，672 5，055 12，987 5，327 

4月 4，960 5，185 5，175 11，961 6，035 

5 )ヲ 4，108 4，541 6，158 6，375 5，564 

6)j 2，413 7，486 4，429 3，463 7，669 

7 )j 2，518 3，919 2，780 912 4，367 

8月 5，194 3，368 5，934 894 5，820 

9月 4，458 3，370 8，524 397 3，235 

10月 3，381 2，180 3，726 2，504 3，707 

11月 2，206 3，285 2，616 1，952 4，192 

12月 2，202 1，770 7，939 3，718 6，674 

備考: ~日本帝鴎統計年鐙J より作成。

付表V 輸入繰綿 l担当儲格

明治畔 | 明治3昨 | 現治畔 | 明治33年 明治34年

同 円 汚 円

1月 ワ
19.1 17.4 24.6 

2月 ワ
rJ 

3月 18.7 18.4 17.1 24.8 25.9 

4月 18.4 18.0 17.1 24.8 25.8 

5月 19.0 19.4 17.9 24.4 24.3 

6月 18.4 18.6 18.9 24.7 23.9 

7 )j 19.7 18.5 17.6 24.0 24.0 

8月 20.5 18.0 17.6 18.8 24.1 

9月 20.8 17.8 18.5 17.2 23.4 

10月 20.0 17.0 19.7 21.2 22.9 

11月 20.1 16.9 20.0 20.3 24.2 

]2月 19.5 17.0 20.6 21.0 24.2 

保j考 (1) ~東京経済新報』所載「外隠貿易月表抄」の繰綿輸入数量および繰線
輸入総額より計算。

(2) 明治33年は実線を含む。
(3) 明治31，32年， 34生Fの 1 月 ~2 月は荷月の王子均。
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付表VI 紡績工場用石炭1万ポンド当価格

i 明治初年 | 明治3昨 | 明治昨 | 明治3咋 明治34年
月 Fヰ 円 円 円

1 J.f 20.32 33.14 21.93 17.95 21.17 

2月 21.41 33.49 21.57 18.49 21.96 

3月 22.93 34.04 19.94 19.18 22.36 

4月 25.88 33.90 19.32 18.99 22.86 

5月 26.34 34.21 18.31 18.74 22.59 

6月 26.74 32.47 17.63 18.56 22.27 

7月 27.99 31.94 16.34 18.32 22.69 

8月 28.24 ワ 15.02 18.40 22.63 

9月 29.21 28.28 15.02 18.42 23.44ヲ長

10月 30.79 ワ 15.24 19.41 23.44"ぞ

11月 31.50 14.78 16.43 20.02 23.26 

12月 32.51 ワ ワ 20.64 23.22 

備考(1) r東京経済雑誌J所載「全国紡綴会社営業概況」および『東洋経済新
幸IU所載「聯合紡績営業成績」の各年月相当分より作成。ただし明
治30年については『東洋経済新報』第63号，第81号によるo

(2) ※印は雨月ともまったく同一であって疑問があるがp 一応そのまま表

示しておいた。

付表VII 紡緩女工賃銀

E 明治3昨 i 明治31年 i 明治畔 | 明治3昨 | 明治34年
銭 銭 銭 銭 銭

1 J.f 12.05 14.08 16.04 17.65 19.00 

2月 12.31 14.46 16.28 18.03 19.32 

3 }ヨ 12.22 14.41 15.90 17.49 19.21 

4月 12.48 14.86 16.08 18.25 19.38 

5月 12.63 14.71 16.26 18.13 19.13 

6月 13.29 14.99 16.66 18.11 19.58 

7月 13.63 15.30 16.47 17.75 19.22 

8月 13.66 16.61 16.94 17.68 19.19 

9月 14.04 15.46 17.94 18.03 ワ

10月 13.89 15.76 17.24 18.17 19.50 

11月 14.03 15.89 17.54 18.62 19.94 

12月 14.37 16.32 17.86 18.90 19.76 

総考: 出所は付表VIと同じ。
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正 誤 表

「日清戦後の恐慌と綿糸紡績業付J(~経済学研究J 第16巻第 2 号〉

京 行

70A 3行自

76A 第 1表友
端3行自

78頁第2表左
端 l行g

向上向上2行

83頁 8行自

84支 16行自

87真下から4
行自

第3図録考欄2
行自

111頁 11行自

120頁 6行局

123支下から2
行自

124亥下から3
行自

誤

決定で主導的な役割

4 }j ~5 月

明治29年
1 月 ~12月

明治29年
3 月 ~3 月

しかし、明治29年2月

というべきであう。

であった考えるが、

『日本傍@l年鐙J

如ふるに

綿糸紡績業は再業苦境

紡績業をもなお

明治31年以降の

LE 

決定的で主導的な役割

4 月 ~6 月

明治28生f-
1 月 ~12月

明治29年
1 月 ~3 月

しかし、明治30年2月

というべきであろう。

であったと考えるが、

F日本帝国統計年鍛J

加ふるに

綿糸紡績業は再度苦境

紡援業をもなお

明治31年3月以降の
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